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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

イ"J れも I1 立たぬ訟の存在ですが絶えず何下 ) j の人命を、又総ゆる II 物

の五{ ，ii を黙々と謹って、大切な役割を来して Jl
t

;. ります

がシ7.1-- シ式防水

の補強材中.1 は3511: の経座長とじJ I l を訪る

聞 zf-gU Eを 4
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株 式 会 批
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日京総m新 鋭

ク 床 材ツ
美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ

ネ土日 東

‘  1  3 0  1  

T E L 福岡 (74) 8  9  9  2  福 岡 出 護 所 福 岡 市 橋 口 町 1 5  - 1  名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町通 り9 - 8 T E  L 白羽945 ・4414

リノリ :1. - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イルリノ

巴=ヲート'1' イル

ヌ市ンジシート

IJ 

東洋リノリューム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三 和 ピノレ

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和 ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

oソフトな感触

o優秀な耐久力

o美 し い 色 彩

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所

日東紡

171' 1;- Ｇ ＺＺＺＮＱト ＭｾＴＱｾ
紡 績 株 式 会



近 代 人 の 感 覚 t二 マ ッ チ す る 、

2 ・ト1: : 7 叩

( 中心吊自由開型)

重 油 災 許 可 な し で

伝 熱 面 積 5 0 m2以卜 で

蒸 発 量 3. 5 Ton 以 一|ょ

ボイラ効率ｾ 85 労 以 上

布、

(ピ ポット・ ヒンヂ持出 し吊り型)

Ｈカタロ グ御入用の節は御申込 下さｾ，Ｉ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

市 路 市 横 沼 田IJ Ｑ 丁目 Ｔ Ｖ 番 地 ｴ 正広布施 Ｈ Ｗ ｾ Ｉ 7713 ( 代) 7714 酔

点京都千代 田区神 田三崎町 2 ノ26 電 話 * 京 (301) 0403  (332)5310番

七年間研究の鵬

⑪主主宰川銭エ所

本 社 ・工場 太 阪 市 大i; r 区大仁西宮 ー l 屯 (45) ， 9  7  5  Ｈ ｩｾＩ＠

東京宮揖所 ll! 京m中央区八重洲 6 - 7  111 (28' )円87 (代) 羽田

九州宮積所 小 富 市 高 野 5 2  5 司 (5 ) ‘ 8  6  Z  
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. あ な た の 忠 実 な ・ ・

ド ア ー ボ ー イ /

来紫綬寝- = に輝〈米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独， 各 国 特 併

一 一 一 一 一 -四唖..... 判官イヤ空前宇でｾ＿ｅＧＧＧＧＧＺＧＧＧ ＢＢｔｾ 恕ｾ

昌 明 t I . .  

117・事Z 噌 q

日 本 金 異 製 作 所

観 造 元 少'(ICヲヱ. 株式曾詰

錆びない

違悠( i )

尼崎新工場稼動

型 状 優 .

故 障 絶 無

錆 止 メ 塗 装 は

ボ ン デ ラ イ ト を

焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株 式 害 時 岩 悠 鍾 宗 主 原

本社及本社工場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁目 三 一 番 地 電話 (47) 代表 5123 ・3000

尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 一 五 番 地 ' ; b: 話@ 6  7  ＵＱｾＳ＠ (代表〉



ｾ＠ ｾ ＮＮ 土 空 目 烹 ｊ 予 ｽ ｪ オそ毘 区 金全
東京出張所

本 社 電 話 大 阪 ③ 代 表 1476 ( 直通 ). 7071 ＨｪＧＨ ｉｾＩ＠ 電 島 東 京 位91) 2  7  

厚③

必髄議 通 ＨＭｱ ィ ｉｾ
(  1・5 粍 j享)

藤 森 建 材 株 式 社
A

Q

2

 

東 京 本 ネー1: 東京 liWlc，央区日本精通1- 2(大I i ピノレ) T E L  (271)  6432- 5  

大阪営業所 大阪市東区博労町 2 - 65( }j長森ヒソレ) T E L ( 27) 3191 - 5・7385

稲 岡 営 業 所 柄 岡 市 薬 院 大 通 2 ー 73 T  E  L  (74)  1945 (75)  3473 

札 悦 営 業 所 札 幌 市 南 二 条 西 10 丁 門 T E L (4)  2511- 3  

.4 

， 
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ｾ＠ 最新の設備 優秀の製品

建 設大臣 登 録

( ト) 4  0  8'  2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

=10; ; " ':1 司・椋試さ1ft

本 l苫 l 己 11J.:j 'jli 久 )々 : 11 ニ3・ コ エ 2 3  '，[L f i:.j、 ( 4 0 ) 5  3  4  1  

札 幌 支 l苫 ' L 帆 .Ii 午 似 府 中 似 5 2  2  '，[e ( 3  ) 7438  ( 5 )  1519 ，6873  

旭 川 営 聾 所 JI.!J. Jl I  di 市 ｾｾ＠ j曲 1・ 11 '，[e 5  0  9  7  

帯 広 出 張 所 Ｚ ｩ ｾ ［＠ '.i: tI i  I叫 2 :t: I H 7  T  11  "6  '，[e 3  8  5  6  3  8  5  7  

東 北 支 l苫 仙 台 di I 凶 1 1  2  '，[e ( 3 )  3  2  9  6 ・9 6 1  8  

松 田 営 聾 所 f大 川 rli I荷 山 '! i. ノ 11 叫 11< m町 九 .ι 2  7  8  3  

新沼宮聾所川Ｎ ｜ ｾ tli U.  11 闘r I吋 2 T  " ' ，[ e  (  3  )  1  4  4  3  

盛岡宮 聾 所Ｇ，，ｾ 1;，1  ，J; 't; 1占l 峨 ケ 闘 r 1  T  11 1  4  ぽ ( 2 )  7  4  0  7  

東 京 支 活 必t :;.: t: 1: .  ilr l;'i 1"， ｾ片山 Ｑ r "  6  Ｐ ・ ｾ Ｈ ｾ Ｑ Ｉ ＲＧ Ｑ Ｘ Ｇ Ｓ ＶＹＶ ＧＹＶＱ Ｘ Ｈ 却 Ｉ Ｙ Ｒ ＲＶ
神田世; 聾所以，; ' : r. I; ｲ Ｂ ｉ ｾ ｬ ｬｉ ｬ ＢＨ ｎ ｉ 川 松 ｦｩ Ｚ ｬｈ ｦ ＱＲ 111 ，; .; ピ ル ほ ( 25 1) 6278 ( 29 1) 38' 1  - 4  

惜 ， 兵 営 柴 所 t品 川 l¥i ・" I;{ 11' - ) ..:. j曲 3 T  "  4  5  '， 1よ ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 営 聾 所 zYi 崎 市 下 川 川 町 4 2  9 必 2  1  6  6  

宇 都 宮 営 聾 所 寸 r : li ＧｉＺ ｾ＠ lI i 池 町 1 T  11  3  4  2  8  '，[e 7  7  2  2  

甲 府 営 聾 所 ' 1' 日 山 孝1: 11 < 町 2  1 正 2  4  4  2  

名 古 屋 支rg ｲ ， ￯ＡｩｨＧＺＧ､ｪｬ ｬＧ ｈｉｾ 広 ＩＱ 町 Ｒ T  1146八 洲 ピ ル ，[e ( 5り 2 8  4  6  ( 55)  9  7  8  6  

両 手 同 営 県 所 ，'，'(1 I; f.j .Ii  tr ;): 1  悶r 1  8  8 正 ( 3 )  2  8  4  6  

長 野 営 聾 所 ! と ｾＧｦＧ＠ rli -M  n 町 7  3  9  '，[e (  2  )  5  2  9  2  

松 本 出 張 所 以 本 i li 袋 町 1  • 9  '，[e 2  • 9  7" '  • 7  • 4  

四 日 市 出 損 所 l叫 n ili 11i 問。γ 谷 ! Ir 町 2 8  2  3  ・lJ: 2 . .  3  

大 阪 支 広 川崎 ､￯ 久々ｾＢ 'i ・ コ エ 2 Ｓ 江 Ｑｾ J !  ( 40)  5  3  • 1  

大 阪 間 営聾 所 大 阪 ili 阿{ 汗 l'I'L"( 三 UJJ 町 1 T "  22 ノ 3 正 ( 77)  8  2  1  7  

大 阪 北 営 聾 所 大 阪 市 火 花 区 天 神 Wl 筋 8 T  11  2  3  '，[e ( 35)  9  8  0  0  

神 戸 営 聾 所 Nl ド di .:i X'  ｻｾＮＮＮＮ＠ ｉ ｾ＠ ｾ ｉ 川 町 Ｓ T  U  2  3 正 ( 2 )  0  1  8  9  

京 都 宮 揮 所 川町1;山中 山 l壬1巧E伊岡町f j泊曲御 2池也 上 ル '1

金 沢 営 聾 所 t余、 4沢I{ 川J ; 栄諸恥i 園町r 6  5 正 ( 3 )  3  1  3  0  

彦 娘 営 聾 所 J序苦 !l似l日 ! 市1打I l'問'叫刊 而酢F 町 8  8 江 2  0  5  3  

高 4位 去 営 聾 所 '刈:叶:j t松j": 山li J出邑 J上: 鹿町r 8  0  9 ι  (  3ω)  4  2  9  0  

高知で官1 聾 所 』川:叶z 知知I di  11地地t且l 闘町r 3  T  1  日1 5  0 ι  (  2  )  1  5  7  6  

f徳草品営架所惚呼. ' I山9ゐ:j .1打i 船 場 町 2 T  i  1  1  2  '，[e (  2  )  0  6  5  9  

広 島 営 聾 所 出 I:: i di 千 円1 町 3 T 日 8 5 6 ・[e ( . )  3  7  5  6  

九州支r . s 11，¥ 1; ，1 山 政 辺 泊 5 T  n  9  2  '，[e (75)  5  1  8  1  ( 75)  6  9  0  1  

熊本官軍所Ａｩｾ本 ｩｬ￯ｲ 軒下反畑 町 Ｑ 6  2 ι[e ( 2 )  0  8  9  3  

佐 世 保 営 聾 所 佐 世 { 阜 市 1;:; 湖 町 1 . 0 ¥[e 5 5 1 3  

鹿 児 島 営聾 所 ! 凡 児 山 市 l' rt mr  1  )  9  ';[e (  2  )  6  7  6  2  



大型吸音板
. ' ; 誼圃畑町・

: J  ｾ＠-
コ?  

吸音性 Ｚ水 毛板と多孔面石 綿 板を砧ｾし 、 接続郎 ｬζ 空気 ｪ 白を設

けて駁 tf の吸収を効果的にしており 、さらに防火性、

耐水性 iζ22; んだ吸斉板です。

施工 の簡易 、仕上りの美感 :

60 x  182 c m・90x 182cmの大型板で美しく仕上り 、

しかも工期が短縮されるので経済的です。

途 工場、映画館、格納f>l I の内壁、天井野

地板兼用材として理惣的です。

用

厚 . 2 0務 ・3 0強

111. 60  %， - 1  0  O%， 

長. 1  8  2%， - 2  0  O%， ( 説明書送呈)

アコニオン吸音率 ( アコニオン 20mm+ 空気胞30mm+ 鋼体)

1

I抽 同 司
400 1  6∞|州 2州 側 凶

行 本 ｾＩｉ 52 .1 苅 1
86

1
671 76 1  62 1  57  I  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 茶 照 l町 3 8  T E L 大阪 (37)代表6555- 7

点京 111帆所 前京都中央同区 ｆｉＪ 橋人 ｉｾｐｉｊ Ｒ の Ｒ ( 大林ピル) T  E  L l lil;(( 671)9866  

工 場 尼 崎 ・ 鈴 鹿
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. 明 日 の 日 本 を 礎 く

H 汗多重岡

• • • • • 

E』i E司

- 構 造 用 H 形 鋼
- 基 礎 杭

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

- 1反言安

- 地 下 鉄

建 築

ピ ル

工 場

発 電 所

学 校

そのイ也

- 隆 道

- 橋 梁

- 鉄 塔 、 鉄 柱

Ｍｾ巷湾 Ｚ

守、J - 桟 橋

- R骨骨自

- 機 械

• ， 



アスヲアルト防水は年限保藷す3

日本アスフアルト防水工業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ァ ル 卜 工 業 会 員 名 簿 ( イロノ、 )1国)

地 区 }l IJ 会 社 名 住
所 |

屯
話ー

北 海 道 地 区 l 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札幌市北三条東 4 ー 1 | ②3倣 4倒

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙 台 市 二 印 刷 | ③7790側 35

井 上 渥 青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草間島町77 ( 871) 5311(841) 5729 

北 条 渥 青 工 業 K K 東京都 ｉ Ｇ ｉ ｾ ｉ 央区篠 ｉ ｉｴ ｊ Ｓ Ｍ Ｗ ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 輿 業 東京都新1d区給水 5 - 1172 (361) 5947・( 371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代 133区神間小川 IIIJ 1  - 8  ( 251)0161- 3・1301 ‘ 2

i歴 青 建 キオ K  K  来京都中央区銀凶束 3 - 11 ( 541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪IIIJ 6  (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町 61 (841) 8501・(871) 2851

藤 弁 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
azex ‘- 東京都千代田区神田岡朋 110.3 ( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 - 1 @7846・8476- 7

東 海 地 1 3 : 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

1:附 初66.870

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新IIIT北通 1- 17 i@3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福品区上福島南 1- 152 @2360・2030

j j J : 畿地区 K  K  新 光 商 1i5 大阪市南区温IIIJ 2  - 13  ⑧7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 Q1I 5976- 8  

i青 水 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 @0251- 3 

li I  I胡 地 区 束 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22 ③2211・6302

工 業 K  ｾ ｉ 蹴ー ｉｉｊ 7  

K  山 本 商 会 松 山市 萱l町 2 - 95 ② 2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  7詩的市揃. i i l l 6 - 82 8155- 6  

) L 州 地 区 K  K  工 材 社 ｉｉｾ 司市大型束通 ＱＰ 丁目 ⑧1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  沼岡市大浜 1丁白書lilllJ 95 ② 6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町 62 ④0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新IUJ J t :iI昼 1- 18 日新工業 K K大阪注業所 ( 53) 5281- 3  



=手"
坦 ｆ 咽ｉｴＧ ￆ ・ｾ

オ レ ン ジ

静かで、

くさらず

永久に

色 の ・・・・

規 格 寸 法

25% ( 8  

30引 ( 1  寸 )

36切 ( 1寸 2 分)

43' 弘 ( 1寸 4 分)

種 類

鉄材ｾ Ｚ ［ｬｌ平

イモノ枠丸平柑i

ナ イ ロ ン 枠 丸 平

三極類アリ

_ 1 1 1  - .  ::""'1 R  !富 ;Z-S:: ' A ｾｭ＠

-

l…一l P P O N R A Y O N S |

ｚ 手レｾｆＡｉ
1- 7" ' " 詞ー' 、。吻・-

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

手 軽 に 買 え る

豪 華 な 品 質 ノ

- パ イ ル は ナ イ ロ ン 1 0 0 % で す

か ら 、 摩 耗 に 対 し て 強 〈 、 永 持

ち し て 経 済 的 で す 。

・裏 は 特 製 ス ポ ン ジ で す か ら 、 心

土也よいク y シ ョ ン が あ り ま す 。

- 染 色 は 鮮 明 で 美 し く 、 堅 牢 染 で

す か ら 、 日 光 ゃ ; 先濯 に 対 し て も

変 ・ 槌 色 し ま せ ん 。

- 軽 く て 取 扱 い が 簡 単 で す 。 コ ミ

は 電気婦降、機 で は 勿論、 ふ つ う

の ほ う き で も 簡 単 に と れ ま す 。

・ 施 工 方 法 は 簡 単 で す か ら 、 容 易

に お 好 み の 寸 法 に 仕 上 げ ら れ ま

す 。

ｾｾＧトｳＧ乏 しー

恥い 1 じ 〉じ j じ

伊 藤 寓 株 式 会 社



府 ⑮ 取 目

打 抜 き 金 網

. カ タ ロ グ 進 皇 国

+ 1 カエn . : s 包甜岳+ 仲斗: . ...0.. -+.1. 

カ力↑ ' " ' )，隼ラ畏J t ，末エ¥， ｾ＠ 1' .L 

4， fJ 大 阪 市 東 区 本 田T 5 丁 目 1 1 番 地

東 京 出 版 所

工 I43 

1E 話 (代 表) 大 阪 25 - 5978 番

Ｈ 御 Ｚ ［ｾＺ筋本町 Ｔ 丁 目交式 市 西へ半丁北側 )

東 京 都 千 代 悶 区 六 番目J 1  5 番 地

1丘 話 (代表) 東 京 301 - 0624 番

([耳m四 谷 駅 南 口 主 ｾｪＡｬｬ合会館東隙 Ｉ

大 阪 市 都 島 区 内 代 田J 4 丁 目 1 番 地

電 話 (代 表) 大 阪 33 - 4431 番

オ ー ル プ ラ ス チ ッ ク 製

二 枚 羽 根 丸 型

レ ヂ ス タ

協 和 実 用 新 実 C F 4

防 臭 用 ダ ス ト シ ュ ー ト

新 実

握 玉 付 シ リ ン ダ ー 錠

箱 型

レ ー ル 周 ド ア ー ハ ン ガ ー

特許出願 中

度の施工で両面の壁が

上る電E立式間仕切材

資 料 提 供

ftu 庖

岩谷産業株式会社

日綿実業株式会社

住友商事株式会社

製造元

⑨ 竹 原 化 成 工 業 株 式 会 社

営 業 部 大阪市北区侮ケ枝町 1 0 0

(34)  6  7  7  6  (代)



堅室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー， ｲＭ ｩＧ，ｾソイド

日jJi J 可Lテン"-7イ》タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ支 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6一101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



のflj 生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220 ザ 2 ，750

金 具 ( 品 胃 臥ι 印)

立 水 位 T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1. 200

止 水 栓 T 4 A' ! '

@￥ 670 ( 2l 箇| ￥ 1. 340

排水金具 T 6P ｾ＠ 1. 210 

ピル・アパートはもとより一般住宅

パ y クハンガ ， 

n付木ヰ ジT L  ＲＲＰｄｾ＠ 200 

にも御採用頂け るよう寸法や価格の点では従来母もよく
宮f ￥ 6. 100

参 考 定 価

ζ 死病お氏ｾ御 愛 用頂いていた製品しＭ 9 2  

陶 器 ( 並 級) L 2包O ￥ 2. 200

東 洋 陶 器 株 式 会 社

金 具 ( . : 7. 7. 凡印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@ ￥日o ( 2 個) ｾ＠ 1，020 

本 社 茅ケ崎工場 止 水 位 K 4  A  Y  

@>t' 570 ( 2 個) ｾ＠ 1，140 
小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高関紙 5 - 3 2 T E L ⑮ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京・名古屋・小倉 ・広 島 高 松・札申悦・仙台・富山 T E  L  2105- 8  緋水金具 ｋＶｐｃｾｉ Ｎ ＰＳＰ＠

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 種 類 そ ろ っ た 泡 ビ j庄縦

二ユーロンプレート

使いやすい、 ト タ ン 小 r庄の持及 tT1

ロ ン ガ ラ ス

用途の広い、透明・半透明 jA; ビ平仮

ロンフィックス

丈夫で汚れない段新のｾＮ襖 ｈ 占材

ロ ン リ ウ ム

品質| 砲 ー と 定 評 の あ る 床 版 材

ロ ン タ イ ル

あ ら ゆ る 床 に ? ? チする美しい床材

キ ン グ

庶 材 の 王 座 /

ロシヲイルK
30 cm X  30 cm‘・!享さ 2 mm 

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm・長 J子ー

従来の ロンリウム・ロン タイルの姉妹品と して、川 口

ゴムの 最新の設備で完成 したビ.ニル新床材で、色調 ・

摩耗性 ・耐辞表|生 ・耐i白性など格段と優秀性を有 します。

ロンリウム K ・ロンタ イルK 'il 、ずれも 全層同質で耐

摩耗が強化され、然もソフトな質感は公共建築・ビ‘ル・

車綱の床にピ ッタ リとし{ 耐おも一層経済的になってい

ます。

ロ ゴ ム ヱ 業 株 式 会 社

本社・ 工場 東京 ｭ 耳飾区本国 ｬ 且 ァ 木町 ＵＴ え Ａ ｾ 東京( 697) 6141( 代表 }

蒲 生 工 噛 抽 J l 以 紙 谷 市 大 字情ヰュ2749 置; U，lbll (0871)2033蒲j 11 2.  

舛 園 部 東京r.H- 代凶' " 神111鐸 柏 町 2，- 16 t控訴 東京白{ 四 1) '3583- 9  

神田宮鍍所 持E耳! I I H代田尻神I s j骨柏町 2 ':" 1号 電話 J l (京 ( 291) 冊。3:-' 小・ '

大原官鍵聞 大 阪 市 l例 区 北 岐 阜 町 3 3 . 電話 大阪 ( 21) • ｾＳＵＸ ＭＧ［ Ｎｧ Ｎ＠ Ｇｾ，Ｇ＠

自 白 ー，、ーーーー百二 、

.. 





特 に 御注 意

裏 の N F 7 一 才 に 御 注意 下

さい

短 水性 があり ませ ん か ら 磁

器タ イ ル と 同 様 の 施 行 を し

て 下 さい

床 に 使 用 出 来 ませ ん 床 に

は や は り床タ イ ル を 使 用 し

て 下 さい

外 装 に も

寒 冷 に も

耐 酸 に も

可

取 扱 品 目

究ントウタイル ｾ Ｎ，
耐 寒 タ イ ル

タジトウフ[]j7-11It !.， 

淡 陶 株 式 会 社
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[  が - 万 工 均 時三朝 刊 W ! ritr 1;! .d ｾｾＷ￯ ｉｏＧ＠ 110.  

福良 工 Ｑ 義兵ｦｉ票 三 ｬｗｉｭ主ｬｩｩｉｬ福良電話福良ＱＱＺ Ｑ ・ ｉｾｾ



会 員 の 受 彰

本年の国上建設i週間( c際し， ド記会員諸氏は司多11三にわたりえII 設関係、

の向上発展 ( C貢献した功労一行として. i J l 設大臣から表彰せられました。

乙こに誌してその栄衿をお山びfP し上げます。

ｾ ｾ＠

車Z

告

表

. 6.  

zコz

の員
. 6.  

=  

剖

h

M

U
U

H

H

柄 谷 青 木 良11

j反 本 広 1片

11
1
沢 攻 郎

人 H- J)' 良11 間

山- 十本 義 敦 代

須賀ｾＧ rfi Ull J¥ 

藤 l民 捨 J欠良11 1' ， 

会 館 基 金 へ 寄 附 金 受 領

会館建設資金借入金の木年付1せん償還分の内，会館基金 と して協会へ

ご寄附いただきましたものを先般報告申上げましたが，その後下記のと

おりど寄附いただきました。乙乙 lζ 誌して厚く感測の意を表します。

言己

会館基金へ寄附金受領

円本レイヨン株式会 批殿

要 望 書 提 出

京都大学建築学科の講座増設と学生の定員増加に関し，友好団体述署

の 上 次のとおり要望ｾを提出いたしましたので報告申し上げます。

要 望 書

わが国における近年の建築技術の進歩と建設産業の発展は， II'成に目ざ

ましいものがありこ' 阿肢に縫えないところでありますが，一而研究対象

の拡大と専門化の傾向はますます1 ! i : しくなって，乙れがため充分に 研究

指導された技術者の不足はいよいよ激化する状勢にあります。

しかるに，東京大学 l乙次ぐ古い歴史と伝統をもっ京部大' 宇佐築学教室

は，大正 8 年に創設せられ爾来，LQ余年，多くの人材を IJ1 してわが国建築

界の発展に非常な貢献をい f しておりますが，その内若手においては創設

当時と多く異ならず，創設l時の 4 講座はその後他かに 1 講座の増設をみ

たのみであり，収容学生数 ( Cおいても本年の如き需要数の 496を満たす

に過ぎない状態で，社会の要訟に応えるには極めて不充分な現状であり

ます。

乙のたび，京都大学においては 乙の事態に鑑み，建築学教室の研究休

Ｚｉ［ｉｊ の充実発展を計るためＮｾ築窓医学 ， 建築材料学 ， 建築環境学の三講

旅を増設するとともに，学生定員 1学長j ' . 60 . f ，へのj曽員の J I'函をたてられ

た遊につきましては. 1; 7' ，等主II 築関係者として誠に i時1削 ζ 適 した的問と

してその実現のー IJ も述からん ζ とを切望する次第であります。

どうか乙の計画が速やかに実現されますよう何千絡月IJ のご高配を賜わ

りたく要望申し上げます。

昭和3M手7 月 円

社団法人 n  Ｑｾ＠ 建 築 協 会

れ団法人大阪府建築士会

大 阪 連 設 業 協 会

社団法人 口本 雄 材 協会

日本 建 築 学 会 近 畿 支 部

日本ill 築家協会 関 西 支 郎

助

節

郎

夫

品

川

五

H

労

サ

入

品

牒

タL的

辺

林

村

由民

野

応

波

大

中

一応

村

会 長

会 長

会 長

会 長

支部長

支部長

￥ 50，000 

出提書望要

、

.  .  

殿

鍛

殿

殿

荒 木 万 点 火

小 林 行 雄

水 田 三 喜 男

石 原 周 夫

文 部 大 臣

文部省大学学術局長

大 蔵 大 巨

大 蔵 省 主 計 局 長

提 出 先



催 |

第 4 回 若 い 会 員 の集 い 夏 の 懇 親 会

ク ラ ブ O T A 見 学 と ビ ー ル パ ー テ ィ

1  .  日 時 Ｘ 月 ＲＶ 日Ｈ土Ｉ午後 Ｑ Ｑ 時 ＳＰ 分Ｈ集会 Ｉ ｾＴ 時 ＳＰ 分Ｈ解散Ｉ

1  .  集合所 クラブOT A玄関前iJ (梅田新道東映会館南二つ目角 ・京美堂

・西へ約 150m左側〕

1  .  会 費 ＳＰＰ 円Ｈビ ー ルパーティ経 ｹｾ ・ 別 ｬζ 補助あり〕

1  .  申 込 23 日までに電話による。( ただし定員50名K 達し次第締切

ります)

1  .  お願い 会政は当日いただきます。申込者で当日無断欠席の場合は

会' i ! i . の負担を願います。( ただし25円中lこ取消の場合は結

構です。)

1  . 行 程 クラブ O T A見 学 ( 1時30分→ 3 時)

ビールパーティ : 桜縮キリンビヤホール( 厳橋交叉点西北

角 ・新桜橋ヒソレ地下 1 階)

ク ラ ブ o T  A 建 物 概 要

設 計 彦谷建築設計事務所

施 工 株式会社藤木工務応

所 在 地 大阪市北区曽根崎新地2 42- 4  

規 校 鉄筋コンクリ ート 進地上 4 階

建築面積 144. 59m2  
延建築面積 512 .08m2  

工 期 昭和35年 9 月~昭和36年 2 月

建築内部は建築と社会 Ｕ 月号 ｰＹｾｰＱＱ に ， 外観は ｰＵＰ f(_ 掲載しておりま

す。

特 殊 建 築 物 の 定 期 報 告 に 関 し て

建築. ! . ! i 準法第 12条 l己基く特殊迎築物の定JVl 報告の件につき，大阪府関

係において，本年 7 月19 日付大阪府告示第 556 号を以て「報告の時期」

および「報告すべき事項」が告示されましたので関係者各位にお知らせ

申し上げます。

なお本制度制定の趣旨ならびにその亙要性についてはすでに充分了知

されている乙とではありますが，乙のたび関係官庁より重ねて留志方の

通牒もありますので，関係、主s築士の方々には，乙れら特殊建築物の調査

に当っては本制度の趣 旨に従って充分適正をj羽せられたく，また報告諮

の作成についても報告義務者を適宜ど指導下さるよう特別ど配応方お願

い申し上げます。

昭 和 3 6 年 8 月

若 い 会 員 の 集 い

夏 の 懇 親 会

特殊建築物の定期報告

.  
一、



暑 ｲ ｬ Ｍ Ｇ お見舛 ｉｾ Ｚ ｬ 上げます
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j斐 海 正

大 阪 市 点 区 北 浜 2- 69

浅海電気. f ' _ J ; 式会社

i斐 重 太野

第一工; / ! 抹式会社大阪支庖

井 原

大阪市大淀区天ド11 続 筋 9- 8

) 1・ 原 築 炉 池 波 株 式 会 社

風 芳五 十

株 式 会 社 大 林 組

雄

es 

巌

雄

伊 丹 久 吉 es 

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1  3  

株 式 会 社 藤 木 工 務 応 専 務 取 締 役

伊 東 正

大阪市東区南久宝寺町4- 7

伊 東 建 築 設 け 事 務 所

屯 大 阪 @5  0  6  3 ・6 6 4 8  

伊 藤 手口

大 阪 市 東 l実 高 麗 橋 5 32 

Ifl ｩ 芋陶ｾ附大阪営業所

池 "'" 昂田

自宅堺市上! I 1 F 芝 IIl Jケ丘IUJ 4  1405 

幼 務 先 大 阪 市 西 区 京 町 刷 2 75 

隊式会社 大 阪 4112民事務所

石 }  11 良

大 阪 市 西 区 土 佐 胤j!Lト 16

日 木 冷 熱 工 ，:jじ 伶 式 会 社

美

彦

興

稲

. d.  

， 

..0、

， 

岩

浦

、

j

 
'

 

‘
、

j
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昭 和 36 年 践 五 ( 50音順)

円 俊 es 

雄

キサ 騰

之

es 

正

助

れ古 ｬ 丞市中区南大ｩＱｾ .iiTI 4 ー 1

Ul 司法人r I ; j ; : 建築協会東海文部長

垣 校

株 式 会 社 大 林 組

西 害

大阪市天モ寺区上本町7- 2 - 1上六ピ J レ

株 式 会 計 今 西 組

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 25

中 央 市 気 工 業 株 式 会 社

崎 甚 太

大阪 市 東区京橋 Ｓ ｾ Ｗ Ｕ

株 式 会 社 大 林 組

田 成

須 賀 工 業 徐 式 会 社

辺 鎮 太

台 数 レ イ ヨ ン 隊 式 会 l : t

)  11 

ｬ 公式会批竹中工務，ｾ［［立 υｼ 部

河 之

k  W:i rli 南 区 瓦 E込町 4 番 町

小 汚 i l ! 築 設 計 事 務 所
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名 古 屋 市 西 区 西 潟 11' Il IJ 2ー 1 2  

岡 田 辺 材 総 式 会 社 取 締 役 社 長

神戸市東灘区魚崎! 日] 桃屋612

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

自 宅

勤務先

善

' ー

イT本岡ｾ￟＠四清亀尾

昭和建築設計事務所総式会社会商晃株式会社

静上海助久崎尾

大阪市南区銀谷{ 中之町23 ( 寿ビ J レ)

妹 式 会 社 海 上 静 ー 建 築 事 務 所

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - - 3  8  

日建設計工務株式会社 取締役会長

良日
:.1.>. 

，ロ梯原笠光章 ・ 置

大阪市北区堂島上1- 2 ! i f r山本ビ J レ

神戸市生田区京町 7 0 松 岡 ビ J レ

置 極 建 築 事 務 所

塩塩置

大 阪 市 西 区 京 IIIJ 掘 1 ー 7 4  

m品 応 用 化 工 大 阪 出 張 所

尾秀本梶ｾ￟＠
:.L.、

，ロ

大 ｾｉＺ 建築設計事務所

大阪市北区宗是町 44 第一ヒツレ 2 階

大 阪 ⑪

日ム井大

大 阪 市 東 区 議 之 官 東 之 1 l 1J 3 9  2  

八千代屯設工業株式会社取締役社長4  2  2  0  
F γ ， 

S甚

自H五光金ト 株 式 会 社大 阪 生 コ ン ク リ ー

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社大阪市北区堂島浜辺 1- 25 ( 新大ビJ レ3階)

平正

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通6- 38

株式会社 日本シヤ y ター製作所

田神平幸

盗 中 市 立 中 本 通 1ー 16

大幸建設株式会社取締役社長

沢

自 宅

勤務先

大

雄哲口Jl I  ｾ￟＠芳林大

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2- 89

田中工業株式会社大阪t ' J ' ，張所長

高且林総 式 会 社 大

敬

主n 投

崎

株 式 会 社 近 畿

)11 ｾ￟＠

箕 而 市 桜 ケ 丘 205

株 式 会 社 岡 組

自 宅

勤務先

岡
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、

辰
河 井 5ム覚

北沢兎ｾ出 ｲ IIIJ 15 

河 1 H. l l 築設 Jj' 事 務 所

株式会社 木 下 謹 三 商 庖

木

域

大 阪 市 西 | ズ 江 戸 郷5- 5

一戸 信義口

大阪市天王，' . r - jズ北河期町 54

大 i-l ul 設 工 業 株 式 会 社

戸 七 太 t! s  

西 lヌ 土 佐 堀 iill 2- 2  

j清水ul 設株式会社大阪支応

一級ill 築士事務所 京 都 建 築 事 務 所

、

久

‘
、

j

 '

 

‘
、

l

 

'

 

佐

京都市中京灰烏丸jffi 二条上 J レ

光 il ょ 企 業 ビ J レ

保 幸

佐 藤

株 式 会 社 久 保 尚 ! 万

西 岬

大 京 市 深 野 南 100

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

佐 藤 太

株式会社 田中小西建築事務所

林 得

大 阪 市 北 l又 南 扇 町 11

近 倣 屯 気 工 事 株 式 会 社

佐 野 正 一 ・ 三 国 利 道

川 村 種 三 郎 ・ 藤 井 兼 治

武 田 健 三

大阪市政I又淡路町2- 34 <g，: ) j:Ul 築設，tj. ' j i :務所

雑 賀 夫

大 阪 市 北 区 堂 島 北 IIIJ 20 

小林 Ｑｾ Ｎ 志 ｵｬ 築事務所

藤 重 夫

孝

和 歌 山 市 小 松 原 通 5 1  

株式会社 雑賀建築設計・事務所

広島大学工学部主1 ¥築学科教授

日 本 建 築 家 協 会 員

斉 藤 光 夫

株式会主t 三 晃 商 会

坂 内 幾 男

株 式 会 社 坂 内 迎 築 設 計 事 務 所

貞 永 直 義

22 中 市 曽 根 東 1- 4 1  

貞永ul 築 士 事 務 所 電 豊 中 ① 3 1  7 2  

品 三 座 建 築 事 務 所

代 渡 者 徳 永 正 一

大阪市北院中之島4- 33 電⑪4940・5448・8687

点京都中央灰築地3- 8 i屯側3745 ・3746

島 田 孝

ご'.J.，、

，口

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 町 1

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所



暑 中 お 見 舞 昨 ! 上 げ ま す 昭 和 36 年 諜 夏 ( 50音順)

島 次 .M 夫

大 阪 市 西 区 江 戸 町i 1  - 6  0  

株式会社大阪電気商会大阪限}J}rr司会

市 | 地

キサ 佐

和 歌 山 市 阿 番 丁 屯 ① 3 3 3 8

日 村 建 築 事 務 所

白 井 徳 蔵

大 阪 市 東 l又 伏 見 町 2- 2 2

= 往設備工業( 附大阪支出

菅 谷 fls 

鈴 木
=主
11弓

大 阪 市 東 淀川| 夫新高南通 1ー 14

抹 式 会 社 ケ ン ト ク 取締役社長

銭 高 輝 之

大 阪 市 西 区 阿 波 座上通3- 2

株式会社銭高組取締役社長

山

山
，a

司
，

田 四 郎

大 阪 市 住 吉 区 万 代 束 6- 3

関西| 暖房工業株式会社取締役社長

太 太 fls 刀 Jl I  達

大 阪 市 西 淀川! 烹御幣向町 '1] 3- 4

不二サッシ工業株式会社大阪支! 万

， 

高 橋 慶

J'l 宅 大 阪市東淀川I文相川中jffi 2 2  4  

初 務 先 大 阪 市 西 区 京 町 堀 iill 2  37 

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

竹 錬中

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

干 自日原 大 五

東京白日港[ 実赤坂沼{ 池町30 沼 ｬｩ 也 ｾｦｩｾ ｌ￰、ビ ｊ レ

株式会社大阪it 祭事務所東京支所取締役所長

頭 政 人

ノ火(1限筏市J北tl灰叉宇有守お絞; 附町p犯0 屯dρ手?列0∞0ω4 . 901凶6  

|  4蹴凶拭地悶会封ネl上 い 川 : ソ :JJ叩l

塚 本 猛 次

ロ 建 設 計 工 務 株 式 会 社

"  

東 畑 謙

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5- 1 9

株式会社東畑建築事務所定 (202) 0391

中 沢 誠 fls 

大 阪 府 守 口 市 沌 井 元 町 3- 27

大阪市北沢符田町38$ i 日清ビ J レ( 古田町分室)

IIJ 沢 建 築 事 務 所

田 キサ 難 fls 

大阪市東区南久宝寺町 4- 4 7

亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 元 商 事 株 式 会 社

大阪市東区高麗橋詰町 7 1  

中 西

- ' -

J 、、

rt 阿 建 築 事 務 所

大阪市北医中之島3 朝日ビ J レ

中 原 茂

9J ! 投( i i LiJ ぬ地) j 建設局営給部1
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暑 中 お 見 舞 中 j二げ ま す

中 道 朝

昭 和1 36 年 盛 夏 ( 50音順)

男

大

藤 木 正

巧

II 宅ぷ良市菅原町963- 232屯凶公良①1754

_ 1_- ア竺ー東町J - 2265
ネ 上 増 岡 組 大 支 成

.as  

雄

.as  

義

大 阪 lii 京 区 両 替 町 1ー 1 3  

株 式 会 社 藤 木 工 務 后 取 締 役 村 長

藤 原

朗

助

1

1

1

1

1

1

寸

1

1

1

勝

ｾ Ｎ￺Ｎ＠
，ロ

平

吉

大 阪 市 都 島 区 相 生 町 27

株 式 会 社 中 道 知

長 尾 正

日本エレーベータ工業紘式会社

西 島 修

大阪市東成[ >( . ) ; : 今l J l _ 町J t 4 385 

協 同 金 属 工 業 開 ; 式 ; ， ｾ｛Ｚ＠

西 向島 太徳

山

花

所

幻

一

務

t

2
市

平

f

椀

築

ケ

町

松

長

京

阪

4

灰

大

市

西

社

百

市

会

H

阪

式

党

大

株

宅

先

務

自

助

伴 秀

大 阪 市 大 淀 灰 中 津 南 通 4- 44

総 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 応

藤 本

大 阪 市 東 成 区 東 今 里3- -4

不 二 化 学 工 業 株 式 会 社

藤 本 之圧

大 阪 市 城 東 区 西l明野 6- 43

株 式 会 社 工 感 社

宝 来 佐 市

大 阪 市 東 区 京 橋 3 7  5  

株 式 会 社 大 林 組1

彦 手H

「一一一一一一ーーー 一一一一ーー

太
谷

大 阪 市 東 区 平野田J 4- 7 新杵ピル

J:i 谷 建 築 設 計 事 務 所

平 作田 太

株式会 社 平 田 タ イ J レ

大 阪 市 西 区 阿 波 廃 中 1 4  

平 山
-
ロ
小

大 阪 市 西 灰 江 I. i 刷 2 2  

'1< 山 工 業 保 式 会 社

藤 井 徳

人Wi i)-i東区太川町 1ii 正展府勧銀ビ J レ41終

沼 田o 4  7  6  1  ( 大 代 表 )

新 兄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

........ 

日IJ 聖子 慶

大 阪 市 北 区 堂 烏 上 2ー 1 1  

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

守主 キサ 手リ

大 阪 市 東 区 横 堀 2- 7 0  

株式会社 関組 大 阪 支 白 取 締 役 支 応 長

田 信

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

!l .fi l リノリュ ーム 株 式 会 社 社 長

松

松

田 昌

田 i I 頂

焔悶 Ih 卜出 l町二番地 旬治限ビ J レ

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所



暑 中 お 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 36 年 盛 夏 ( 50育JI頃〉

松 本 大 平 山
ロE S  働

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1ー 74
大阪市阿依野医阿倍野筋 2- 3 3

｛ｬｾ応用化工大阪出張所 鹿 島 建 設 株 式 会 社

向 井 保 晴 山 本 博 一

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8
大 阪 市 北 灰 中 之 島 3- 3

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社 朝協fE気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

キサ 石 手火
τロ士r

山 本 義 樹

大 阪市浪辿! 文 、ド町通 3- 2 0  

株 式 会 社 銭 高 品目

浪 速 合 板 総 式 会 社代表取締役

キサ よ t! s  山 本 竜 太 t! s  

大 阪 市 北 I玄 西 掲 川 町 1 5  

大 阪 市 北 灰 芝 田 町 3 5  
株式会社ヤマ ト電気商会取締役社長

浅野スレート株式会社大阪支庖 取締役支応長
自宅大阪市住吉区司f 塚山西 4- 21

室 谷 山 7.1< 
=Et  ヨ 田 信 武

神 戸 市 生 田 l叉 山 本 通 4ー 161 大 阪 府 大 東 市 三 悩 1 1  4 0  
， 

i¥ 十 島 健

-右ゐ・-
林 繁

=Et  Z  

西 宮 市 巾 子 図 2- 2 4 二 茶 屋 装 備 工 業 妹 式 会 社

山 口
豆ロ王

t! s  鷲 尾 健
一

大 阪 市 西 l実 阿 波 座 上 通 4- 8

不 二 建 設 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 都 島 区 東 野 田 9

白 宅 立 中 市 栄 通 2- 5

大阪大学工学部構築工学教室

山 口 武 雄 渡 部 圭
ヨロ三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ビ J レ

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 1ー 1 株式会社渡部建築設計事務所 ｾ ＱＵＲＱ

淡 陶 株 式 会 社 大 阪 支 応 自宅 大阪府箕面市桜井20電大阪 (0287) 2209

山 田 支 次 渡 辺 節

渡 辺 道 輝

大 阪 市 西 l実 京 町 掘 1ー-62
大阪市東I叉木町2丁目( 綿輸述会館)

山 悶 工 業 株 式 会 社
渡 辺 建 築 事 務 所 電 大 阪 ⑧ 7 2 7 9  



暑 '1' お 見 舛 申 し あ げ ま す H白羽 I 36  :q三 盛 夏 (jjj かl分)

和 田 友 一 知 見 義 夫

大阪市城点区野江11' 之町 1- 9

株式会社J刊主行三R'ijl ，l_; 大阪支1，5長

浪速合板株式会社取締役社長

尾 崎 博 一 山 本 潔

旭 化 工 板 製 造 抹 式 会 社

大阪市以淀川区凶淡路町3- 176

山 本 2kj 佐 研 究 所 電 ⑫9025

辺 信 飯 田 精 次 fls 

大 阪 市 東 区 京 橋 3- 70 大 阪 市 北 区 古 田 町 9

西日本建設業保証株式会社 共同設計株式会社取締役社長

白 ヰ芸 嘉 明 一 庄 聖子 勝
一
一

神戸市東灘区本山町野容 19ー 1

大阪i 1i r十J 区 似 谷 仲 之 IIIJ 57 

不 動 処 設 株 式 会 社

建 築 研 究 所

日本主s 築 家 協 会 会 員

坂 倉 準 一
清一

藤 キサ 一

* 京 係 港 区 赤 坂 絵 町 6
大阪市北区永楽町 8 ( 口必ヒソレ)

大 阪 市 西 区 京 町 掘 2ー 122
附日新建築設計事務所代表取締役

宮 家 宏 泰 森 本 良

ｊ ｾｾ 郎市中京区区烏丸巡り押目 小路上 J レ

大 阪 市 東 半 野 町 2 丁半ビソレ内
大 阪 市 西 区 南 級 江 大 iill5 丁 目 15

* 京家都建中築央灰八歪事洲務4- 5  
大阪朝日程背抹式会社取締役社長

官 設 ， i ! 所



カタログ進1 i 1 . ・誌名ご記入の上C : i l . l求下きい。
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七大特色

・軽〈て強靭である。

・ 加工が自由，特 ｉｾ､ｫｩｦｩｩｽＮ 加工が容易である島

. 光学的K 光線通過唱が優れている。

・光学的にヱツ P ライテイング ・パイプラテイ

ングの効果を有する。

.m気範緑性が良行である。

• IH水，耐熱，耐化学柴品位が優れている。

白色が自由である。

用 途

大 阪 そ と う J t り 天 J1

サナトリウム ，サンルームその他の: 省ガラスに

ホール ， 工場 Ｎ￯ｬｬｩ 賠街等の採光 ｭｬｾＮＮ 持殊波

型アヲリライトドアー( アヲリドァー〕

間仕切に，階段 F 摺. H'型仮，盛岡，装飾住，カ

ウンタートップ ｉｾＮ 各ｉｄｩ ｭ 気機械総 ａ および部

品 ， ルーパ ー ， 照明栂 ｈ カバ ー ｉｾ Ｎ 屋 内 表示

板， 屋外君叡，広告照明灯. J車内装飾 K 。

す きとおる 美 しい光のプ ラスチ ック ス /

人アヲリヲイト

三菱 レイ ヨン株式会社

本 社 点京都中央j iOl-f.i.¥2の8 ( 新光ピル) T EL  (281) 5551  Ｈ ｦ ｾｭ＠

支 庖 大取市花区中之島2の22 ( 箭朝日ピル) T EL  (202) 勾41 ( 代長)

名市民" ] 11' 村区揃内向4の1 (j 昨日会館) T E L  ( 55)  7131  ( 代長)

宝

山

崎

劇

場

ル

1

パ

l



‘  

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官斤・諸会社御指定

圃・E 彊 (J) 理Eヨ・・

調査無料. グ 2 3す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

...，・ー

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番

.除



大 阪

.  

旭硝子ショールーム開設 .  

このほど左記に、ショー

ルームを開設いたしまし

た。板ガラスを主体とし、

ソーダ、肥料、耐火レ ン

ガなど旭硝子の各製- 品と

関連会社の製品を多数展

示して、ご来館をおまち

しております。

円 回ｾ 北館
大 阪 市 北 区 堂 島 船 大 工 町 53

毎 日 大 阪 会 館 北 館 1 階

。シ旭硝子株式会社

本 社 東京都千代出区丸 / 1人J 2 の 1 6  ( 28) 代 4 8  2  1  

大阪支 広 大 阪 市北医 堂 JU船 大 工 IHT 5  3  ( 34) 代 6 8  5  1  



淀 屋 橋 勧 銀 ビ j レ

設計施工 K K  竹 中 工 務 庖



淀 屋 橋 勧 銀 ピ ノレ

理研パールタイル陥工事 ( アルマイト吸肖 l、) / 似)

理 研 電 化 工 業 株 式 会 社

4 階 以 上 各 階 リ ノ リ ュ ー ム 使 用

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社



田 島 応 用 化 工 株 式
.6ー

コエ
社

床 ソ フ ト タ イ ル 3.2 粍 厚

淀 屋 橋 勧 銀 ビ ノレ

一 階 営 業 室

床 ソ フ ト タ イ ル 3 粍 厚

三 階 会 議 室

床 ソ フ ト タ イ ル 2 粍 厚



淀 hi 1喬 勧 銀 ビ ノレ

日 進 式 軽 量 鉄 骨

ボード用下地営業室天井

株 式 会 社

奥 村 重 兵 衛 商 庖

全 館 塗 装 工 事

株式会社
木 塗 装 庖

大 建 吸 音 板

昧之素吸音板

入

株式会社 室 谷 商 庖



1階 大 金 庫 室

デ スク ・チ ェ ア ・フ ァイルネット ・カード

ネ γ ト ・ ホ カ ン コ ・ ロ ッカ ー ・ セ ル ピ ン グ

ホ ー ル ド ド ア ・曾 庫 室 内 装 工 事 等 什 器 納 入

淀 j弔 橋 勧 銀 ピ ノ レ

1階 営 業 室

1階 営 業 室

2階 書 庫 室

株 式 会 社 伊 藤 喜 商 唐



淀 犀 補 勧 銀 ピ ノレ

銀 行 ホ ー ル 大 理 石 工 事

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖

シ ャ タ ァ 工 事

株式会社 鈴 木 シ ャ タ ァ 商 会

電 気 設 備 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 社

地 下 4 断 '1' 火 操 作 主

?;( 1 視 幣



淀 ) _ i { 橋 勧 銀 ビ ノレ 地 下 4 階 機 械 室 の 冷 凍 機 配 管

須 賀 工 業 株 式 会 社

10 



淀 屋 橋 WJ jH ビ ノ レ

鉄 骨 工 事

松 尾 橋 梁 株 式 会 社

鉄 骨 工 事

日 本 橋 梁 株 式 会 社

ガ ラ ス 工 事

株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖

外装タイル (磁器ニ丁掛)

外装タイル (磁器40粍角〉

使 用

有 国 タ イ ル 株 式 会 社

¥ 
ペ ヤ グ ラ ス

テンパライト・ドア

淀 屋 橋 勧 銀 ピ ノ レ

淀屋橋勧銀ピノレ (Cは，ペヤ グラス， テジパライト ・ド

アなど各柿の去を JlJ 仮ガラスが大むにも1 . ' われています。 と

くに外窓 lζ 依われているペヤグラスは ， 占11会地の騒音防

止と冷l暖負荷の '1発滅 lζ 役 j'L っています。

es， 旭硝子株式会社

11 



大 谷 婦 人 会 館

位 計 K K 安 井 建 築 股 計 事 務 所

施 工 東 海 興 業 株 式 会 社

12 



大 行 婦 人
ム

コ広

アル ミニ ウムス ｉ ｾ ン ド レル

株 式 会 社

奥 村 重 兵 衛 商 庖

j良 建 式

スチールサ ッシ ュおよび ドアー

浪 速 建 材 工 業 株 式 会 社

岱t{

ア イ チ の 連 絡 精 子
愛 知 株 式 会 社

13 



広 銀 ピ ノ レ ( 大 阪)

投 針 河 内 務 就 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 増 岡 組

14 



広 銀 ビ ノ レ ( 大 阪 )

用使

、

I

ノ

、

B

ノ

掛

角

丁

粍

-

-

の

H

U

F

F

a

n

u守

器

器

磁

磁

，
，
‘

、

r

，
‘

、

E

レ

e
レ

E

J

E

J

 

イ

イ

タ

タ

装外

床

有 田 タ イ ル 株 式 会 社

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

株式会社 商晃

. 6幅

=  

8階 機 械 室

15 



ビ

川 崎 製 鉄 K K 甲 風 寮
設 計 K K 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 新 弁 組

16 



所

@ ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

@ 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

@ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

@ 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

@ 月 極 め 清 掃 工 事

@ 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

(  { 1 : 録 商 様 )

美 棄 工 業

大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル) 電 話@4938 ・5888 ・@8050

株 式 会 社

@  4 4 6 8  話

時

唐

電

社

電

田

下

会

川

s
n
轟

2

囚

F

~

町

ジ

通

1

1

1

持

盲

t邑

F

情

大

d

a

西

ヤ

区

1

区

東

主

1

西

〈

下

市

J

巾

建

鹿

郡

古

テ

富

田

名

タ
株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市阿 ｉｾ i工 戸 胞 開 通 5 ノ 3 5  

電路 @5 ・0 ・・ 5 ・8 6

商 広

帥 町 5

竃 品 @ 岡 田 - 8 ・岨 持 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 両 日 lii 凪 江 大 通 1 町 19 電 路 @6 1 6 1 - ・

岡
f呆

区 瓜

久

市 北

株式会社

大 阪

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 哩 市 中 区 宮 出 町 4 1  I  2 電11l S1329・2106・2817

日 東 物 産 株 式 会 社

ヨ侯 批 ・ 名 古 慮 中 広 東 瓦 町 3 9  電 話 @ 6 1 7 6 - 9  

岨 . 出 張 開 ・ 晒 阜 市 竹 履 町 2 Ｗ ヨｾｾｳＺ￮Ｉ 2  2  0  I ・2 3 6 0

合 名 会 社 利 倉 拳 商 庖

大 阪 市 1例区品岨柚柏 2 ノ 201; g 柑場7電悼帥 }

電 話 ⑮ 刷71- 2・0371 @  76倒

草 創 富 揖所 被 附市中京医河I f . ， . r.; ，ぜ川 下 ル 電 話 @  3 2 7 7  

膏 盛 建 材 伶 式 会 社

本 批・ 広 島 市 蝕 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - ， 

間 山 ・ 間 山 市 東 田 町 3 電E宜!) 7  9 1  1 ・8 16 9

梱 圃 ・ 禍 岡 市 万 行 寺 m・1 1 . 喧 詰 ③ 1 2 2 5 - 6

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 耐 区 臼 本 崎 陥 2 I  3  6  

電 ｬｾ ⑮ ｯ 1  3  7 ⑭ 3  2  8  6  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 閉 兵 曜 l五 飛 田 町 1

電 話 ⑤ 2  6  9  7 ・2 1  • 0  

手口

石

関西三星タイル会員
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美
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し

東 洋 レ ーヨン 株 式 会 社

、
園

を

お
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で
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、
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を
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重
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・

カ
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、
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レ

・
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使
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カ

ー

ペ

ッ

ト

ピニデラ ァク スは当社の技術開i が久しく鋭芯研究を続 けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテック スぺイシ トで，他の

ラテックスペイシ トlζ 比べて ，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアクリノレ系合成ゴムを主成分とする 塗料です。

ピニデラックスの用途は主 lζ コシクリート ・モノレタノレ ・プ

ラスタ 一面などの塗装 lζ 好適な塗; j qで，迎築内外部用塗; j SI

として発売以来好評を博 してお りま す。

・ピニデラ ックスの特徴

・ 作業性が非常によい

ハケナノ、キが非常に軽く，乾士事も普通のエマノレグョ y....:. イ Y ト

より速くて， 作業能 率がよろ しい 。

圃 耐久力がよく ' やけ仰がない

アクリノレ系合成ゴムを主成分 とすゐため，他 のラテックスペイ

ントにみられる。やけ・がなく ，耐久力に佼れて いま す。

圃 耐水位 ・耐水洗性がよい

乾燥塗J ! Ci は非常に強靭で接水位があるため耐水性がよ< ，特に

主食膜が汚れたときには石総永で洗うと ，たやすくきれいになり

ます。

・ 優雅な光沢ある仕上り

塗 面はエマノレジョ Y ペイ Y トに見られない優雅な光沢がありま

す。

・ 付着力がよい

コテ仕上のよい平滑な塗 函や，ノ、 「 ドプラスタ- ，調合 ペイ y

ト塗函 にもよく付着し， ν ート 状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性が強＼， ｾ￬ 専な駿にも耐え，又カピが生えません。

・ 色見本付カタログど希望の方は当社宣伝: I J I l Z係までお申付け下

さい。

屋 上 ご 士L 一一|

車レカーペフト発売元→ 株 )辻田文平蘭庖{ 大阪市住吉区南住吉町 4 の59)
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淀 屋橋 勧銀 ピ ｊ ｾ 段 計について 小 川 正

大 ＱＷ ，の，，ｻ［る御Ｇ［ｾｾ ￭Ｎ白人 ＱＱ と金融街 ｬ 仁ｩｊｩＺとの ｬＧｉ ｊｴｬＡを ｬｬｩ め ， 対 Ｑ［ ‘ ｉ よ ｊｾ しいゾピックセンタ

- ! pとぬを配した ，.'J . ( まれた j 10也の・1' 1' 1もこの I j J mピルによってs I l められた。

三l" IIii.1i 1刊は ，往来主 0) 11 本勧Ｇｴ Ｇｊｈｩ 人民文 ｊＮｬｪ を主同とする「ピｾＧＨに Ｎ 1:附の U' l i I封"I{ ，

Ｍｾ ・ ｩ 血 ｘｾ のｽＧｦ ｬ ， ＧｪＢ￫ Ｎ 引 Ｇｬ､ 時 Ｎ ｦ 品ｾＧＢ ，'j; Ｎ およひ ｈ 米 ｉｊｈ［ 曲 Ｑ るｊＮ ｪ Ｇ Ｎ 内定 ｩ 日 ｚｊＺＺ［ｴｬ ， Ｑ 陥地ド駅 ｉｾｩ

のＭｾＮＮｩと公衆 ｪｾ 絡通路 ＮＱ 耽 ｩ 主なとが号泌され Ｎ ＱｉＩｊ ｬ 長年の ｉＱＱｉ 通時 ｬ￩ はさらにＡ日 目I也ト以

ｩ￭ｴｾｾ｟ 焔開、とら地下 併にて述絡 II を“ t けて公' + - t の似を A っている。

たた W!l l タ ミナルピルを持たむい I也干終端野: コンコースと地上へのi生絡院段の i町

内は充分号えられるか，来降 ま・iJ i: !Jlhの flci 在 IC けして， このピルの負 fi;; か大き過きる Jl.l

合か怒念される。

立 ｬｲｵ はアルミ ニ ュームド ｬＧ 出付の絡 ｉ と酎 ｬｾｾ アルマイト ｃＡａ｜ 灰色〕のスパンドレルと

了ンチサンペアグラスの Ａｉｩ 純な ｨｾｬ ｖＱ であり ， 縦ｉｬ ｨ 回転窓の情 ｴｩ ， 保 γ ｊＧの限界面的 ｉｕ ，人

ずいて全虫i而を吉IJ 付けた型である。ディテールについては ， III 動部と凶Aよ問i との統ー

について， また壁面，硝 子 面，組協子の量感のパラ ンス が15点であったとい える 。

周辺の高層建築の必礎状態，地下鉄チ A ープとの接近条併 ，敷地 IC対する利用車を

あげるため ， 特 許竹 1[ " '¥治問コ:i1: を 採 用 し た が， 予測通りの成果をおさめたといえ

る。

CK K竹中工務庖取締役設計部長)

3， 外 観 詳 細

設計施工 K K 竹 中 工 務 庖
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6. 銀 行 ウ ラ ブ ル ー ム ( 3 階 )
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園 陸 軍

大谷ホ ー Ｉｾ正 面 ＨＱ ＱｴＩｾ，ち ｊ ｴＮｬＧ＼牧 Ｑ ＱＩ

1也 円 以伺i r! i ト 1;( ｉ ，ｾ＠ ，'fl ，ｾＩｪ＠ IUfjtl i /、条 トル

t，Yt ;;j 1.'1、1' ，鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 Jh

段 E十 K K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

延 Illil 日 本 町 ' ; 1. 808.  14m"  546. 971'¥ 

施 工 東 海 興 業 K K 大 阪 支 庖

ホ - J レ 1，699. 07111
0

513.  96b¥' 

{ t  ， ｩｾ＠ 3，507.21m
o  

1，060.  93b¥' 

r.  Ａｾｉ＠ 1tI" 1:  ｵｲｾ 向 Ｑ 3  5  f;' 2  Ij 1  11 

JをJ : 町{ 白13  6  iピ 4 )j 1  11 



大 谷 婦 人 会 館 施 工 者 の こ と ば

今作行なわれた￮｜Ａ鴬 ｊｾｾ 人ＱＺ［了 Ｑ ＢＱ ＢＱ 大 ｩ 虫忌は ， ま乙とに焼大な ｩｬＧｬｬ で

あったが， とれには . Ｇ， ｩｾ＠ ｾｬ の ｔＱＱ を紀るという己とのほかに ， ζ の限

会に全同 ｪ ＮＱ徒のＡＮ￬仰を刈めて ｾｩｾｉＢＱ の幣‘ ｪｾ を ｦ 司るという大切な ｉｉＨ 内が

あった したかって五卜年にー l立の ，この焼Uil にl珂んで ，神々の B記

念:・lfVi lJ '.:1耐され . j J 徒の研修 j u均，教 l ' UH民J&険| 悶の拡充なとか

それぞれ幣制されるにでった 。

乙の会館は ，大ii' !'IT-' iW が主' 干される ，すで同 γ 余万の掛人会l !

j . 1徒の !lι の紡品として， 七(1' 1mから .d両され，今 n の完成を見る

に預った bので，研修. ，1l. ¥Nの険1切としてl J l し分がなく ，7! ft l'! は大

ホ ー ル 内 部

東 海 興 業 ( 株〉大 阪 支 庖

小各N，の fMI(II !会主 . v! r.' j(而l 茶室，その他 よりなり ，全同信徒 IC

IlI jj放され， また附 l没の大作ホールは ，州人会大会，大谷雫苑演奏会

むと lζ 1Il 1、られるほか I ，hl 伺j i! j での' 主化的な 'I! りにも提供される

1 ・lf は山間i特有の f Wな砂利l府地盤と ，地下- p，nγ! 主まては湧 /K

の無い好条 1'1 とに出! まれて，胞 l 上の例 ι も無く . 11[(j 品目 lζ ，jj;み . t，y 

にするような 'l f/l' iはι; らなかった。

さきに完成した古風な陣式の 1"jIUl 会館と ，今岡完成の柑人会館と

はま ζ とに対間的で，ι のような氾念企1! ja物を . '!i4: 願、も大1加礁の

凶 ｩｾｉｃ 他をできたことは拘 ｊＺＯＧ［Ｇ としても感慨深いものがある Ｙ
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段計監理 河 内 義 就 股 計 事 務 所

施 工 株 式会 社 i目 同 組

建 物 複 要

生s物 f-v. lj1( 大 限 rfj l l f 以 It iJO， 3 丁i I 7 l1'I  J也

'1M也iflifli 5  0  2. 6  3  6.  2 5 m"  fll JiI! 

M! 物面的 組 寝 ifli fl/ 4 6 4 .  9 4 0 m"  

延 /f !I h'I 4.  8  8  6. 3 8 1 m
2  

j
別 .'， 1: II{{ 自/ 3  5  11' 3  )[ 1  "  

竣工 I! (i 自/ 3 6  :1' 6  )[ <1' 旬

ｩｊＡ物 ｾ＿ｴＩ む 鉄 '1'; 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト JL

仰I 数 Jj/I.千 2 問雪 地 1: 8  ｾ Ｇ ｩ＠ ｊｾ＠ /，1  2  ｾＧｩ＠

M! 物刊さ tr; I;{ 土 地 3  9.  3 0 m  

41隣 パ ラ ペ γ ト 3 1. 0 0  m 

Ｉ，ｾ礎 下 端 9.  0  7  5  m 

他物外枝 lド ノ' j/&. 御抑制 {j 小/111

2 陥窓 I:i 主tt 咋/ :  It I、l，' j{j -1' li¥き

I 附およひ '1' 2附窓 lーから 2 附窓

IKIJJi ミ 浮 全 f j  ＢＢｉ￯ｾ き

窓 ド ア ル ミ ニ ュ ー ム ス パ ン ド レ

ノレ ｴ｜ｾ 下磁: * : タイルIV;

外 部 窓 完 全 ド:}j 品 li)H' r ぺ了一例 f

(企 f日



附 帯 段 備 慨 要

'11.1 ｾｴ 以ｻ柑

ｊｾ｜￼［［ｈ 紺 ディゼ ｊ レヱンジ ＯｬｬＧＨｴｴＱｪ 文ｩＱￍｩｊ ｾＧｬｬｩ

r.l，;:.t ijl ，:  

¥11幻，i' k側 全問耳慣光 !I({IYJ

H! ，Jι ，H山 川線 200 1"1線

日ト隣別 ｩζ 交換設備 ｳ 没 ￼Ａ ｬｬＧ ｉｦｾ

エレベーター Ji '.l tJi }:1期2 台 作 16人来

11動 11¥リフ ト1f 1  (111). 下京)

そ の 他 市，0 1 < 内ターンテープル

冷 l俊1Jj ぷWI

神i 't ，:'k I柑

火災輔l知 災 直

>! i ' ，占針辺倒

テレビ共 hi / アンテナ

H! 主¥P年。11

決行 .i-:I 悶オ ートマチ ァク ("U:.¥

自動) ドアー 2 カ所

全向; 冷1I ! . ' l ; } 1 . ' < 冷ヒートポンプ J't

ダクトシステム

il-{同l ，itlti{ ，各階使19i . 湯沸昔〈

は間械換気とする

全町f水道本位Jl I 給点胞ぷ光 ilil

各 階;) ( 洗便所，湯沸ヨ{ ; 払; 立光 i曲

消火栓は作間帯 ｬ カ所 ‘ｊ￬ ｾＧｬｬｊｌｊ 軒胞

設その他

33 



-

伺

・

勾

銀

行

地 1 階

( 地 2 慨は ζ れとほぼ Id] 隙)

34 

ＡｾｩｯＱ ｾ占 Ｚ 旦ム］］］ｏｅ

階



階3  

l

i

t

口

U

4

閣

州

刷

)

1

1

1

白

屋塔t菩 3 階塔 2 階

区l国|坂)(大ノレピ銀広

35 



36 

建 築 の 混 乱

占 ｪＧＧＧＱ におけるｾ築の ｩｬ Ｍｴ札があらゆるｩＮＯ‘ーナ ｙ ズムを

賑わし，もはやｾｾ定Ｇぶだけの ｦ ーにはｾ ｾ えないような Ｑ Ｐ｜じ

がする 近代資λ 主読を J L協としてi住民した iJ -t，r，止を救出

するに ，下| 会主 J主的f . J 交をも p て咋i まねばならぬような

や1F1 IC治ちこんでいる 建築ＧｾＨがオリグナリア ｦ を ｉￎ i'. 

する ｉ ｉ｜ ｊ は ｲＺＺｉｊ ，也桝 ｩＩ ｩＺ はｼ村政なので ， 乙れを ｽｪ ｾＱ ミする ｾＧ￭ｴ ｻ主の

ある 11il ぎを定めれば ，ili 築家の II 作心も '氏lζ なる もち

ろん ， 総尚Ｈ低いものを ｲＡ］Ｚｪ くさせるＩ ・ 断 ｲｾ ＧＺｪ ・ ｬＺ ，ＧｩＧ ｉＨｬｩ 線 ・

スカイライ ｙ なとが￞ｓｬ ｈｩｬｊ の刈Ｈｾとになる Ｗ ごろう 乙んな乙

とをいえば「お i]i j は建築出か」と 11ヒられそうだが， 1) 、11r

的手段ICよらなければM?;i . は}j llj 主主伎をWl す一方である 。

乙れでは建築家にと ってもマイナスではなかろうか。卜H

i也)j)}ieの$i しい IIIJni りに ij Hj して 11¥い目11"1 のIl lj 巡りを考

えたいものである 述築家がれ Ｑ＾ＢｩＱ ｃ おいて ｬ Ｇｩ ｾｸ を主張し

続けた¥l J'Uc ，アイデ f アKNi t i りでもしたら，その J!! 附; ! (

を笑われる ー - なとと与えるのはあまりにも思い過しで

あろうか。 (h )

鉄 鋼 組 立 住 宅

M近鉄鋼組て/ イi 宅は ，i: P，fdli ， ｫ 見 ｾｾｌ タイミングのｼか

らも ，一般的、以のj di Zをうまくとらえて ，ますます fIIIJJ(

しそうな趨勢にある 。 クーラーの一千? でも民う金があれ

ば，インスタ γ トノレ ームがil. 1 ' られるのである 。新的' ぶ低

lilJ とか， Ｍ ｦｕｾ の ｊｉｩＱ 蚊宅 ， 勉 Ｇ［ｲｴｬ 宅 ｉｃ とか ， いろいろと使川

1-¥ 的はあるがＨｊｊ ｕｬ￪ そのような村定の ［ｪ リ咲を対象に ＧＩＧｾｉｉ ｌ｜

されているように思うが) ，将オ立乙の鉄3何|車1[ 11 イi: :じが，

ｱ ￭Ｎ Ｑζｾｈ Ｇｬｾ ， ジ ｪ イ Ｉｦｬｾ のｦｉＡＨ L り!日JJ 泊ばかりでなく， 1耐久的

なI(JI からも ，ｾ￬￻ｻ￬ 宅 ｬζ 変る↑ ＱＱ 夕、 ｊ ，ｉ ｮＨ ｻ￬ＺＧととして ｦｬｬｬｩｦｬＡＱ あ

るものでありたいと思うのである 。 プレブ/ プイi : " とはコ

ストが次いというだけでなく ，111i，t久的，かっ快適なもの

であ って乙そロ ーコスト が六ばれるのであり，そのと;;1味

において， 1山/ ( ，l>)j' P " 逃71 パネノレの 71:j 創生，将; l ( の

げ ｊ 築などの ｉｉ［ｊｉＮ 泊を乙ん ζ さらに ｬ￼ｦ 冗己主 Ｏｲ［ｬｾ してゆく必 Ｇｬｬｩ が

あるのではなかろうか。o小限f i : 宅は公. : ; 川ー宅において

すでtc i
l

'l し〉経験抗みである '1
1

刷絞wむを 11般に今後の

免以がのぞまれる 。 ( Mo)

建 築 奇 準 法 に つ い て

われわれがｾｾのデヂインを ｪｬｪｬ し進めてイ Ｑ く場令に

( それがツ務所悠築であれオ デ f トリクムであれアハ

ートであれ) ， ｈｾ［ さする ｉＺＺｉｊ 泊のひとつに建築 ｊ ん ｦｬ ｾ 法があ

る なるほどイ、1 ) 、必築を取締りJ ';:ur2をよくし' ム全な建物

をつくるという ｜Ｇｪ 前から ｬ ル羊 ＱＱ 、ができた乙とは ＱＧＱ も取 ｪｾＱ

しているが ， ( n J となく他の法行rlrilfs ， ミ Ｑ 倒ｩ￭Ｎ父 ｊ ｬｊ ｲｦｬＪｌｾ

々ミと皮肉られているよう IC' ，I戸l り切れぬ点、が多い 乙の

ためl ζJ ，Hi i 人のためのmおだと，'t 'I:Aしたり ，1) 、規と lζ ら

みあわしていたら設 11 ができた ? というような珍現象が

起 ってくる いま，思いついただけでも ，ｊｊＺＧ 主の ＩＩＩｾ ｉ ｉｉｾｌ＠

川途地域の ' ) W: H，ｾＴ ｢ＮＱ の ＱＨｬｩ 夜間 Ｚ［｟ｅ ｴｬ 、，Ｎｴｬｬｦ奴 ｬ 相変 ，建 築

1(li t A の敷地1(l iWに対する主IJ 1¥- ，I>)j 火! 五 Inlj なと放え上げた

らきりがない 。 おまけにｾ築 ＱＱＲ 吋 ｩｏＩ［ 以外 ｉｃ 災 ｬζ いろいろ

の法刷がある いわく消防法， ｉｾｾ 波状 ， 食品 ｗｩＧ ｬ Ｚｴ ｬ 、 ， 興

業場il 、等 将; k の建築デデイ ンの itJJ( のためにも縦問の

ｾい条引を ｉｉｽ 検討し ，数多くの ｕ 、 Ｑ ＱＧ を統 したいもの

だ さもなけれ，いつまでも必刊r:}人ならぬ rri :
rl
/ 以とせせ

ら災いつづけるだろう μ ( KT)  

( 次・J は析しい判市町に相、' i してもらいます )  

倍 増

ノ ｉ ， ｊｩ ｛ｬＮの介 ｊＧ Ｑｬ化や所付 Ｈ ｾ｜ Ｑ Ｑ Ｑ円 ，ｩｊ Ｇｔｬｬｩｩ がｾ，没業料にも ｉｉｌｊ ば れる

よう lζ なったのは六ばしいが， 'J U次が 1'11変らず多いのは

1-+:1 ) た ζ とである 。それは! ? ? 削を" 的とする J!! ザ¥1な工Ff

にもよるが ， ｦｬ ・ Ｗ 長以の不 ｩょ ［と｟，ｪ ＨＷｾ｜ が ， それに ｪ｛Ｇ｛Ｇｬｩ をかけ

ているのlζ もそのs;il 刈があるように. r l } ，われる 次全焼J l I I

や条令などで '¥<1，の上ではずいぶんれjIi つてはいるが ，作業

II の木山 lζ いたるまでに ，キ『仲1
1
(1句な 1(r 1( Cも以i丞されなけ

ればじ、 l味はない 技能や ft 絡を叫する作業 J ' . t¥' ，7J ' かなり

W/}JII しているから ，ιjC，1改は少なくなるはずであるが，的

決の除械 ｾ［ ｩｾ Ｑ による ｱｩ ， ｩｕ ，Ｇｾ化が政即日 Ｈｉｦｾ にかえって必いのか

も ｪｾＱ れない しかしｾ設業料の好況｜Ｑ寺 ｬζζ そ充分な工 ｗ ｊ

を ｪＨｈ Ｍｩし ， 的方、ｌＮＮｬは技能を修紘しながら生ｾｕＧ ｉ ーの 向上 ｬζ

i泊illi してはじめて， JiJ i( 'J( 討作lの機;'li が t訪れるのではなか

ろうか。ベモ 114(1包lζ 名l倣人の労働1 ' ( イ止を上げる辺助がおこ

されている¥I !i でもあり ，11': しい ] '.f'〆'j' ¥'}llilζ よ ってぜひ! ぷ

JJ) させねばならぬ乙とである 。 (KN)



部 キオ と 規 格 - j  I  S  
と 建 築 一

長 沢 武

1. ま え が き

u本工業腕絡の11i1J度の綴拠法規である「工業悦準化法

J はl昭和24年6月1日に判定されており本年で 12年経過し

た乙とになるわけである。その[ 昔j，経済界は敗戦の虚脱

JOJ から脱けでて飛躍的に発展し，工業技術はまた戦争中

の遅れを埋めてようやく国際水準に伍するようになり，

一・方新技術新製品の1 ' 1' ，現もおびただしい数にのぼり，乙

れら ｪｪ￭ ｊ ｾ の補給部門を受持っているともいえる規格制定

の業務もいろいろの; む味で難しい11寺j切にさしかかってき

Tこ。

建築の分野でも， プ レフ 7 ブとか，モデュ - 1レとか，

新製品とくに合成樹 )J I ' i 系統の処材へi ' I ' ，現とかいろいろ多

岐な問題に当面して，その処班だけでも大変な乙とであ

るとあーえている。もともと建築部門は 1' 1動車， 111輔，船

舶，航空機などの! 生業とかたをならべて同じ く綜合産業

の分野lζ 属するものとされているが， ＢＮｩ干しくそのｾｊｊｴ ￭Ｇ［ を

異にしている乙とはいまさらいうまでもない。たとえば，

(  1  ) 生陛下段が移動しその現場工程が多い ζ と ( 2 )

一品生産である ζ となどいくつかの線本的な相違点が思

いつくわけであるが，それぞれ他産業の規格の体系を

瞥 して比較しでもそれが原因して長短前線の特長があら

われている乙とに気がつくものである。

したがって. できるだけ企業極の規絡休系と比較しな

がら ，建築の規格休系の全貌を烏撤してみる乙とによっ

て現況も把侭し、今後の計図も確立するのではないかと

与えるわけであるが，短期 ｮ の執 ｾｩ でもあり準備も不足

していて，あるいは充分目的が来たせないかもしれない

が，その JJ1こe 了j s : いただければ幸いである。

J[ . J"S のお いたち

さきに述べたように，工業標準化i去にもとずく日本工

業規絡 ( J I  S) の制度の歴史は今年て 10余年にすぎない

が. 国家が工業標準を制度としてとり上げた時期は，す

? に日み; の近代がはじまったり] 治にさかのぼるものであ

る。

rYJ 治政府の「勉l主興業J i 富国強兵」の政策によって

工鉱業はτ:.) 'J_ い保設育成策がとられ，次第に t./'1郡の j主業

が/ 急激 l乙発展したわけてあるが. 工業標準化のi1ITでもそ

れと軌を閉じ くして椅々対策を樹てられた乙とが記録κ

見られるのである。すなわち，陸軍の小銃の; j jlJ 式化や，明

治20年「小銃薬，山砲薬，野砲薬の製造法J およびrYl 治

40年「火薬製造法および受領試験規格」など主として政

府購入物資に対する牒準が設定されたが，それと同じ目

的で明治38年「ボルトランドセメント試験方法」が山商

務行告示で公布されているのが建築材料の J I  S のはし り

ともいえるものである。また，船舶関係では明治2
91r i  

船胸f倣査法J . 明治331，下「鉄鋼船検査規程J ，明治341: 1二

「木船検査規程J i機関検査規程J ￭ 船灯信号ｾｾ赦命呉

検作規程J などー述の規格があり，電気事業関係でも明

治441f i包気工事規程」の公 (fil こさきだって，それの先

駆をなして明治20年ごろより極々の技術創準類が制定さ

れているが，乙れらは公共の保安安全を目的とした際準

の魁ともいえるものである。

工業標準化の契機としては，以上のように政府購入物

資の仕様とか，あるいは公共保安の技術的規準に| 基地す

るものなどが極く初JOl の段階に発生するものであるが

工業が次第に高度化するにしたがって，生産使用阿部門

聞を調整するものとか，製品の均一性あるいは互換性を

高めるとか，取引を単純公正化するとかの目的をもった

性絡のものになるものである。

ｾ Ｒ 次大戦前の ｊｅｓ や簡 ｊ ｅ ｓ の ｉ ｬｩＱｬｊ支はまだ読 Ｍｦ￭ Ｉｊ の記

憶に残っているものと思うが， iiil 者は大正 101，トlζ 発足し

た「工業品規格統ー調夜会」の組織によって掠議制定さ

れたもので， 1111和 1Mドまてに金属材料，その他の材料，

屯 気 機 器 般 機 器 の4部門について制定規格数520件，

改正規絡数 154件，合計 674件のものが取抜われた。

乙れは英同の 19011:1えを例外として，アメリカが 1918

年， フランスが 191 8年， ドイツが 191 7 f 干のように欧米先

進問では国家規格 ｈｾｊＦ が発足している時 ｊｏｬ と前後してい

37 



別 表 ( 1  )  

部門別規格制定および表示制度ー覧表

一

一
一一一一

一叶

一川

一
4

4
寸

寸

一

川

一川

寸

寸

一

川

一

4

7

-

l

l

川

一川

一川

一日

川

一

川

町

一川

Z  

12  

336 

5  

5，255 843 7，949 

別表 ( 2)

A 部門の項目別番号および規絡数

手E 号 項 目 規 終 数

∞01- ω99 | 一般楠巡 3  

10∞~お99 | 試験， 航 削t I  55 

|  殺計および計開3000- 3鈎9 2  

4000-4999 | 総 帥 10 

ωω- 6999 |  材料および部品 75 

7000-8999 |  施工

8000-8999 | 施工 糊 削 11 

9∞0 - 鈎99 | 維 31  

38 

る乙とは興味がもたれるものである。

その後，昭和 12年目撃事変の勃発のため急速に多数の

規格を決める必要が生じ「臨H寺日本標準規格( 臨 J ES) J  

の制度が生まれたが， 乙れによって従来の工業桜準の性

格が大 きく変換したものであった。すなわち規格制定改

正 の手続の簡略化，戦時の要求する 技術水準の切下げが

お ζ なわれたわけである。乙れによっ て昭和 14年から終

戦までに 931 件の規格が制定されているが，前記の J ES

K 比べると数的にみて進度がひじように大きく な った乙

とがわかるのである。乙の悶，工業規格は経済統制ある

いは物価政策と表哀一体の役割を果たしたのであるが，

なかんづく ，航空機規格，戦 標 船 S 形工作機敏な どズ

パリ戦時を象徴したものもあったのである。

戦後，昭和21年 2 月，前記の「工業品規格統一調査会

」は新しく設置された「工 業標準調査会」にその業務を

引継ぎ，事務局は内閣技術院の綴庁κ よって商工省外局

の特許際準局に移った。乙の調査会は「日本規格乙れも

JES と称したJ とよぶ国家規格を定めたが，乙れは「日

本化学規格J i 日本機械規格J ..... .というように20の部

門にわかれ，工業標準化法が施行に な るまでに約 2，100

件の規絡を制定した。

J[[. J I S の現況

以上 の諸制度を引きついで，新しく昭和24年 6 月に発

足した i EI* 工業規格 ( JI S) J はつぎの通り法，第 2条

fr . 規定されているように，その対象が広汎な純聞 におよ

ぶものであり，また鉱工業品の主特官庁も通産，建設，

厚生， J2林，迩輸，文部，郵政，内閣と各'( i にわたるも

のである。

(1 ) 鉱工業品( 医柴品，) ; ; ! 薬，化学肥料，益糸および食料品その他

ｅ 主林物 資観的法 ｉｾ よる段林物資を除くＩ の種 類 ， 形式 ， 形状寸

法， 構造， 装備， 品質，等級，成分，性能，耐久! 耳E または安全

瓜ー。

ＨＲ Ｉ 鉱工業品 の生産方 法，設計方法 ， ｾ図方法， 血!川方法もしくは

5;( 単位または鉱工業品の生産R 関する作業方法色しくは安全条

向。

( 3 ) 鉱T . 業品の包装の邸類，形式，形状，寸法，川浩，性飽もしく

は等級または包装方法。

( 4 Ｉ鉱工業品 ｉｾ 関する紙験，分訴 ， 鑑定，検査，または測定の方法

( 5  ) 鉱℃業品の筏術 lζ 関する用恕，略桜，記り，符号棟I I ' J 数または

tl ll 立。

( 6  ) 建築物その他の精築物の設計，. ! ui 工方法または安全条件。

規絡の分類は 17部門にわかれていて， 1Ii:l和36年 3 月末

現 在 の 規 絡 数 は 別 表 ( 1  ) の通り全部で 7 ，949件にな っ

てい る。

また，規格にはそれぞれ番号がつけ られていて，たと

えば i A  4601- 59 木製建具( カラ 戸， フラッシュ戸) J  

のように，部門記号と 4 桁の数字および:I;IJ 定あるいは改

正の年号を併，icす るようになっている。なお，はじめの



桁の数字，さらにはつぎの桁の数字によってつぎつぎと

細分類されるようになっているが， A 部門( 建築，土木)

では別表 ( 2 ) の辺りである。それによると，各項目ど

との規格数は一般構造¥設計および計間，施工の部が極

端 ｬ ζ 低いが乙れは数字がか な らずしも内容の ｾ Ｇ 精度を示

すものではないにせよ，比較的その分野が充実していな

いとはいえる。

lV ， 建 築 と J 1S

規絡の部門日IJ の分類方法としては生産部門による分獄i

と使用部門による分類と 2 通り考えられ，その間 lζ はっ

きりした規準があるとはいえないが，原則としては使用

部門が 1 部門にかぎるときは使用部門に分類し， 2 部門

以上にわたるときはそのものの生産部門に分類するよう

にされている。たとえば石綿スレートな ど屋板材は建築

にかぎられているので A 部門に，圧延釧材のように多部

門で使用されるものは生産部門の G部門( 鉄鋼) に分類

されている。それゆえ，建築 lζ 関係のあるものが全部

A 部門 lζ 属しているわけではなく ，その他の部門に属し

ているものも一瞥すると別表 ( 3 ) のようになるのであ

る。

規格が広く利用され惨透するためには蕊礎的，共通的

なものから優先して制定され，各項目 聞にバランスがと

られていなければならないが，白irJ 節末尾のように建築部

門でも，また広く金規格体系を見渡しでも比較的アンバ

ランスである乙とはいなめない。乙れは制定されやすい

ものから順次規格化してきたという安易さもあろうが，

重要な也、味をもつ ものでありながら規絡としてまとめあ

げられる K はまだ諸般の条件が成熟していないという原 ・

図もある乙とがおおいに関係している。たとえば「建築

諸材料の耐候性試験方法」などにみられるようにその必

要な乙とはだれにも明瞭なことがらであり なが ら広汎な

試験と調査を要し未だに定説がなく実現をみていないの

である。そのため工業技術院でも傘下の試験所に特別研

究を委托するとか民間団体 lζ 研究補助金を交付して共同

研究を促進するなどの方法で実現を急いでいるが，ζ れ

に類する案件はどの部門でも相当数残されていて，大き

な問題となっている。

建築モテ・ュ- ) レも度量衡の統・，建築産業のプ レファ

フ' への移行などの理由から制定を急いでいたが，さいわ

い関係)i l 節での結晶作用が怠外 leはかどって制定歩前

のと乙ろまできた乙とはよろ乙ぶべきことである。乙れ

な どは主主ノ帥Ｇｾ な柱として建築関係の金規絡に大 き な作用

をもたらすものと ｊｾｉ 待できるのである。

V ， J 1 S マー ク表示制度

J  I  S  '7ークについては最近頒繁にマスコミブ' J 11I i でとり

あげられていて，諸者方lζ も身近かにうけとっていただ

別表 ( 3  )  

述 築 関 係 規 格 一 覧

A 部門( 土木建築)

土木製図 ，m築制図，強Jlnc:丹

コンクリートおよび骨材抗験方法，土の llit 験方法，

m築物およ び材料の防火: 出験方法など

造学校正s物，し尿符化そうの容iiit;r iC! Ji1l'l

避留針，エレベータ ，木製主l lH. 鋼製サ Y ンおよびドアー ，アルミ

ニュームサツユノ

' ' 1- 石，般虫骨材，石材，衛生荷量詩およびそ の附崩金n. タイル ，土

木mセメントおよびコン空リート劉品獄，建築H 1 セメントおよびコ

ン合リート製品類

錠 ，了悉， ワイヤラス ，メタノレラス，釘，戸J ! ! . iiJ. 床および'11

繊維仮罫1. アスフアルトルーフイングおよびフェルト

ｾ＠ ' ; 1ユウボード ，石灰およびプラスター

動力ウイ ン チ ， キ サ，コンヲリート銀理t綴，鋼製支住

鋼t I 製足場，鋼製!!'1ワイ バヰル，ν ヨベル，スコップ，ツルハシ

各組本材の防情処理方法および防縄処理木材，木材防磁剤の性飽

試験方法，各組f.iljl;¥保冷材

B 部 門 ( 機 械 )

|  リベ 7 ト頬， ヰヂ頬 川 ，ナツト矧 パ内川川Jルげレげプ綜手鎖 工只作

n1r只l 聖頬語' 測定計算m概械製只，物理試験慣

C 部門 (屯 気)

| 低 気 測 定 ， 拭 験 嚇 似 氾 線 ! I l 線 管 お 山 の附商品 低

球，ガイシおよび j j イt l ' . ア - 7 1tH長燐

G 部 門 ( 鉄 鋼 )

| 締法11 ' 印鋼材頚，可峨叡，鋼管頚軟鋼線M. ヒアノ緋材，般

|  ILI 形鋼，ワイヤロープ. P C 銅線および PC 鏑より線，溶接金網・

ステンレス鋼材

H 部門( 非鉄金属)

|  銅仮，アノレミエウム叡，水沼m鉛管

K 部 門 ( 化 学)

| ア ス フ ア 川 ペ イ ン ト エ ナ メ ル 鎖 叫 ザ 糊 硬 貨 ピ ー

O. 木材 lt 泊材，木材防憐剤罫1

M部門( 鉱 山)

保安制1

R 部門( 窯 業)

|  叡ガラス，セメ ント郊，附，レバ1/. tjl 火レン JI

5 部門 (IJ 用 品 )

|  学校川家i し鋼製舵制Z守l附用服家凡学庁

ｚ 部 ｐ門ｾ ( i悲ま本， 一般)

|  金属材料慌験関係，附 関 係 I ｴｾＡ 郁 Ｗ［ レイ
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いているものと考えるが，建築材料ては他部門に比較し

てひじように普及し公正取引に役立っ ているものと見て

いる。乙れはそ¢流通機構からみて，あるいは異旬ーな現

象としなければ な ら な いが ， 建設 ＺｾＨ￮ はじめ諸官庁が率先

して採用し，また述築部門では官庁ｩｉＮＮｾが他の産業部門

に比べてひじように比屯が高い乙とがその到! 巾てあるわ

けである。

建築需要は地域的 lこl!l l凸はあるにせよ， ー応は広く全

国に分布しており，また公営住宅などではとくに地元企

業のものを優先する傾向があるので， したがってそれに

対応して J I 5許可工場も輸送の足の短いものはとくにま

んべんな く分布していなければ円荊な 供給はお乙 なわれ

にくいものである。その点，生産者[.s¥lHCも需要者。[IJ にも

ある程度ふんいきが醸しだされているので今後の進展は

いままでよりもかなり述度がはやまる見通しであるが，

絶えず地域別の講沼会説明会を似すとか 9 方許可工協の

検査を厳重に励行して声価の維持に努めるよう κ して，

さらに徹底したものにしな くてはならないと考える。

VI.  J  1  5 の今後の問題点

第 II 節で述べたようにわが国の工業以準化事業は政府

の購入物資および保弘' の目 的から iJ'，発したものであり，

大正後 JUHζ 入って産業政策的な方向にむかいはじめたも

のの，11撃事変以降は戦争i遂行のためにその本来の1 : : が

歪められた次第であって，工業際格化法の目的である「

鉱工業品の品質の改善，任二J
l
't1jをEドの桝進その他生 Jl 'tのfT

ｽｾ｝化 Ｎ 取引のｬｴＱ Ｎ 純公正化および使用または ｭＧＦ の合Ｎｐｊｬ化

をはかり . あわせて公共の福祉のJ i i l進に得りする」の妥

が最近になってどうにか只現化しはじめたものと汚えら

れたいのである。

欧米の先進国では 日本のように政府が直接規絡の制定

をお乙 なうようなことはせずIC，民問機構によっ て作ら

れたものを必袈あるときは政府が承認するよう な形をと

って同家規格としており，民間団体規格と政府規格との

聞には，はっきり領域をわけるよう な仕組みにな ってい

る。つまり団体規格のなかから基幹的共通的なものを抽

象して国家規絡ができあがり，枝葉的個別的なものは団

体規絡に委ねるわけであって国家規格の性格をはっきり

とさせているのである。乙れは技術団体あるいは事業者

凶休のありブJーにも由来するものであるが，工業431準化の

普及がなお悶の厚いものになるためにはぜひわが国でも

団体規格の助長育成策がはっきりうちだされなければな

らないと考える。さいわい建築関係では 日本建築学会が

J A A 5 を広汎に制定しておら れ， また他分野の規絡 lζ つ

いてまでも使用者の立場から先導的に提案をお乙 なわれ

るなど，ある程度の素地はできているものと恩う。

第W節で少し触れたように現下の建築規格の1長点はE主

主義モデ ュ- 1レの問題lこしぼられるものであっ て，寸法系

列の問題のみならず，それを補遺する製図方法，用語の

問題あるいは建築精度の問題などー速の規格をできるだ

け短い期間で完成をみ，さらにｾ築材料，部材などの寸

法形状の検討にすすんでいければさいわいであるが，乙

れには広汎な支持とUt，JJ がな くては到底不可能な乙とで

あり，とくに LI 本建築協会の下に力が結集される乙とを

要望する次第である。

ち文献

わがl司の 仁. : 11限司自化

鋭桁総 Fl I>R

H本自民約協会先行

11 

( 筆者 工業技術院材料税ｾＮＡＧｬＡ足Ｉ

建抑得制附定一一 ｾ ｾＡ｟＼ｇ ｉｬ ａ Ｎ ｌＩ
剖1. . : : 1. ニ回ツク
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毛 ア ユ

鈴 木

毛デ ュールと規格

規格は，建築界を始め工業界全般に広く存在している

が，そ乙 IC使用されている寸法系列は，外来または古来

寸法のメートル換3判直が多く，表向はメート J レililJ を形ど

っているが，一貫したす法のシステムにのっているとは

いえない。したがっ て，多くの部品から構成されている

建築物においても，一部の部材( 例えば木材など) を除

いて，規格寸法に2まいた寸法を使用して，各生産部材を

効率よく配置する乙とは，ほとんど不可能で無視されて

いるのが現状である。そ乙には多くの材料の無駄と，建

築寸法lζ 合せるための多くの労) ] が浪'l'i されている。乙

のような状態にある l時，現代の産業界は，あらゆる'r 産

材の工場生産化さら K 建築物の組立化を' ! J ! ; j ( し，加えて

ローコストのために混乱している規絡寸法，建築寸法を

調整しようとする動きが生まれて来た。すなわち，砧築

lζ 関係するあらゆる寸法を調整し，統一ある一つの体系

にまとめあげるという考え方，モデュラー ・コオーディ

ネーション (Modulor Coordinoti on ｾして ｍ ・ ｃ Ｉ の慨念

である。それは，建築のコスト ・ダウンという経済的裏

求，工l ! ，) i I : : 産化および組立化という社会的要求lζ 答える

「現代のm誕生産工業化の鍵」として nJ:J; j したのであ

る。モデュ ーノレ (Module) は， ζ の体系づけに基本的な

寸法単位を与える数値または数値昨である。規絡寸法は

モデ ューノレ方式を適用 している園では，モデ ュ - ) レ数値

から選択されるわけである。したがって，モデュ ーJ レと

規格は明確に怠味を異にするもので，いうならば，モデ

ュールは， r建築際準数」ともいうべきものであ 5 う。

モデュールの現代的意義

( 1)  

モデュ- } レは，ギ リシャ訴のモズノレス (Modulus)  を

訴前j( とするように， ドーに布11殿のプロポーション設定のた

めの基本 ｊｾ 度として使用され，美 ｦ的内統 Ｉの ａ媒草介 Ｔ体＼Ｑ本 Ｑド ｩ であつ

た。 わが閃lに乙おける木;筈窃割与F別jリlも M. C の

統{仔的「η] なr往J主I l 築設計の経験を侃，納f的内lκζ3柊喜E刃F勾し部材聞のプロポ

ーションを完全数化しようとする努力」の結実であると

j レ と 規 格

雅 夫

同時に，職人 IC間単iζ 技術を習得させかつ地方lζ 至るま

で広い伝係性をもっていた ζ とに，単 lζ プロポーション

のためのモデューノレである以上の大きな芯義を持ってい

た。近代に入って，モデュー J レはプロポーションの道具

としての段階から，i I l 築産業工業化の道具としての段階

へと必然的に動いていった。米国の1.F ・ベミスの「立

体モデュ - } レ方式J . 独乙の E ・ノイフェルトの 「オ ク

ターメータ一法」は際った存在で ， 戦後の米国および ｾ Ｑｬ

乙の建築規絡の法鍛となった方式である。そして. ［Ｚｲｾ＠ 1  

次，気i 2 次 Il f : 界大戦中の軍需工場および兵舎の短期間に

大日に必要とする原市的要求，以後の緑町討な住宅不足か

らくる社会的要求は. 現場生産的建築産業界に革命をも

たらすような，労働力と資材 を 節 約 し 短 期 間l乙所裂の

建物を完成さ せるよう な方法が研究され， M . C はそれ

を解決する鎚として クロ ーズアップされた。 1940- 1950

年代に入るとモデュ- } レは実験や提案の時期から実施段

階へと移行し，各同でそれぞれのモデュ - } レ方式が建築

( 3)  

規格とし採用され，同際的活動として も， E  P  A ( ヨーロッ

パ'1'. 産本部) が，ヨーロ ッパ名同の住宅問題解決のため

その研' 先に入り . 1953 年 EPA. P.oject  No  174 の リポート

が捉ＯＱ Ｇ， され，さらにＡＺｦｾ 2 段階の研究 IC入っている。 M .

C は国際的1T.J:J; jから行われた時にそのl ' J 価 が 発事fi され

る。乙の' ] J : を考えれば E ｐａ の活動は ｾｋ 意義深いもの

があるといれねばな らない。乙のように， モデュ - ) レの

方式は ，m誕生産工業化という新しい目的をもって，現

代ｾ築界 ｬ 乙取 上 られた木けであるが，乙乙で特異 な 存在

として， 1948年フランスの J レ・コJ レピジュエに依っ て提

唱された「モデュロー J レJ について触れねばな らない。

モデュロ ールは，氏の深い経験と研究，そして鋭い直感) ]

から '1'. まれた。黄金比 と人間的天度に悲くフイポナ チ数

［ＹＧ ｉｊ にｽＱＺｉｬ ｉｊｦ ｾ した数列｝作であった。乙れは使い方に 般性 を

持っていなかった( 数値が少L、。| 浪られたプロポーショ

ンである。) J nt?: 性 lζ 対する不満など) ため ，ひじよう な敬

; 立と反響をH手んだ反 l百，広範囲に採用される乙とは なか

ったが新しい M ・C の考え方に}i 寄りがち なモデュ ーノレ
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研究に大きな刺激を与えその影響力は少なくなかった。

毛デュー ル方式に対する工業的な面からの要求

現代的衣をまとったモデュ - ) レの方式は，どのような

要求を満たすものでなければならないか，乙の点につい

て英同のナンバー ・パターンの提唱者 E ・エーレンク

ランツはその蒋警の中で次のように述べている。」一述

の寸法系列は. 次の状態をi満足するように選択されるべ

きである。

1  最初にあげねばならない屯習な問題は‘ n ーコスト

になるべきことであるの

2  デザインの向由を認めること ーデザイナーに部実さ

と信頼を勺えるよう なものである 乙と。

3  材料それ ｉｾ 体の固有の性質の限度， 怨造および処理

過程について考応、し， ｉ ｾ 然な状態で使土れるような

ものである ζ と。

4  デザイナ - I Cとって有益な道具となり，産業のプロ

セスと相ぶつかり合う乙とのないようなプロポーシ

ョン乙のシステムを合めるべきである。美的中立性

の中には，視覚上のフレキシビリティとプロポージ

ョンの関連性を含めるべきである。

5  数値的 lζ 見て. 迩? 汚していくのに簡単で解り易いも

のであるとと。

6. できるなら米制と択制を採用しているいずれの国に

も使う乙とのできるような方式であるべきである。

7.  各項は加算的性格を含んでいなければならない。

8 .  人体測定のデーター，効率のよい経済的構造サイズ

建築のよう K さまざまな形K きめられた設計寸法と

の関述性について考慮されるべきである。」

デザインの門出を確保する問題，プロポーションの問

題などについては別の機会 (C譲る乙と lζ して，ここでは

部品の工場生産化すなわち生産材寸法の標準化にあたっ

て要求 されるモデュ一位方式の性格について考えてみた

し、。

(  1  ) 材料悶有の性質あるいは使用上の性質から数値を

選択できるような方式てある乙と。例えば， r : : は萌草

の長さから 巾がほぼ 1 米以内に限定され且つ界易 lζ 持

ち巡びができる乙とが前提とされるように。

(  2  ) 各生VE工場，キ且立部品工場の効率を向上させるよ

うな方式である乙と。例えば，パネルなどの寸法をで

きるだけ減らし，異額のものでも同じような性質を持

っているものはできるだけ統一し生産寸法の積類を減

らす方向にもってゆくべきである。生産材寸法を幾f i I 1

類も作らざるを得ないような方式では，工場の能率を

平年るしく低下させ MC の精神 lζ 反する結果となる。

(  3  ) 経済性を持つものである乙と。乙れは( 2  ) とも

関連するが，最小の数で最大の自由度を持つ乙とが眼

目である。例えば，切断できるノマ才、 J レは，切断した残
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りの半i;Mな部分もモデュ ーノレ数値で他の似処に平IJ mで

き，さらに多くの組合せの可能性が ｊｾｬ 待できるような

寸法である乙とが望ましい。

(  4  ) 各構成材寸法問 lζ も相互に関連性がなくてはなら

ない。モデュ - ) レの方式がその数値間に優れた関連性

を持つものであるならば，乙の問題は符易 IC解決され

よう。建物は多 くの部品から椛吹されている。乙 れを

ー・般に構成材 (Component s) といい. 珂1分品 ( S矧 ions) .  

構成単位 ( Uni t s) .  ｾ咳材 Ｈ ａｳｳ ･ ｭ｢ Ｇ ｩ･ｳ Ｉ . からなって

いる。例えば， ユニットとしての窓単位は. スチー

J レ. または木製の枠組ーガラス‘ パネ J レなどから椛成

されている。乙れらの部分品|羽の寸法と窓単位として

の寸法との関述づけ. さらに窓ユニットとそれをはめ

込む開口部それを構唆する日丸 .. ... 等々の関述性も

必要になってくるわけである。

(  5 ) 従来の既存寸法‘ 規格寸法などを然倒したもので

あってはならない。現在まで使用されてきた伶産機械

がすべて穣禁処分になるような寸法系列では，工業界

から見放されるばか りでな く‘ 大 きな混乱をひ き起こ

す乙とになろう。

以上のように MC を適用するためのモデュールブJ 式は

多くの難しい問題を合有し，数的な組合せだけで解決で

きるものではない乙とが明l i [ I O理解できるのである。

モデュールはどのよう に解決してきたか

現在まで提案されてきたさまざまなモデュールのなか

で，工業的方向に解答を与えているものを 2，3 あげ，

その特色を概略のべてみる。

( 1) 立体モデュール方式

乙れは 1936年米同のA ・F ・ベミスが，その 10年間の

研究の成果をその芥苫 i The evolving hOUS9 班 J (付1び

ゆく住宅〕において発表した最初の興味深い提案のひと

つであった。基本モデュ ーJ レ ( 3 吋と 4 吋のふたつの寸-

法をあげているが) 寸法の13数はすべてモデュ ール寸法

として採用するというもので，乙れによって生産材の寸

浅の統ーをはかり，寸法の純聞を明確にし，かつ無駄を

はぷき高い経済性を得ることにあった。乙れは 1945ff.の

メ ー ト ル

米国規格 4 ＧＮＱ モデュＭＩレの，ｾ Ｎ 絡をなすもので，米法 ｴ 乙換

算された 10c mモデューノレとともに世界的 l乙使用されてい

る方式である。ベミスの考え方・は高く評価され MC の工

業的方向 lζ 一段階を築くものとして注目された。しかし

簡単で明快な反而， Ｔ 吋の ｻ 台数の中で使用されない数 ｦｾＨ

が多くある点，数値の数が多い' ，1討には 4 吋の供数しかな

いというフレキシビリティの褒求，大きなItilft 材寸法lこ

は目盛が小さすぎる点なと‘ の欠点が折滴された。 ζ れに

対して Ｔ ｦｬ ｏ ｬＯのオーヴァーモデュＭＩレな と‘の考え方 が ｾ ｉ て

れるなど，欠点を補いつつ広 く使われてい る。



(  2  ) オクター・メータ一法 ( 1 表参照〕

独乙のエルンスト ・ノイフェルトによって提唱された

乙の方式は，メート J レ法l乙適合し古い伝統的煉瓦ともあ

まり相巡のない煉瓦寸法を定めようとしたときに生まれ

たもので 1 mを 8 等分する方法なので通常の 10 進法

( Dec imal  system)  1(. 対称させてオクター ・メータ一法

( Octamal er  ｳｹｳｴ･ｭ Ｉ とした。彼は，守 ｾ Ｒ 次ｼ任界大戦か

ら ｩ 以後まで，法的強 ｾｬｬｬ ｊ カ という強力なパックボーンを得
M M 

て， 2. 50 および 1. 25 を基本モデュールと基準格子を作

くり . 建築11 : 産材を関連づけそれまでの規格や慣宵寸法

を統ーした。そしてさらに工場や兵舎に明ることなく乙

の基準格子によって設計ーから施工までを単純化し，独乙

建築産業全体に大きな経務性を生みだすすなわち M C の

確立を企り 1951年の独乙u ! 築標準数の基礎を築いた。

( 3) ルナール級数 ( 2表)

乙れは 1880年フランスのノレナ ール大佐が標準数として

発表したもので，多くの図で採用している工業糠準数の

代表的なもので， 1945年国際標準機械の R3，R17 として

国際的にも認められ，工業上関連深い数値系列とし考え

ないわけにはいか ない。十進法， 等比級数 2 イ古級

数， π が導入され，単純で， { 武，商. 整数べき . } 1も標

準数であり 工業上使伊頻度の多い数似を合んでいる，

など優れた点が多い。

( 4) ナンバー ・パタ ーン ( 3表)

英国の E ・エーレンクランツの提IInになるもので，多

くの研究と経験の結果得られた三つのガイド級数すなわ

ち 2 倍級数 3 倍級数，フィボ+ チ級数をそれぞれのプ

ラスになる性格が残り，マイナスとなる性質がなくなる

ように x • y  • z 三方向に展開したものである。そして次

のようなすぐれた性格をもっている。 i ) 非常に多くの

同じ値の小さな寸法1(. 分ける乙とができる。 ( ex : 16 =  

4  X  4， 2  X  8，・・〕・グ リフ ト・プランニングに有効で

ある。 ii ) 相異る小さ なサ イズに分けるととができる。

( ex ・8 = 3 ｾ＠ 5， 15 = 9  +  6... )  .  ファ サードの設計に

有効。 iii ) 大きな数値と小さな数値に分括できる。 ( ex ，

8 -1 1 = 9，9 + 1= 10・0 ・・・パネル構造に有効である 。

i v) 広い純閣のプロポ ーションが含まれている。 v ) が1

加の間隔が規則的である。 v i ) 数値の門出度が多彩であ

る。 vii ) 切断しでも総数とならずモデューノレ寸a 法とな

る。特lζ 乙の方式は ( v ) ｾ＠ ( vi i ) 特色がある。すなわ

ち①能率よく工場で ｾ Ｎ ｴ 産できる大きなサイズ，①その半

分，① 3 分の 1 のサイズ，① 3 分の 2 のサイ ズ， @@加

算性を有するフィボナチの一対のサイズから椛成された

表( 第 4 表) を作成し，切断できるパネル系統の生産材

に有効な解決を与え司それらの規格化にすぐれた示唆を

与えるものとして注目してよいものと思う。乙の表で，

下段の小さな数値は，数値間隔 ( 1nterval ) を 表 わ し 例

えば，96/ 1 のモデュ - 1レす法では，そのグループのもつ

( 1 ) ォクターメータ -i1;

。 ョ12. 0;. 625 q芳7- 5 12500  

!  
1  1  2  !  3  1  4- 1  3 2 f メ 一 世 -

d  ｉｾ ＾ 日 Ｕ 10佃 125。

! f  12 13 14- !  5 1 6  h  1  s!  q い。1 2 9 9 ーメーター

。向。 也。 14。。 口s。

l1 12 13 14 151 ら 17 18 1Q 1叶 ，， 112 除I 10 進 法

(  2  )  ノレナー J レ級数
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8  Iーよニ金。 I 1. 6 。

9  

l 。

11  

12 

13  

14-

1'> 

1ら

17 

16  

ICj 

<. 0 

2 1  

'22  
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30¥ 

34 

ヨg

s .o。
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主邑

4事0予 1 1 0 。口
。 l l o- - D l- 13 f i  

数値 ( 48ぺ32ぺ64ぺ36" ，60") を適当に組合せる乙と

( ( . よって4" の間隔ですなわち 100ぺ104ぺ108" ... . . のよ

うに寸法が得られる乙とを示し，パネ J レ構造などに多彩

なフレキシピリティを与えるわけである。こればかりで

なく，三校の数表パネルは，三枚の透明プラスチック板

に印刷され，乙れを立体的に組合せて， }1， 7 ) などの分

括， fd-数，フ ィボナチ数値の一対な どが一日で読みとる
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(  3  ) ナ ン バ ー ・パタ ーン

Ｗ Ｑ ポナ斗 Ｑ 且ｾ

必L

o  
l(!;> 

。ち

ノ〆 / 〆 A B  C  

/  / 1  

3  6  12 

12 24 

1s 3f. 

3<> 60 

4. 5  %  

A  

q  

18 

27 

4 5  

し三

D  

24  

4 8  

72  

120  

1<32  

は，メ ート J レ法の導入に よっ て牛 ま

れ，それとともに ・進一返し，その

施行によっ て始めて結論づけようと

しているといっても過言ではなし、。

伝統的な優れた M C の方法に恵まれ

ていた建築界は，明治20年頃の西洋

文明の急激な進入すなわちレンガ

造，石造，コンクリ ート 造などの洋

風建築の導入にあっ てその設計寸法

と材料方法との混乱からそれらをま

とめようという考え方が起った。し

かし，さま ざまな反対，伝統への郷

慾のために，その考え方は， 1変々 11 1

断さ れ， 木絡的研究は i以後』ζ 入 っ

てからであった。東大池辺研究室の

( 6)  ( 7)  

G Mモデ ュー 11/ ，内田研究室の D仇

モデュロ ー ノレの紹介と改良ｾ な どの

実験研究が豆ねられ 1956年頃から

モデューノレ提案i時代に入り さま ざま

な提案がなされたが， メート J レ法の

施行がひとつの ｊ Ａｊｊとなっ て • 19591，下

頃からモ デューノレの舌L立ーからくる 混

乱を防 ぎひとつの組織に体系付け よ

うとする勤きに変り 1960年，日 本

主 ｾ 築学会モデ ュー ノレ調有委員会提案

の建築モデュールが建設，通産両大

臣の諮問K 対する答申書として援11¥

された。乙の案は， 1) 人体動作寸a

i丸 2  ) 建築常 用寸法司 3 ) 材料寸

法， 4 ) 正t築法規および TIS 関係の

使用寸法， 5 ) 市場品寸法， 6 ) 引

ＺＨＮｈｾｾおされている各事 ｦｩ モデューノレの

数航などを誌と して必i ? } i な寸法を選択しただけのもの

で，数列 としての組織性( 数値問の関連づけ) ， 10進71;

との関係，数値個数，など検討されているのが現状であ

る。乙の点に・ついては，多くの人達の関心と理解， より

よきものとするための努) J が要求さあれるのでる。
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ζ とができるように了. 夫が乙らさ れ，乙のシステムを{ 史

い」か 、ものに しようとする努) J には敬むを表さねばなる

まL 、。

いまやわれわれのl 1!j 代1;1: 1 人の人間の名人仕事，ある

いは 細 工物的建築から ， 均 一 な工場 ｾｪ｟ 症によっ て組立て

るだけででき 上 る建築へのWSJ が強 くなっている。さま

ざまな小単位の部材 よりは，組合された大きな単位の! t

成材 としての形体をとる傾向が支配的になろう。あらゆ

る生産材は ， 一貫した寸 ａ 法の体系で結びつけられる必ｾー

があ る乙とは最早いうまでも ない。そして規格寸法もモ

デュールの l わから選択 される 乙との方が経済的にも使用

上 も便利 である乙とは. 乙こではいいつくさ れて しまっ

fこ。

わが国の現状

最後に. わが国におけるモデュールと規絡の歩みにつ

いて概時的に ふれ る乙とにする。わが国の M C の発展
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ま見 格 プと

士

ロ 田

建築の工業化とプレフ ァプ

最近「正ｾ築の工業化」が盛んにいわれている。大 巾 な

設備投資や公共投資て建築品がWI 大した結果労務不足は

ようやく深刻な問題となってきている。かつての神武奴

気時の建築ブーム lζ は鋼材の不足と高騰で苦労した乙と

は未だu己憾の新しい乙とだが，今回のブームは規模にお

いて jff かに大きいにもかかわらず，鋼材の供給は全 く問

舶になっていない。乙れは鋼材が工業製品であっ て，そ

の後の生産増強や設備の近代化で，1!:_ i1Hi l: が 2 倍程度に

なっているためである。反而新規の補充が次第に減少し

ているm設労務者はどうにもならない状況であるが，乙

の問題を解一決する方法はl授られた労務者でより多くの中

践を行なう乙と，いいかえればひとつの建物をできるだ

け少い労務品で完成する乙と，すなわちm築を工業化し

て生産性を向上する以外 lζ 方法がない。乙のような' I ? 氏

lζ 立って昨年は20数社がプレファプ住宅のItilll を開始し

た。技術的に未熟な点はあっても建築の工業化えの大き

なステップとして大いに怠義があると思う。プレファプ

は住宅だけのものではないが西欧諸国の例を見ても，住

宅がつねに先導的役将!を演じている。その原因は住宅不

足と労務不足であって乙の点わが同の湯合と同級である

が，西欧の場合 lζ は政府施策の共同住宅でプレファブ化

が非常に進歩している。住宅は一般建築と比較してプレ

ファブ化に非常に適《性を持っている。すなわち ， 1)  

住宅不足K 起因する走大な* i 2 f がある乙と， 2 ) 使用目

的や規模が各々一致している . 3 ) 敷地による制約が比

較的 lζ 少ない乙と， 4 ) 経済的な11日l約が大きい乙と など

があげられる。とくに大 ilHζ 向ら建設する公営，公団住

宅などは最も有利な状件を具えており，乙の点住宅建設

にたづさわるわれわれとしては， プレファブ住宅はも っ

とも大き な関心事である。

しかしながら建築の工業化は正ｾ築産業令般として考ーえ

るべき性質のものでありプレファブ住宅によって代表さ

れるべきものではなし、。プレファプ住宅は高肢に工業化

された生産物かも知れないが，乙れは建築の工業化とい

.  

レ フフ ア

宝

う大きな流れがなければ過去にあったような単なる試作

としてのプレファブに終ってしまうだろう。航空機の発

達はたんに航空機工業だけが生んだ産物でな く，も っと

広純図な機械工業や燃料工業の産物である。 E112誕生産の

非近代性は従来の一品生産下法ICより，建築の各々の性

J賂と芸術性に立脚して永い伝統の上lζ 育ってきたが， m

築の工業化は先づ「工業製品としての建築」えの認識か

ら/ 1 ' ，発しなければならない。

建築の工業化の方向を次のように分類して見る。

1  ) 材料， t]H立部品の工業化

例，セメント，板硝子，鋼材二次製品，塗料 e tc

2 )  % 成郎品の量産化

伊1] ，サッシ ュ， ドア ー，エレベータ- etc  

3  ) 施工の作理化と機械化

建築のセｾ材料といわれる鋼材，セメント， 1i 1' l 子など

は現状において工業化が非常 lζ 進んだ部門であり，ほと

んど大企業によって同際水準K 達しているといっ ても差

支えない。したがって今後の大きな未開拓分野である部

品の量産化と施工の合理化に重点を置かなければならな

い。郎品のiu: N2化と !i Ul T 方式や機械の発達は建築の部分

としてのユニットと してのII::Pl や制I:i'( .えと特易に発f f i ¥ーす

るであろう。

品10局建築の工業化という乙とは口でいうほど州単な も

のではない。一般工業も手工業から大工業化えと同じ過

程を経ており，乙の閑には長期間のたゆみない努力と研

究と協力が泊まれている。遅ればせなが らようやく工業

化えの恕識が拾頭してきた乙んにち，われわれは単なる

観念論に流れないで，同家も設計者ーも使用者もメ ーカー

もひとつになって乙の問題をあせらずに一歩・歩進めて

行く協力体IljlJ が最もi J I ' a な乙とではないだろうか。

部 品 と 規 格 に つ い て

工業牛践は受n生vt'l でなく見込11:}1を前提としなけれ

ばならない，乙の羽合まづ問題になるのは製品の寸法，

品質l乙対する規格である。わが国では国家規格 ( Nat i onal

Standard) として日本工業規格 ( J IS) がある。 ζ れは工
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すなわち J I5 には31種類の寸法規格がある。乙の数の

多寡と寸法の適切か否かは今後モデュー J レ数値とも関述

して最検討すべきであろうが， 乙の問題はさて置いて

も，使用目的が非常1ζ 多岐に亘っている乙とから，単純

化しでもなお相当数は必要であろう。 31麗類ではよほど

の大メー カー でないと金種目 を生産する乙とは全く大変

で，生産性向上は到底のぞめない。製品のス トックのみ

でも大変な数量になり，とくに中小企業の多いわが閑て、

は全く困難な話である。現lζ 規格サッシュと銘打って単

l乙型録上の規格で生産の伴っ ていないものもある。種類

寸法を比較するため J 15，三機工業 65 サッシュ，住宅公

団標準寸法を比較して見ると
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業標準化法に準拠して工業標準調査会を饗議機関として

決定される。 JI S の目的は鉱工業製品の品質改善， 生産

合理イt，能率化，取引の単純公正化であるが，その在り

方として科学的合理性を持ち，特定の立場の利益になら

ないととをあげている。そのほか国際的なものでは国際

規格 ( Interno↑; onol 5tondord) もあるが，もっと身近なも

のとして適用範囲によっ て社内規格 (C ompony Sl ondord)  

と団体規格 (G roup St ondord) がある。 適切な例でない

かも知れないが建築で伊lをあげると 6Sサッシュはメーカ

ーが作った社内規格であり ，公団型流しユニッ トは使用

者が作った社内規格である。さらにサッシ ュメーカーが

協議して規格を決めれば乙れは団体規格である。規格を

充実する乙とは必要であるが乙のためには統一性と一貫

性がなければならない。ただゴタゴタと複雑になっただ

けでは奴絡の目的に反する。社内規格や図休土R . 絡が国家

規格の J IS と無関係K . 1 ' f . られては国家規格の Z主義がな

い。社内規格や団体規格は一般性を持った J I5 の単純化

と充実でなければならない。単純化は用途にしたがっ て

さらに有類を少くする ζ とであり ，充実は品質向上のた

めの補足である@ したがっ て乙の基木となる J IS の決定

については，さらにその基礎となるモデュ ールや品質の

問題についても十分な検討が必受である。いま部品の工

業生産の対照となる銅製建具を例にとっ て 考えて見ょ

う。銅製ｾ具に ｊｉｓ があったかとお思いの方も中にはあ

るかも知れないが，それほどわれわれには縁の少いもの

ともいえる。 JI S A  4701 のうち，用途として事務所，学

校，住宅. 工場などすべてのものを対称として引退銅製

建具として次のものをあげている。( 寸法以外は略す〕

• 

0 三. fI t GS サ ツ ジ

。住宅 Ｍ［Ｚ ＢＧｾｂ 耳ＧｩｬＧ・ 皐おＢ￰ ｴ

X  J I S  4 マ0 1

c m-→w  

J IS の31種類， 65 の 35種類は殆んど無関係であり同

寸法は僅かに 4 車fo類である。すなわち同家規絡と社内規

格との関連性はほとんど紋けている。

住宅公団標準設計使用寸法は僅か ? 個である。乙れは

過去の数十種類の思い思いの寸法を整理統一して単純化

したものであって，乙の 9 個の標準はテラスハウス， r. IJ  

周住宅( 壁構造およびラーメン椛造) ポイントハウスの

小家族用から大家族用に至るまで適用し得る。すなわち

共同住宅用という一目的を抽出して見ると単純化が可能

である乙とを裏付けている。しかし乙れも JI S とは同一

寸法は殆んど見当らないで，むしろ 65 サッシュと割合

によく合致している。

以上からいえるととは住宅クツレープ，事務所，学校を

1 グループ，工場，倉庫などのクルー プなどに用途別の

分類を行なえば，単純化が行ないおいのではないかと思

われる。工場と住宅用では品質や仕織も変ってくるわけ

であるが，クツレープ分類は寸法，仕綴の点で生産ブ ＵＧｾＱ と

根準化を容易ならしめ A メーカーは社の方針として住

宅mサッシュ B メーカーは少し高級な仕織にして事務
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所得用とかで専門化して品質を向上するとい った具合

1( ，さらに小メ ーカーはジ ョイン トベンチャ一方式によ

ってさらに規格を細分し，多; p f i 日 少量生産を小麗自多f立

生産に切換えて，生産向上と 品質向上をね らうといった

具合には行かないものであろうか，ともかく 乙んどスチ

ーJ レサッ シュの規絡を決める場合には同家規格も再検討

するが，上記のようなグルー フ。別の団体規格を作り，こ

の作る方法は使用者，メーカーが充分協議した上で作成

し，さらに同家規格とも関述を持たせて単純化と標準化

を進めて行く乙とがill 要ではないかと思う。 乙の場合の

JI S としては寸法とi T I : 点となる品質の規準. 測定，試験

方法，精度などのまま本的事項をかかげあとは社内規格や

団体規絡として単純化と充実する方針が望ましい。

エレベーターについても全 く同級なζ とがいえる。エ

レベーターは自動車に較べて値段が高すぎるとよくいわ

れる。まさにその通りであるが，乙れは作られ方によっ て

迷 ってくる。すなわちいずれも大会社が工場生産 してい

るが，自動市の大詰生産l乙対しエレベ ーター は注文によ

る J 品作p' ( i である。大メーカーである M電機会社の，乗

用エレベ ータ-/t:.i 望台数は年間 600 台であるが，殆んど

が別々のものである。現在乗用 エレベータ ーには JI S A  

4301 によると官官の形状に次の 11稲類がある。

記 号ｼ吋 ｾｩｬｬ ｬ 最守口 ド 子苧手 ｼ その

p- 6  - 2S 
4∞ 6  1. 150  900 

P- 1- 2S 500 7  1. 150  

l ，2310050 0  0  p- 9  - 2S  60唱 9  1. 250 1， 

'(i 
P- l l - C O  750 11. 1，450 1，∞ 

P- 11- 2S 150 11 1，300 1. 450  

P 目 13- C O
9∞ 13  1. 550 1. 350 

P- 13- 2S  9∞ 13  1. 350  1.弱。

P- 15- C O  1，∞o  15 1. 700 1. 400 略

P- ]1- C O  1. 150 11 1. 900  1，400 

P-2O- C O  ] ，350 20  2. 000 1. 500 

P- 2O- 2C O  1. 350 20 1. 500 2. 000 

現在のエレベーターは既成品は殆んと. 無いため，メー

カーがその都度注文IC合せて設計，製作する。エレベー

ターの大きさ，台数は使用人口によって決まるが，これ

は緩めて大まかな仮定で， 1人2人を決定付け るほどの般

拠はなし むしろ直感的に決めることが多い。したがっ

て最初の 6 人用の上は10人用， 15人用， 20人用ていどの

段階で充分である と考える。 4 事fi 類程度で年間 600 台も

生産 した ら，値段は驚くほど安く なる乙とは必至で，メ

ーカ - 1( とっ ても使用者K とっ ても大変な利誌になるば

かりでなく，設計者も手数を干Tける乙とに なる。部品が

複雑化すればするほど多額回生産は不利な結果と なるか

ら思い切って単純化し，その荷主fi を減すととが必要では

ないだろうか。

標 準化 へ の 道

1  )  標準化はすべてのものに

'1:.産性の Inj 上には単純化， ｾｻ準化，専門化の二つがｩｔｉＺ

要なる役割lを果たす。すなわち単純化の結果から統ーに

よっ て標準化さ れ， さらに標準化によっ て専門化が促進

される。標準化は単に製品規格 ばか りでな く作業‘ 機

械. 設備，運搬，施工， さらに大きく経包:1( まであらゆ

るものを通じて行なわれる乙とが望ま しい。 乙の標準化

の一つの蕊本になるのが規絡であるが，標準化のために

は測定単位，用語，記号，設計方法，モデュ- ) レ，材料

規格，製品規格，仕様警 などが統一されなければならな

い。建築施工l乙対しでも熟練者の感による一枚の工程線

表で施 工 管理Ｈ単に 工程 ｾￍＢ理〕する が ごとき非科学性は

少くとも建築を近代産業化する乙とはでき ない。現場作

業のすべてに科学的な分析と研究によって原準化し， J倣

口を充分教育，訓練して単なる工程竹理だけではなし

さらに品質符理を行なう方向をとら なければならない。

2  )  規格の励行

現在規格の中で1 ' l ， f i ] : ともに一番充実しているのはド

イツの DI Nであるといわれている。乙の充実振りはある

建築計画原論の権威者さえも，半端な研究よりは DI Nを

そのまま活用 す る 方が遥かに実用的であるとい ってい

る。さらにその規格を忠実に守る乙とも11t 界随ーといわ

れているが，乙の思想が工業国 としてのドイ ツを築いた

ともいえる。規格を |ー分検討して決める乙とも必要であ

るが，それにも憎して乙れを守って行く乙とが，もっと

も屯要な乙とで，乙のためには設計者，使用者，メー カ

ーも大いに協力を必要とする。と くに設計に従事す るも

のの工業化への関心が必豆ーである。工業化設計ともいう

べき言葉が当てI伏まるか知れないが，堪能なる職人によ

って始めて得 られる手工芸的な手法をでき得る限り避け

て，少しでも機械化やプ リファプ的な手法を導入する乙

とが必要である。

3  )  生産技術に対する研究

迎築の工業化は材料，部品， )jも工すなわち生産技術の

|向上に帰する。建築技術の研究投資は日 本全国のあ らゆ

るものを合計しでもー電気メーカーのそれにもおよばな

い。したがって比較的政用を裂する 11 : 沌技術関係には殆

んど金が廻って 乙ないのが現状である。乙 ζ l こも建築産

業が近代産業から大きく取 り残された原因がある。最近

のプリファブ住宅が従来の建設業ではな く殆んどが他産

業によっ て開発されていることも大いに注 目される。他

P1i 業から見れば近代産業から取 り残さ れたひとつの未開

拓部門かも知れないが，土地というものから縁を切る乙

とができない特頼性は， 上にのべたよう な一般産業の公

式通りに行かない乙とは充分予想される。とくに建築全

体としての生産のE 要な要素を内めている施工の代理化

の研究は，そのスケ ーJ レが非常に虫夏である乙とと経済

的な11日l約からどうしても本番を通じて行なわざるをねな

い結果となり ，思 い切った試験や試作 がな か な か 悶虫 ｾｦ な

場合が多いのもひとつの悩みであるが，最近lζ 見られる

施工業者の研究への熱立はできねる限り従来似けていた

往路技術而へ，おおいに努力 して1' 1いたいものである。

( : 在者 円，t : 住宅公開淵脊研列国! 良)
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公 団 住 宅 の 部 品 規 格 化 に つ い て

田 中

日木住宅公団が発足して，今年で満 6 年になる。乙の

間，口 コト; の歴史上かつてないというと少し大げさな表

現だが， それほど前例を越えた大きな住宅団地が，東

京，大阪， : ? " 古尾，福岡の近傍 l乙続々 とDl ; 没され，多く

の人が，団地内の伶活を業しんでいる。 ; ダ ンチ」とい

う言葉が，乙のように一般性をもったのは，住宅公団が

大き な住宅同地を作っ てからの ζ とで，住宅公団が，乙

の新しい「タンチ」という言葉の生みの親である。

乙のように，沢山の住宅が建設されるのであるから，

その生必ブj 法を，多益生産の J レートの上にのせて，①品

質を確保し，①値段を安くし①工雪j ' i : JIJJ 問を短くし，②

/1¥来た住宅の補修な どの場合， 部品が簡単lζ 間に合っ

て，迅iili に修絡できるよ うにするという乙とは，だれで

もすぐに考えられる乙とである。

乙の考え方の線』ζ 沿っ て，口本住宅公l司も色々研究を

し，実施 してい る。

その内科を分析してみると，

①現場工法の近代化，と

②部品の規格化

の二つの支柱から成り立っ ていると思う。

乙のうち現場工法の近代化については Ti lt-up 工法

や， 51  iding- for m工法などが研究され， とくに T ilt - up 工

法は東京方市で既に 500 戸程度実施 して， その成紋も期

待を裏切ら ないものがある。 しか しいまの所その実例

は，二附Dl までで， 4- 5階の中間にはおよんでいない。

中居住宅も乙の Ti l t -up工法でできるという見通しがつい

て，近く実験的( C . 建設される日がくると思うが何lζ しで

も，部品が重いコンクリ ート 製品であるから，乙れを吊

上げるのに，相当大規模なクレーの設備がいるので，一

寸した造船所のような設備になるので生じつかな戸数で

は，逆1(.;不経済な乙とにもなりかねないので，初めから

! 阪をすえてかかる必変がある。そ乙 で，現在のところで

は，現場工法は， 1日態依然、たる現場の，手工業的生産方

法によっている ， というの が 実際のｾである。

第二の支柱の，部品の規格化の方は，乙れにくらべれ

ば，はるかに進んで. 相当の実績を挙げている。

4e 

弥

現在大阪支所で，部 ι が規格化されているものは，次

表のように23品目である。

。品 名 |
j百 Tじ メ ー カ ー

レ
〆

ナヱ本円

令

制

・

も

剥

・

-

阪

-

阪

一

良

一

昆

一

高

荷

台

棚

槻

し

戸

切

流

釣

水

所

所

所

同

町

内

一

一

台

築

問

問

牛 乳 受 新 日 本 エ ナ メ ル

立; 関 ド 7 近畿京桶，内 日本規約サ Y シユ K K

名 本 " I1l  

バ ル コ ニ ー 下 問

ス チ ー ル サ ツ ν 近畿車車両

低 気 ! t) エ レ ベ ー タ ー |三訓 郡 K

。小型電気 ファン股下， 三菱. !l' JBJ. 東芝

。小型J 換気ファ ンm 11 

シャックー

I[<l I山 側 n'各 社

分 低 It! 11 

衛 生 |③作 風 使 様 J - IH羊陶怨，伊京製陶

。小 昭 氏 而 総I 11 

。 小ＩｾＡ下 ｲｴ I!ll I  11 

( ガス風円) れ桝!大阪ガス

焚口カパー 1 11 

典 型 ! H守 社

約 火 柱I 11 

一一一一 「 氾 路用街 ｾｊ &11ー

土 木|一一一一_ _ g宅塾) 1  

雨 水 桝 ( 11 ) '  

L 型 街 1 [1

注 。はKJ マークのもの。

乙のなかには， メーカーと直結して， l l.O乙部品規格化

の:?"Iζ 値するものと， 1111仁規格だけを決めて，メーカー

はど乙でも ，k見絡のものでありさえすればよい. という

ものと，二利i類があるが，後者 lまー設計段階のなl床が加

わっているとよよられるかも知れない。

4時 持
ー令

日本住宅公団における，部品規格の指定の仕組はどう
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なっているかというと， 一口にいって，公団本所が推薦

し，支所が決定する，という乙とになっている。

住宅公団はー本なのだか ら， 部品以格の決定も一本で

全国統一的にやればよいようだけれども，乙れが支所ど

とに決められているのは住宅公凶の允足の時の事情から

くる歴史的な結果と，現在の' F. J主状態からく る客観的な

・JW;ーとのこつの原因がある。

第 1 の原因は，住宅公| 過が， 11付有1301，ドの11' 皮半ばに発足

して，その年度のうちに 2 )J 戸という沢山の住宅を建

でなければならないという，火事湯のさわぎのよう な状

態でスタートしなければならなかった乙とである。普通

なら2 - 31r調査研究して，その成果を以ってスタートす

べきなのに，逆ICスター卜してから，研究するよう なと

とになって，統一的なものがなく，各支所がそれぞれに

工夫を乙 らして実際の建設に取り かかった。 そのために

各支所に独特のものがあって，にわかに統一できないと

いう乙とである。大阪支所の台所流し台の如きは，その

I長も顕手iーな事例である。しかし乙れは，その後順次統ー

されて，いま ではあまり目立たない程度になり， やがて

近い将来は，全く解消して統一されると思う。

穿 ｾ 2 の原因は，現在の生産，販売のてJJW. が進歩しない

と，むつかしい点があるが，企図的な大メーカーの場合

は，大休知iはな いが， I: IJ小メーカーになると I主l進，版

22機械が， 一地方に偏在して，製品l乙クレームのあった

羽合の処理や，アフターサービスに欠|化のある場合があ

る。乙ういったものは，支所併に規格指定がまちまちに

なっても仕方がな いといえる。例えば錠のごときもので

ある。しかし乙れは，メーカーの態勢が E凋う経済機構の

進歩によって，将来は統一の方向に向って行くものと型、

i
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台 所 流 し f?

つ。

*  *  

調b

さて本所推Wi の部品規格にはいろいろあるが，その糠

幹をなしてい るのが，公共住宅用規格部品委員会が製定

した規格部品で， いわゆる KJ マークのものである。乙

の委日会は，建設者、住宅金融公庫，東京都，神奈川県

および住宅公団から委員がでて政府政策による公共住宅

の部品の規格をきめて，乙れを推進するのであるが，乙

の中級ーになっているのが日本住宅公団である。

KJ は毎年その年度の版をだしているが 61年版では

13品目 が指定になっている。そのうち大阪支所で採用し

ているのは，別表 lζ 示したように 8 品目である。ただKJ

と公団住宅と，趣旨が異なってい る点がなくはない。 KJ

は木造の湯合も含まれているが，住宅公団は鉄筋コンク

リート造だけである乙とと一般公営住宅と比較して，

公団住宅は，家賃も高いので，やや高級のものを採用し

ている点である。乙の点はやむを得ないと思う。

*  

省長 4時

指定品全部について説明しでもあまりに細部に亘りす

ぎ，興味もうすいと恩われるので，主なものについて若

干の説明を加えたし、。

台所流 し台 従来鉄筋コンクリート造アパートの流し

台は，値段の関係で，人造研ぎ出しだったが，住宅公団

ができてから，ステ ンレス製の流しになって，住宅公団

のアパートが，従来の公営住宅などと具る Lな特徴とな

った。 ( いまひとつの特徴は風呂がついている乙とであ

る。) 単に特徴とい うのでなく， 大き な魅ノ1であった。

その; な味で，乙のステンレス製流しを研究し，育て上げ

た住宅公団の功績は大きいと思う。いま当初は住宅公団

49 



が ｉｾｴ . のおと くいで，製品の 100 % が住宅公団用であっ

たものが Ｎいま では 僅 かに ＱＰ ｾ ぢあまりで，残りの ＹＰ ＹＶ 近

くは，一般市販品と なるまでに，発展したのである。し

かしその半而，台所流しは問題の& も多いもので，現在

でも KJ 型と大阪型はディテ ーノレが異っている。したがっ

てKJ 型を使用している東京，福岡と異っているわけであ

る。もっとも名古屋が独特のものを使っているから，大

阪のみ異端であるというのは当らなし、。

その相異の主な点は、①コンロ台部分が段落になって

いる， ①台の中央銀分l乙扉がついている， の二点であ

る。乙の二点は大阪型にも充分の潔白があるので，将来

KJ 型と調整をはかつて行きたいと思っている。コンロ台

の段絡は作業の便宜からいって， コンロ台の高いものよ

り優れていると恩う。現に欧米な どの台所の設計を見る

とすべて段落になっている。また中央部lζ 院をつけるの

は，乙の部分は流しの管が立下る所で，乙れを露出する

と見場がわるい。単なる台所ならまだよいが，食事室兼

用の台所の場合は， Jfl tをつけた方が，部屋としての使い

勝手にぴったりするのではなかろうか。乙のように大阪

の型がちがっているのは，前 lζ 述べたように，東京と大

阪と別々のスタートを切ったからである。大阪では台所

流しが公団以外 lζ も売れるようにと，関係大学の先生方

lζ 設計の研究をお願して，その結果東京と別設計の台所

流しが作られた。大きさも現在の長さ 1.8 m よりも大き

い， 2.4  mのものである。当時のメーカーは， 前向屋

と，三和会であった。その後幾変遷して，現在のメー カ

ーは. ｲＺ ｾＩｾＺｪ 屋， 11本エ 十メ J レ， I荻村l百貨胞の三社にな っ

ている。大阪支所ての年間使間数量は約 4，500 台であ

る。ともあれ，ステンレス製の台所流し台の部品規絡指

定によって，値段も市価の半分IC近い安さとなり，品質

も確保できて，大成功を収めている。

スチールド アー 乙れは KJ 型の近畿111輔のものと，

西日本規絡サッヤュ は のものと両方併用している。大

阪での使用割合は， 古iJ 者 6 : 後者 4 のt日IJ1 ' i になってい

る。年間使用数品約 7，000枚，即金E である。 KJ 型は枠

内部分がプレス}m工によるもので，些少外観において見

劣りするが，値段は大分安い。西日本規格サッシュのは

従来のフラッシュ式のものであるが，値段を KJ 型と同

の処まで下げてもらっているので，引続いて使用してい

る。 KJ 価絡は 1枚7，400円である。

洋風便器 大阪の公団住宅は. 最初から全部ifJ 凪使総

を使っている。評判は大変いし、。大英断であり先見の明

があったと思う。年間使用品は約 7，000 例でメーカーは

東洋陶器と伊奈製陶である。

エレベーター エレベーターの値段が高いのはオーダ

ーメードだからである。住宅公団は ｋｊ ｾ のものを年間一

括契約する乙とによって，半{ 直に近い値段l乙下げる乙と

ができた。もっとも設計も改良され， 簡単になってい
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洋 風 便 器

て，定員 11名の小型で，速度も 30m/ min の低速である。

扉方式も l 枚戸片引きの簡単なものであるが， 10階程度

以下の，住宅用としては充分快的である。本年度は 36台

発注した。大阪では現在まで合計 6 台佼っている。もち

ろん市街地商問住宅だけで，京都に一台ある他は全部大

阪市| 付である。好ドキ行程 31 m，停止個所 10個所の KJ 価

格は 396 /J 円である。

小型換気ファ ン 従来換気ファンは市場lζ 売山されて

いたが，公団住宅のよう な構造 ・規模のものには，小型

で，能率がよく，かつやかましくないものでなければな

らないが，市販のものは乙の条件を満足させなかった。

そ乙で公団では各電機メーカーに呼びかけて，公団住宅

向のもの，試作を依頼し ， 公団も研究ｾを出してその性

能について試験を重ね噌その結果としてKJ 型のものがで

き上ったのである。最初は，換気風f立を多くしようとし

て回転. i i l i 度をifl すと，音がやかましく ，風品と音という

二つの相反する要素の調和がむつかしかったが，現在の

ものは大体目的にかなったものといえよう。すなわち KJ

型の性能はモーターの馬力数約 1/ 20 馬) ] ，換気風f i l : 6 .5

m3/ min，騒音は後方 1mで55ホーン以下で，羽恨の直径

15c  mである。シャッター付のKJ 価格は4，900円である。

結 語

住宅m誌は， あるなl床で，規格部品の集成物であるか

も知れない。その住宅のみを専門につくっている住宅公

団としては，規格部品の種類を多くし，内容を22宮にす

ることを念願し，また努力を重ねている。関係各位のど

協力をお願する次第です。

Ｈ～ｾ者 日本住宅公団大阪支所次長)
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標 準 デ イ ア ル の 歩 み

織そむな設計と綿密な Jilli 工による精度の高い後築物の提供を，目的としている

湯合におけるテ ー，，( こ関する解答は，乙とさらに分解するなればー次の段階を

経て発展させていくべきものであるといえよう。

1. 精度 l乙関する許容レベルの催保。

2.  工業生産との関述。

3. 設計方針による決定。

まづ現在までに経験し蓄積された資料を綜合研'先し，方針として梢度に l到す

る許容のレベルを求め，そのレベルに従 った桜準ディテールを規絡的な性格と

重ね合せて作成し，設計・の速度アップとクレームからの解紋を目的としたもの

で，アプロ ーチ の第ー段階といえるものが存在するとともに，設計工数の節減

と未経験者の教育資料 としての利用にも供され，第二段階への準備的期間とも

いえ るものである。

つぎに，木材，鋼材， その他の建築資材としての工業生 態 材に関する規絡

( 寸法および材質) の決定がなされ，規格材の市弱性を! w使して設計が行なわ

れ標準ディテー J レに よる規絡型の量産に入るのが第二段階であり，各産業l乙縦

織の飼主Eが必要であって共同目的への研究がな される。そして， 乙の段| 枚を繰

返して得た資料iこより標準の整備がなされて. 第三の段| 附に入り標準としてだ

されたものが研究のテー 7 となり，実用段階における目的，手段のおさかえの

くりかえ しによる研究 ・発展が行なわれて，シャー プな設J Iブi 針による決定が

なされる，本質的 lこ合理的な活動が軌道l乙来った状態l乙なるものといえよう。

次に，発展の過程において問題となるべき事項については次のようなものが

重要である といえ る。

1. 建築費と社会経済との関連に対する問題。

2  風土と伝統とに関 係する問題。

3  精進，施工. 保守に関する問題。

4  モデ ュー ノレおよびモデュラ ーコオーディネー ションの問題。

これらはそれぞれに関述す るものであ りつねづね論議 されなが らも，そのも

のの持っている怠味の解釈にあたって，コ也大で組織的な調査研究が必要であり

また主観的な相異のある ものであって 単純には統ーされた結論等でようはず

のも のでもな く， i それぞれのテー 7 について各種の適応方法が用意されオー
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( 株 ) 竹中工務庖設計部

ナーおよびアーキ 子ク トの撰択を待つ型になるものであるのが当分の裂であ

ろう 」 したが って，際司t . ディ子- ) レもこの怠味から各経のものが作製され るこ

とと なるであろ うが，. 標準が標準として明般にな ること. . により改良等 の

段階が明i僚になり . 改良についての方向もまたはっきりしてくるものである。

殺那主義的に解決がなされる 乙と なく科学的 な般論休係が生れることによって

後ずさりな くお実な発展を期待でき ，iII Jl¥'i ¥の問題 と組合せて I!ll ifi立が発生する と

思われる。

なお古 ￭ｊ ｗｾ 二 段僻 において各産業 ｼ制 という 表農をｦｦｊ Ｍ、たものについ て，原 料

→加工→材質→)JII 工→材料→加工→製品。 の過位における産業間お よびそれそ

れの同業聞における述繋については官庁，学術団体，な どとの必筏なつながり

によ って J IS など規絡の整備がなされ るものであっ て， l 、L 、かえれば，付: 準デ

ィテ ーJ レな くしては規絡な く，規絡がな くては綴準デ ィ子ール もまた，色、味を冊、

ずるものである といえる。

以上テー マlこ関す る考え方であるが，長後にディ テール 1' 1'製についての注目立

として標準ディ テールの生い立ち からそのものの裂に なるまでの経泌を，科学

的手法 lζ よってIy : j 般に撃裂 された資料として添付し，閲覧に供するよう な仕組

になっていることが必要であって，統計 との関述も生 きて くるものであ り， さ

らに標準ディ テールが単に郎分の標準ディ テールに儲る こと な く. i l l 築物と の

関速においてそのエ レメン トとしての相li. 関係が明解にな っていなければな ら

ないものである。モデュー J レとの関係もこのことにおいて怠l沫を有するもので

ある 。 したがって製品が建築物であるためには，除草ディテー J しがなければな

らない し建築物は個別に基本ディテールを伴 うてい なければな らなL、。

竹中工務応としては卑近な例をとれば 100 ミリタイル( 亨イル 97 ミリ目地 3

ミリ) . ア スタイル ・ソフ ト空イ J レによる ft) i付111木。 H 100 ミリ など規準寸法

による製品の作成をメーカーと空イアッ プして実用化しまた機械がj によく紋

陥のあるドアーの ノプ lζ 自動車用プッシ ュボヲ ンタイプを採用して. その府{ ク

レーム から 解)j文されている c それらが 規 絡 としてとり上げて順次写以のような

集成に収められて i没;) 1および胞工Ict.こづさわる社口の座右に備えられ，製作原

寸図が用意されて工場につながっている。 一以上一
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標 準 デ ィ テ ー ル へ の ア プ ロ ー チ

K K 大 相 組 工 務 監 督

岩 崎 甚 太 郎

建築設計図面における一般的なものの規格化，標準化はもとより必要ではあ

るが. 当組においては先ず施工傑準図の作成を次の理由から取り上げる ζ とに

された。

工事現場の建築係員は施工上どうしてもおさまり図，現寸図，割付図などの

いわゆる現場施工図面を書かなければならないのであるが. ( 1 ) 現場の施工

図面を一定の基準の上lζ 立ったものとする趣旨からいっても，また ( 2 ) 現場

建築係員の業務能率を向上させる趣旨からいっても，それらの施工図面につい

ての基準となり，模範となる標準図を必要とする乙とはいうまでもない乙とで

ある。

乙うした胞工標準図集の刊行は当組がかねてより提唱している施工のス者ン

ダィゼーションの一環をなすものであり，それによる能率の向上ひい ては当組

の工事消化能力の増大に資すること少なからぬものがある。

現場で書く図面は設計者の考えでやり方K 多少の途いはあるが，乙 の標準図

を基として工夫すればよい図面を能率的 lζ 作成する乙とができる。

当主H施工図集作成にあたっては，本底の重役をはじめ設計部，工務部関係の

ものな らびに直接施工を担当する工事主任などより委員長 1 :名，委員17名を選

ぴ標準図審議委員会を組織した。昭和33年 4 月より毎月 2 回以上の委員会を似

したが，委員会の方々にはそれぞれ多忙の日常の業務のかたわら寸暇をさい

て. 貴重な経験と豊富な知識を生かして審議されたもので，各工事にわたり標

準図を遂次決定し，昭和34年'- 12月ひとまず完了して施工標準図集を発刊するに

王IJ った次第である。

しかし乙れで標準図築を完結したわけではなく審議委員会においてはなお

研究審議を続け，今後必要 l乙応じての改訂，変更，追補を行なって一層標準図

集の完皇室を期する方 ｾｉ ーである。

( 以 下 に 大 林 組 刊 行 の 「 施 工 棟割悼 図 表 」 よ り 防 水 関 係 の 分 の み に つ い て 掲 餓 さ せ て い た だ い た 。 窓

廻 り 関 係 は 割 愛 し た 。一一一編集委員会一一ー)
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〈標 準 詳 細 と そ の 周 辺〉

日本電々公社近鶴電通局建築部

わが国における電話数の不足，ローカル線市外通話のみ自由さ，西欧諸国に

比してわが国の電話保有数の著しく少ない乙となどは，よ くご存知の通りであ

ります。乙れらはすべて電話施設の不足からきているわけでありますが，わが

国経済の予想、外の発展もそれに輸をかけているようであります。電々公社とい

たしましては毎年々々相当 な資金をつぎ込んでその拡充lζ 努力を続けており.

建築局および地方通信局建築部などが電話局の局舎を担当しております。しか

しながら予算および建設件数は年々僧加の一途 をたどり遂にはわれわれ全国の

公社建築部の陣容ではと てもま 11、ない切れぬほどふく れ上っ て しまいました。

もちろん ζ れらの事実は以前から予惣されていた乙とであり. その対策につ

いて 穏 々 附 を重ねて来たわけでありますが，その一途として 「電報電話局各

室設計指針 」および 「各部標準詳細図」の作成を行ない，設計の資料，各件と

しての範囲を示して問題点を整理して標準化の方針を確立し様準化をi! l i じて

① 技術レベルの均質化。

② 組織体としての意志の統一。

① 設 計期間のスピ ー ド化。

① 設計，施工を通じての作業の一貫性。

を求め，作業の合理化，能率化を言1-ることにしています。 r標準詳細区U は A

とB とに分れており， A は局舎設計において全面的に採用する。 B については

まだ検討の余地があるかまたは A の適用例としての参考図であるが，支障がな

L 、限り A と同様に使用する乙とになっ ています。しかしながら乙 の設計指針お

よび標準詳細K 問題がないわけではあ りません。気候，風土，および地方性の

相違など研究が行われ ておらず，内容の点においても疑問の点が多く残されて

し、るようで不満足なものですが，なlζ ぶん大量の仕事に対処して行 くためには

やむを得ずできる限り乙れにしたがい，こんごの研究を待っ て修正してい く乙

とに なっ ております。

いまやわれわれは業務をマス プロ のベルトコンベア ーに乗せるべく努力して

L 、ます。 そして品質管理の行きとどいた建築を能率的に大量製産 しようと考え

ています。 ζ の事実κ 一個の建築家と していかに対応すべ きか. 乙の問題につ

いて機索 している人がわれわれのなかに多いと思います。
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標 準 フーィフー ー ル へ の ア プ ロ ー チ

片

主s. 政省近畿地方銀波) ，J j _ : t 絡郊

生山光

はじめに，結論的にいえば，刻白人没( i 包・結局全体としては， ，没 ｾ ｌ ｉ Ｇ ， ｮｲｲ 自のｬｊｩｈＮ ｬ￭ はＱＧ Ｑ［

っ ているが，各部 ｾｴｾ 準ディテーノレはきめておらない。おいおい作るとは思われる

が，全国統 ーという 乙とはなかなかむつかしい現状である。以下払述の仕事と基

裕との関係について現状を ど 説明することとする。五ｾ 今 設省官総局のＯｬ｜先である私

ｩ 主は，全国 ｬ 乙 散らばる中央官庁の出先機関の建築工事を位当しており，予 ｴｾ｛Ｈ 内 ｬ ζ

は極々に分れている。大蔵行予算では，税務署，税関，労働行予算: では，基準監

作:E.， 公共職業安定所および労災病院，建設省予算では令同庁舎，その他，総理

府， 12林省，法務省，など各省予算のものがある。したがって建物の種類もひじ

ように多く，厚生施設である保養所や住宅なども合み雑多である。また各省 lζ よ

り予算単価が巽り，乙の辺にも校準ディテーノレの作りにくい理由がある。

建設省営終局では全国的に設計態度方針を統一するために、設計計画の主主準お

よび資料を作 りつつある。すなわち本省の建築課においては，各省庁とその建物

の備えるべき機能，規模，を充分打合せ，検討を行ない，また各地プ'jm設局で先

』己実施した工事のなかから取捨選択し，また設計 l凶における紋大公約数的要索を

t¥11/i¥して，基準や資料を作るわけである。f 1 、逮は基準と資料を周お上で区日'J し

て，基準とは一応乙れに依らなければならないとしたもので，資料は基準の説明

のためのものや，基準にするほど充分lζ 固まっていないものを参考とし流す場介

』己資料という言葉を使う。現在営総局で作 った設計基準は，公共職業安定所，税

務署，総合職業訓練所，労災病院などがある。以下そのひとつである公共職業安

定所設計基準について，その目次を挙げて内界を紹介する。

第 l 主主総 則

1. 1  目的

乙の基準は公共職業安定所のEJlj .2誌に| 刻する一般的原則と最少限度の必準を

定め，その効果的な業務巡? れこ資する乙とを目的とする。

にはじまっている。すなわち前述の最大公約数的なものである。以上目次だけと

する。

1. 2一法規およびその他との関係

第 2 章 設 計 方針

2.  1ー設計方針

?H  3  4i: 敷地およ び配置計画

3 .  1ー;没itUbimならびに赦地条件

3. 3ー配置，: 1阿

ｾ Ｑ Ｔ Ｑ ［ＱＺ般 ｊｬ￯ｬｬ￮ｪ

4 .  1  桃造な らびに階数

4 .  3一所22室および基準 l(J i砧

3 .  2ー放j也1(liW

4 .  2  Ｎ ｾ ド Ｑ Ｈｉￎ ， ｬ ｬ 世Ａｉ
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気's 5  ￮ｾ＠ 各部設計

5.  1ー業務室

5.  3一所長室

5 .  5ー告会

5.  7ー宿直室

5. 9一便所

5. 11ー燃料庫

5. 13ー敷地境界，棚，門

5. 15ーその他

第 6 宣言 待合人数の算定その他

5 .  2ー ・般事務室

5.  4一選考室兼会議室

5 .  6ー倉庫

5.  8ー小使室， 湯沸室

5. 10ー交通部分

5. 12一自転車置場

5. 14ー掲示板

6.  1一一般紹介および認定の待合人数 NのまI.t?:

6 .  2一便所使用人数 V の計算

以上が基準の内容であるが，乙れに頁数において約 10倍の説明資料がついてい

る。乙 の資料1( ，は職業安定所の組織規定より始まり，職員構成，求人者の分類，

求職者や失業保険給付者の分類や事務手続の流れ， 日雇求職者の笠録および紹

介，失業対策事業紹介など業務の説明がある。また業務室の昔I'j 函に おいては接客

車ｾのありかた，職業紹介の机配置とクリヤランスの基準 寸 法 ， 室市松 な ど。ある

いは待台室の計・画においては，実態調査の結果求めた求職者の滞留状況やi侍召的

変化。また月 別の変化や週間の変動が図表によって表わされている。

上述の ごとく私達は設計方針においては全国的に態度を統一 しているが，標準

デ ィテー J レは持 っていなし、。しかしなが ら各地方建設局においては，それぞれ似

j刊数値をもっている。例えば近畿地方建設局においては，一般事務室の天井高は

2 .7 米とし， したがって階高は 3. 5 米が普通となる。また出入口の高さは 1. 9 米

または 2. 1 米とし，柱間隔は普通 7 * x  7 米， 6 米 x 6 米 7 米 X 6 * の格子l乙

組み込む， しかしとくにそれが仮利な場合には， 5. 4 米や 4 .5 ｾ 択を使う 乙 とも あ

る。ステ ィー J レサッシは見込 25 粍のものまたは規格サッ シとし，硝子は 3 粍，

5 粍である。一般事務室内部仕上は天:)1 ープラスターボー ト..， Mモルタ J レ部エ 7

J レジョンペンキ塗，間仕切 ベニヤオイ J レペンキ塗， 1末アスフアルトタイルまた

は リノリ ュームが普通である。

終りに私見を述べれば規格化なるものはやはり能率を上げ工事政を低減させる

のが目的であるので，詳細ばか りの規準ではな く，予算の取得，計画，設計， 1直i

工，維持tl: J ! . l l までを含めてー述の規準にのせられれば理想的であり ，工業として

の建築を発達させるに必要である。私達の場合でいえば，例えば A 級の税務署

といえば 7 米 X 7  ｾ 択の柱ｼ国 ［ 格子が何 乙ま必要であ り ， 単価は 何 程 ， また構造計

算にしてもいちい ちオーダーメー ドで計算するのでは な く，予め柱|切の規格と階

数が決ったものを数麗準備して置き ，庇やアクセサリーの付 き方で多少手を入れ

るようにする。乙の場合少々の耐力壁などはあてにしな くて柱にもたす。乙のよ

うにすれば桃造休のt' i ti もいちいちしなく てよくなる。少し暴言かも知れないが

数少ない入手で多品の工事を乙なすには便利だと忠、われる。
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公 団 住 宅 標 準 詳 細 図 集

日本位宅公団大阪支所設計簿! 長

、
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'

 

嘉 夫西

①アプローチ

住宅公団大阪支所においては，今年度から標準設計図の一郎として，標準詠細

図! . I 三を作成して使用している。住宅の大iii; 池設のため lι は，材料部品の規絡化並

産化をはかり，また設計監理施工監理の簡易化をはからなければならぬ。またそ

れが一般建築産業の合理化を促進するに役立つ乙とは当然の乙ととして考えられ

る。そのためにも住宅公団の使命はE く，また現在におけるモデュラーコーディ

ネィションの動きと相まって，王位築 ｾｏ 長椛造の改革に大きな役割りを背負ってい

るといわなければな らぬ。発足当時は，ともかく年内 3 万戸の: h l を乙なすために

ｾＨ孫基 ｾＺｉ Ｎ � で工事を発注していた。と乙ろが，乙のような大量建設を やると，いろ

いろと事故もあり，また入居者からクレームも相当でてきた。ーブJ 私達のほうで

も五ヵ年にわたる設言| 経験 ・施工経験が蓄積され，乙れらが集大成されて今年に

なってやっと標準詳細図ができたといえる。したがって現在の段階では，公団住

宅建設における設計および施工監理上の統- をはかり，住宅の質を1前・保するとと

もに経験の蓄柏を図而として抱復してい く下段と考えている。

①問 題 点

鉄筋アパートが再 ｾｉＺＮ ｙ＿ｬ の場として安全なねぐらであるためには，ネーの ｪ よさなど

平面計四上の問題とか，暖房冷房などの殴境衛生( ，"Jf. r . 問題は別として，ぷ，i I 上の

問題点としては，つ ぎの点 が Ｎ ｾＮえられる。

a ) 雨 漏 り

乙れは尾上からの漏水は当然として，窓l ' -H . t 具周聞からの1' ; : ・/ } <，浴室廻りの1I J : i

/}<などである。その内屋恨防水については，当初から特殊仕織による簡易アスフ

アルト|りJ 水を採用している。乙の以は公団のなかでも大阪だけが特異ーであって，

他では防ノドコンクリー卜であ る。窓枠周聞からの浸水は，仲取付の際のモルタル

ＱＱｩ めのあいまいさから生ずるもので，現在では周聞にコーキング ｾＧｊ を充填してい

る。また. ，gj ( J lfの水返しが問題である。規格型のスチー J レサッシュはとの点まだ問

題を残している。浴室廻りの防水も，下| 桁へよく漏水してクレームが多いと ζ ろ

で， とくにt主主主をはらわなければならぬ。

b ) 子供の落下防止

入肘者の不注意もあったとはいえ，やはり子供が落ちて死んだという現実は，

私達の心を痛めずにはおれない。窓下問やベランダ階段府i湯などの手抱は現在で

は安全性と経済性を考慮して，軽量型鋼を使用して規格化をはかつている。竪子

のピッチは 12 ｣ｭ 以内，取宇Ａの際にとくに注意を喚起するｾ味で別図のように細

かく規定しである。 15cmでは子供は抜け務ちる。また足掛りになるようなものは

さけなければいけなし、。

c ) 防 盗

従来の彫込式のシリンダー錠は完全なる財産の番人ではなかった。乙れはシリ

ンダー錠だけの問題ではなく，鋼製ドアーの枠枢とー絡に考えなければならぬ問

題であるが，現在では，r r ，付錠を探用している，公団型はとくにデッドボルトの ;1¥
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を 15 mm以上と規定している。また用心mをつけて生命の危険を守り，従来ドア

ーにつ けてあった廻転式の牛乳受和な どは，ｩｬｾｨ が ｗｩｬ 袋されるおそれがあるために

皮止した。

d ) 換 気

鉄筋アパートは木造日本家屋lζ 比較して気需である。したがって| 暖房 ・炊事ど

さにおいて，ガスの燃焼により発生する水蒸気が飽和状態に達して， ｩｾ｜Ｆ 差 によ

って控而l乙結保をおこす。すでに金問団地でひじように苦い験経をした。 また共

用。ｼ気筒を使用したガス風呂の焚口 におい て，給ｴｊ ｬ 気が不充分で，ガ ス ｲｬｾ ＺＧＺ ｬ を起

したとともある。現在では構造体をいためないため lζ 窓Q具に換気小窓をつけ る

とともにー台所 lζ は換気ファンを取付けえるよう考慮しである。ファンは別に公

同規格型のものがある。

①表 現

摂津詳細図ｾミを使用する乙とによって，標準設計図のほうも当然表現の方法が

かわる。すなわちディテ ーJ レは図集にないものだけを書けばいいし，図t R にある

ものはすべて記号で表示すればよし、。仕上の記入なども， 仕上表と展開図によれ

ばいいわ けで，平面詳細図もほとんど記号の表示だけで乙と足りる。建具表など

はリストだけでよい。図集のほうはつぎのように記号を分類した。

|…… 内部詳細 100 床

E …・・外部詳細 200 ｾ＠

300 関口部

F ….  .9J l 具詳細 100 スチールドアー

200 スチー J レサッ シュ

④期 待

乙ういった設計の庶: 準化 lこ対しては，乙れが常識化し，固定化し，マンネリズ

ムにおちいって新しい技術の展開をにばむと反論される乙とがある。しかし私達

は乙う考える。もちろん乙れが完全なものであるなどとは毛頭思っていなし、。た

だ過去における経験の蓄獄をまとめたものであって，ふたたびお な じ失敗を繰返

さないためにも ，その手引きとして使用されれば いい。乙 れはあ くまで新しい技

術を開発するために，どうしても踏まなければな らぬス テップであ り，乙の よう

な量産のための規格化とディテー J レの統」が， [ 当由なる設庁|を阻むものであって

はならないのである。とかく合理化が人間の非人間化を招来する乙とが多いなか

で，その合到! 化が人r: nの規格化でな く，人1m性を確保するための下段である よう

に J5 えた い。

0 J 理化による生 J) i'J生の lilJ 上，ひいては 11 本にお ける 住宅住設を III :' N的水i 1，l i lこま

で刈めるために. 私達は懸命の努 )J を↑ J1 しまないものである。
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上辺アンケ ー トについて， 全J君。名喝のなかか

ら アトランダム托忍ん にＨ Ｎｾ Jω 名ばかりの会貝

ｉ ｾ 依 執しまし たと ｅ ろ ＱＱ 名のかたか ら ｛Ｑ Ｑ 答 申Ｚぁ

り立した。

数少い ζ れらの品l答申、ら足断するのはいけな

いが，一応回答の伝かから税約イt t : 必要とt : tt

るもの の 間四点 ＮＮＮｾ ｬ 王 してみると，

① ま ｦ ｦ ま ｴｾ ， 尺Ｎイ ンチ 制が はび ι ってお
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⑤ 附lil 没前のあ官f 亡のJ3; :1( 1イじ

① 施工 ｦｬｬｾ にのＨ￭［，ｾ］ＺのｊＩ［ 格 ぅＺ必ｬＡ ｴ ご

⑥ 建 築の，む としてのg: 格[む

@ 都市のm終it の必要性

などがと>，あ けられてお うます。

:l. t: 注文する ι とについては， サツン心どの

主11晶化の ほか IC，総子寸法の極J : ¥を少なくした

い。 あ るいは ，ｾ ｪＨ￭ｻむきれた材利をフルに ｾｊＧＱ す

る，.r. l 誌が必要ゼというと; t'見 主あ) ｾした Ｎ

A. 建 築 の 設 計 や 施 工 の 経 験 を i1 l i じて，もっ と 規 格 化

が 必 要 な も の . あ る い は 規 絡 イとされると便利 にプー

る も の を 1 ， 2 r.'a お 知 ら せ ください。

B.  現 在 ， 規 機 化 さ れ て い る も の . あ る い は そ の メ ー

カ ー に 注 文 す る ご と は あ り ま せ ん か 。

司，

和( や まと) 制 rar Bi所 三 総 泰 司

A.  とくに ，附帯設備といわれて

いた分野での綬俗化がもっと必要と

思います。たとえばエレベーター，

暖冷房のための製品，部材は，その

互換性のうえからも必要です。しか

し，それより以前lζ 建築の施工その

ものの規格化が要求さ れねばならな

いと思いま す。すなわち施工粉度の

検定の規格( たとえば誤差和iJ ?6まで

は何級といった) により，全体の精

度を コン トロー ルできるようにする

乙とが要求されると思いま す。

また，設計の側でも，表示の統一

規格化された図i!i iのか きかたを徹底

させるべきだ と思い ます。

ー，

H事イ: 工務応設計忽 辻 野 純 徳

A  現住の規格lま，尺寸法の メー

トル』ζ 読みかえたも の。 1mの単位司の

もの。フ ィートな どのメ ート ノレlζ 読

みかえのものと ，それぞれなんの様

れもなくつくら れてい る状態です。

建築の設計 ，施工，技術 l乙近代建築

界としてのつみ立なり をえてきた乙

んに ち，また，メート J レ法実施のと

きにあたって，新しいモデユー J レIζ

したがって規格寸法再検討する必要

ありと思います。現在は便利ではな

く，価格単位としての 規格 ( = 単

位) にすき' ません。

B.  規絡サッシ ュなどは良 く斤j い

ますが，乙れは明 らかに価格が安い

という 理由 !:.tすからで，前記の統一

( モデ ューラ， コーオーディネイシ

ョン) がないかぎり佼刊に用いるわ

けにはいきまーせん。

V  

関i 1! . 春日出火力処役所

土木 建築 ｭｾ 井 上雅嗣

A.  内装材，建具類， 521類。

問，尺，寸，寸法を用いないよう

になっていますが，まだまだ r 1尺

5 寸 8 分J などという人が多いのに

はつ くづくいやに なります。も っと

メート ル法を強化 しなければいけな

いと思います。

B. ｏｏｴｾ 品で ， J  r  s  0 0といっ

ていても，呑手者30 とか が 4 とかた

だ単にインチ払11を，番手! こしたのみ

のものがはびこっていますが，おか

しな具合ーごすね。

• 
J!f 幻a!l I<' l ! ' 晶百I 池 図 武 彦

，l ，8 18 X 606、
A  建具金物 (  I ，V I U ^ V V U )  

'. l ，8! 8 X 909ノ

ボード究員 ( 2 ，OOOX  1，000)  

ス レ ート 大 平 板 ¥

フレキシフルボード/

メー トルむのが非常に少

なL、。

B. ｾｬＧ￭ 子寸 ｬＺｾ 125 種類をもうす

乙し少なく ならないでしょう か。
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司'

倉敷レイヨン K Kt首織部 北 村 修

A. 主体構造の寸法規格化が必要

である。われわれが設計している建

築のなかには， r柱間J r階高H 柱

梁の大きさ J など寸法規格化が可能

なものが相当ある。

主体構造の寸法規格化ができれ

ば. そのなかに入れる調度品や，仕

上材料の寸法規格化が完全なものに

なるだろ うし，型枠，鉄筋などの加

工法も工業的になるだろう。 主休寸

法は規格1(. ガッチリはめ，仕上材料

の種類，取扱いによって個性を出す

ような方向lζ 向っていく乙とが望ま

しい。

マ

清水建設K K 清 水 民 雄

O  現在の社会形態における，乙

のような営利会社のなかでの設計体

験を前提とすると，ほしいものがあ

りすぎる割 りに規格化されているも

のの少い乙とがよくわかる。身近か

な例は諸氏から提示あろうと思うの

で，わざ と前提を離れ，っ きつめて

考えてみる と， 建築自体の規格化と

いう問題にいさつく。

0  建築を殺と Space とにわけで

考えると して一一ー乙れを論ずるのは

別κ ゆずって一一，殻( 現在構造体

とよばれている概念κ 近い) を規格

化してどんどん創り ，そのなかの空

間を人々は自由に，好みのムードに

区切りとっていく。乙うすると，規

格化と Personal i ty との相主1も自然解

決される。そのとき都市全体の計画

がはじめにお乙なわれねばな らぬの

はいうまでもない。都市の規格化と

82 

いった大づかみなととろでーー もし

くはどく小さな点で一一規格化をす

すめたい。

‘' 貫工々 公社新営課 太 田 伝 一 郎

A. 現在ほとんどの建築材料の寸

法は尺，またはフィ ー ト，インチ制

の大きさのものをメートル法lζ 書き

かえているだけであるが，すべてメ

ー トJ レ制にかえるべきだと思いま

す。最近白地ともで 5cm角のモザイ

クタイ J レを使用している建物が多い

ようですが，われわれのと乙ろでも

全面的に使用しており，設計，施工

上たいへん便利です。設計の場合も

施工の場合もメ ート J レ法を採用す る

よう K なったいまでも ，建築材料の

規格寸法の制約から尺やフィ ー トlζ

引きずられているのが現状です。

B.  とくにありませんが， レディ

メードのアルミサッシ ュなどは良い

例だと思います。

司'

泉佐野市土木課 北 山 理

A . 構造を標準化して一覧表にし

て欲しい。鉄筋 コンクリ ート 造の場

合スパン5rnのときは梁の断面30 X 80

鉄筋数何木というように。

司'

日建設計工務K K筏術室部畏 近 藤 保

A . 規格化の一部の寸法が在来の

尺寸単位から出発して， 1尺が 303

mm であり， 3 寸 6 分， 2 寸 5 分

タイ J レというような材料の寸法を

Metr ic  にすべきと思います。

300mm， 100mm ( 例)

目地合み 100mmタイルなどはいた

って便利のように患います。

規格化された材料をフルκ 運用す

る訓練を教育すべきと思います。

テラゾープロックを規格化されて

製造され初めました。その材料を充

分使い乙なすようにすべきと思いま

す。

• 
近古島電通局建築部 前 回 i告 繍

A. 1. 鋼製建具をもっと . 各社と

も規格化してなるべく使用するよう

にしたいものだ。

2.塗装工事で，現在ほほとん

ど合成樹脂塗装のl時代κ なっている

が，各社の製品名を各系統ごと に名

前を統ーしたな ら良いのではないか

と恩われる。

B.  現在三機工業が. 規絡サッシ

ュを，ヒくだしているが，他のサッ シ

ュ業者も規格サッシ ュを製作 し，設

計者lζ 多く使用していただくように

仰をしてほしい。

• 
円堂建築邸 内I務所 賞 翠 媛

A. 現在某 ピJ レ(( . 厚板 ( 35 ，%， -

25 務) の溶接構法をとりました。

そしてラミネ ーション( 板厚方向 lζ

剥離する性質〉をいちばん心配して

います。ととろが乙れを調べる規定

が J IS 規格にありません。

B. 建築が次第lζ 大型になり，使

う板厚も大きくなってきておりま

す。ひじように困難だとは思います

が，ミルシート IL ラミネー シ ョンの

項が入る日のくる乙とを析ります。



新 規 格 の 悩 み

船邸木材K K代表取締役

広 瀬 久 治 郎

- .  . 圏E1I

新12林規格は従来の十万種類ICちかい規格寸法を十分の一以下lζ 簡索化するべ

く制定されたもので，本年一月から発効した。そして木材業界では製材品入荷の

95% がメー トル表示 ICかわっ てきたものの，その半数以上が新政林規格の桜準寸

法でな く従来の地方色を反映した用途別寸法である。乙れは建築面 の メ ー ト ル

法実施が五年先の4 1年からと予定されているために，官公庁や建築業界からの木

材発註はほとんどが旧規格であっ て， 木材業者としては新規格詐りの在応では到

底註文lζ 応えられない。そ ζ で乙れが旧規格のメ ート ル表示材の横行す る主因で

ある。また受註蓄や見積書などがほとんど尺寸表示である。乙れをメ ー ト川ζ 換

算して荷送状，明細書などに尺寸とメ ート ルとを併記しなければならぬ。乙のわ

ずらわしさは木材界日常の大きな頭痛の種となっ ている。建ー築面のメート J レ実

施は五年先などのんきな ζ とをいわず，一年でもそうそう実施すべく ， そして当

面の対策としては，木材業者と発註業者とが事前iζ 話合のうえ新規格品( メー ト

ル寸法 lζ 依る〉で註文してもらいたいし，私達もその努力をつづけ てゆきたい と

思う。

新農林規格普及 の本年の目標は，形量寸法l乙霞かれている。設計建築のメ ー ト

ノレ法実施が昭和41 年に なっている乙 とも新規格の普及を著しく 阻害 しているが，

なん といって も千数百年の歴史を もっ尺貫法が，生活 lζ 根深く診み ζ んでいるの

で，取引単位ひとつでも全国市場で統一する乙とがむつかしい。製材歩出機の取

替えも 30% 程度である 。見積依頼の木材明細も大半は平気で尺貫法が使用されて

いる現状である 。

木 材 業 者 よ り

三国木材K K代表

若 木 寛

最近における建築資の上昇， とくに木材価絡，人件費の急騰によっ て，心 一々

米の設計が おく れてい るようであるが，造材の時期 とにらみあわせて，その時期

が業者に とってもっと も関心 どとである。等級についての本格的な普及は来年以

降になるようだ。木材強度の再検討( 年輪巾により二区分する) 木造組立ハウス

の完成など. 乙ん ICちにほど木材研究の重大性が痛感される ときはない。
ｅ 彊 ｾ 盟国匪璽

新 農 林 規 格

大飯府鉢務課主主主

胞 団 勝 之

園 調 直医置E

従来の木材関係の 日本山林規格は，統制l時代に制定されたもので，長近の取引

の実情とはほど遠く，需給の実態 fcJ i Pせず. ほとんど励行されていなかったので

，本年 1 月 1 日のメート J レ法実施を機会 IC. 根本的 IC内容を検討 して簡素化し.

実胞 しやすい乙 とを眼目とした新しい規格の制定が 行なわれた。 新規絡の主体

で， とく lζ 建築 と関係のふかい用材の規格にいってその特徴をみる と，関西関東

間の統一を図る意味から，柱の心 々一米を基準として用材の長さを決定，厚さ 巾

について も単純化 し，使用度の高いものを標準とし，品等区分については従来考

えら れていなかった強度を考慮するとともに，化粧面 lζ 使用する材については，

等級呼称、と内容が一致するよう配慮された ζ とである 。な お新規格 iζ は. i くい

丸太J . i電 柱J . i枕木J . i腕木J . i 単板J . i 合板J . i 床板j ， i 一

般材J ( 用材， きり材，建具材，す ぎ薄板) i 押角J ， i耳付板J ， i 坑木j ，

「造船材J (木造船用材，鋼造船用材) i木箱仕組板」の別がある。

永年のあいだ身につけた習慣をかえる乙とのいかに至難な乙とかとつくづく考

えさせられながらも，法 IC定められた規格IC沿うべく努めているのですが，本当

l己規格通りの製品が適用するのは全国の製材業者の製材機がすべてセンチ単位に

切替わる乙とが先決で，その時にはじめて新規格の寸法の製品が市中 iζ 出廻るの

ではないでしょうか。早い話が板類を発注した場合，一応厚15 ミリ長さ 4 米とし

ても，巾はやは り5 分刻みの寸法が適用され，角材は 3 寸- 3 寸 5 分などとつい

口からでて，しかも相手から センチ単位で聞きかえさ れ，ス ケール片手に寸法を

換算するのが現状ではないでしょうか。また規格の程度も段林規格と業者聞の規

格( 同じ小節などでもペン下と否とにより異る) と二本立が多く，新規格でとい

っても旧規格なみに考え られた りしてますます混乱します。とにかく 1 日もはや

し つぎの時代のひとびとがなんの迷いもな く，との新規格になじめるようにす

るのがわれわれに課された義務とし， またそ の日のはゃからん乙とを念じて， あ

えて現状を報告する次第です。

発 注 者 か ら

大日本土木K K大阪支后購買潔畏

喜 多 霊 泰

- E 姐 E 毒J I UヨJ.;; . 掴 .
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木 の宮、と鉄の窓

三強工業K K

斎 藤 紡 義

-1-'彊，_・E・

u本の建具は昔から規絡寸法である。続絡寸法の便利さは身をもって体験した

はずの日本人が，西洋建具の規格寸? と l乙抵抗をかんじてきたのはなぜだろうか。

木製建具{ζ 規格があって，スチー J レサッシ [ζ 規格が実純Eされなかったのはなぜだ

ろうか。機械力n工の技術をもちながら規絡生産l乙踏みされなかったのはなぜだっ

たろうか。規格 lζ 対する設計者の無理解もあったろう。規絡生l主! こ踏みきれなか

った製造業者の怯郁もあったろう。しかし，その根木の原因はサッシの年間前要

が規格生産を可能にする: w: (ζ 迷していなかったことであろう。サッシの年間需要

100 億円以下では規格品も育たない。年間 5 万屯以下の生L{-では，規格品の生長

するよちがない。日本で規格サッシが生れたのは，世界的な日本の経済成長率

が育てた建築盆の急泊と労7J 不足のたまわりである。乙んどの労力不足はますま

すしん乙く K なろうし，乙の合理的な解決法として建築材料の規格統一，さらに

すすんでは建築のプリハブ化が推進されよう。

窓! ; ; . ，木，スチールの l時代からアルミニウムの時代 lζ かわりつつある。欧米で

は乙 んに ちサッシはアルミが常識である。アルミサッシは，押出型材を全面的に

活用 している以上. 鉄板を主材とするスチーノレサッシとくらべて，はじめから規

格性をもっ ている。高級ビルだけに使用 されている聞は規格化の要求はすく ない

が， ζ れが大衆化されるための必然過程として規格サッシの問題が生じてくる。

アルミサッシの J IS では，主として品質上の規格だけにして，デイテイルはメー

カーの自由にした。 ζ れは日進月歩のアルミサ ッシ の実情にマッチしていると思

うo ｾ 医者の属する不二サッシ工業では， 2 年前 lこレディメ ードサッシ F R 型を発

表したが，オーダー製品の半値以下であり，短期間に驚異的発展をとけ・てアルミ

サッシの大衆化 lζ 貢献した。最近さらにいろいろ改良を加えた。 エヤータイト

式の新 F R を準備中である。業界の動向から見て，夜、は，つぎはレデ ィメードア

ルミサッシのl時代 である と思う。

家具といえば，従来はほと んど木製で，豪華なものから実用本位の簡素なもの

にいたるまで，いづれも生活の用具とし，かつ日常生活における欲望を満たす美

的ｾｾを備え ， 生活を快適にせしめるものである。家具はその時代の風俗，生活・

状態，科学，技術の発展により ，種々構造 ，色彩，製作技術にいたるまで変遷があ

り，現在では木製品ばかりではな く，金属，プラスチックス，その他新材料が使

用されている。家具は建物と密接な関係があり，最近学校においてもやや高度の

家具類を要求されるようになってきた。しかし都市と田舎の学校，あるいは規模

上，経済而などにおいてその限界が乙となり 一定していない。とくに義務教育の

諸学校においては，部屋の装飾品とならないよう実用性を充分とりいれ，理想的

な基本設備 として全国共通するもっとも望ましい学校用家具類の規格( ] 巴状，寸

法，構造，材質など) をー点につき 2 ， 3極設ければ，当事者はも ちろん，乙れ

を製作する各業者も，技術と作業能率を高め，ある程度の適正な11町紙もえられる

のではないか。
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発 刊 の こ と ば

石 11商 議 雄

建築構造 に 関 し て 出版 された 書物は多

いが，実際 l仁建 て られた 建築物の構造やそ

の設 計過程 を明らかにしたもの は少ない 。

しかも ，鉄骨鉄筋 コンク リー ト造 の場合な

どは，で き上 って いる建物を見 て も，主た

る構造はコン クリ ー トを被っ てい る た め

に，これを知る ことができない 。

本書 は実在 の建物 の 構造 とその 設計方

法を示 すた めに ，最近つくられた代表的な

ピノレディン グ の構造図面 と 計算書 に施工

中の写 真 をそ えたもの である 。これに よ り

鉄'南鉄筋 コ ンクリ ー ト構造の詳細を知り ，

それに用 いら れ る 種 々の 手 法 を 見 る こと

ができる 。従 って 専門の建築構造技術者に

とって役立つ と同時に，現代 の建築構造 を

示 している とい う意 味で，専門外の方 々で

も， 多少と も建築構造 に 関 心 のある 方に

は， よい 参 考資料に なると 思 う。

鉄骨鉄筋 コγ ク リー ト構造設計実例集編集委員会
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す ぺ ら な い 床 材 す ば ら し い 床 材

子 供 が

あっまって

くる

あ た ら し い 床 材

遊 び 場 所 に 敏 感 な 子 供 た ち は 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル の し い

で あ る 応 接 間 へ 集 ま っ て き ま す 。 豊 富 な 色 調 と ソ フ ト な 足

触 り そ れ に 少 し ぐ ら い お い た を し て も 床 に 傷 が つ か な い

特 長 を よ く 知 っ て い る カ 、 ら で す 。 よ ご し た あ と は ち ょ っ と

拭 く だ け で o K .ノ 子 供 達 に も 人 気 の あ る 新 し い 床 材 で す 0

. 耐 磨 粍 性 ・ 防 滑 性 . 施 工 容 易 . 耐 油 性 ・ 耐 候 性 . 耐 火 性

: 1 ソタトシ少イル

=1' 1- ーアィシグの田島応用化工株式会社

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 13 /  T  E  L  (866) 代 表 6 1  0  1  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4  /  T  E  L  (44 ) 代 表 5 9 5 1  

304. 8%  x  304. 8勺仏 J享 2 弘 一 菌 坪 ￥ 3. 700 - 4 . 000 
. カ タ ロ グ 進 呈 誌 名 記 入 の 上 お 申 込 下 さ い

D O。



!  ゐ バ
ι ど 介 、 入 弘 - ねるfシ邸機議. 計

三 引伝達築ぷi語 I善策I最強盗JE国:

三連銀行の神戸内支匹ならびに大阪J Ohは，いずれも

曽哨達三氏の J UIになる ものである ので. ，1' 1; にはこ の

二つを hil 時けいさいする ととに した。

(1)  

所 在 神戸市生F ! : I [ 丞相生町一丁

日10番地

工 期 切j 治30年 3 月15日~

I百J32i jol O月31日

エ t!( 不 詳

設 irl 者自軒I i 達 三

施 工 者 l立 営

構 造 規絞 T i 造 お よ び 煉 瓦 造 二附

E主，本 館 建 坪 270. 331時 ，nlQi 

48. 825尺 ，正 面長 さ120.300尺 ，

{WJ 而 長95.240尺，正I而波間24.850

尺 ，ilU]，fJ I架間29. 850尺 ，}，c慌 の

深 さ10尺 ，杭 れ ， 末 U 5 寸 ，長

さ 6 尺必メL太 使 用 ，基礎コンク

リー トの 111 は最丘、10尺 ，厚さ 4

尺 5 寸 ，小屋 組 lζ 欽'「i トラスを

かけ，床 桃 造 IC生子 鉄 板 』乙cι る

|山火 構 造 方 式 を 採j 目する 。

仕 i二概要 外出1腰 ，壁 ， 粍 は す べ て

￭Ｎ ｬｴｾ 山 ｾｻ ｅｉ ＺｴＮｩ岩を も ｾ用し， 屋 似は

銅 版I iーなるも営業 室屋 般 に 災 凶

製 鉛板 を泣く ，室 内の主なると

ころはチークを用いその他は絵

付である 。階 段室 リミは英 [JSI 製 色

タイノレ1I，lj . 段 板 lζ "1色大更11才iを

{止: 用する 。

， 口 革

明治28年 ，三菱 合 資会 社は 社勢 の

進 展 K 応 じ て 銀 行 部 ( 三菱銀行のがI

身 ) を 設 け ， 東京 丸 ノ 内三菱 WI 一 号

館 を 本 部 lζ 繍 浜 ・大 阪 ・事1
1
戸 な ど で

銀 行 業 務を ￟ｉｾ 始した 。 利 戸 では ， 1改

初栄 UIJ 5 丁 目 に あ った三菱 合 資会 社

神 戸支 庖 の な かで 同年 11月 よ り 営 業

が は じ め ら れ た が，はやくも忠 告Ii 新

築 のfi l聞が起り ，か つ て の 兵 庫 区 と

菱 銀 行 神 戸 西 支 庖

( 旧称 三 菱 合 資 会 社事I t 戸 支庖〉

1. 戦 災 前 の 外 観

λ 側に隣銭して「神 ド 銀行 Ｇ ｉ ｾ 会所 ｊ Ｈ 大 ｩ 医 Ｓ 年 Ｎ ｊｾ ， ｬｉ＠ 辰野 ・片岡姐領事務所} が見える

2. 戦 災 後 の 改 造 に よ る 外 線

4 側‘ ー圃・ー ヲ‘ -

85 



3. 東 北 側 隅 部 の 詳 細

神 戸 Ａ三とのほぼ川 市 ｪ である現 ｮ 地 ｛ζｉｾｊ

治 Ｓ Ｐ 年より約 Ｓ ｩＺＡ 二 Ｗ カ Ｉ ｾの工期を ｴＧ ｬ や

してえt策された。

乙れは 乙，必技f : lli であ った曽 制jj 主 .の

設計になるものであるが，当時伎はそ

の数 ｩＮ ＱＧ 前より 云 主 ｾｗ Ｎ｢ ￼ｨ の ＱＱＱ 一号ｩＱ ￎ ｩ Ｍ

3 号di ( M2 5  - 29>1:.) を 手 が け て お

り ， 乙の問問午 Ｈ ｍ ＲＶ ｩＮ ｪＺＺＩを 経 て ， ｾ

築家としての) I i i が[::J 伎に 発押されて

きたころのものである したが って功

名な口 本人住築家の了ーによる 大規校な

砧築として当時事II J'I 人の ii' 目をあつめ

たものであ った。ノレネ ッサンス風の外

観は制郎も極めて iE しく，全体にまと

まりをみせて似たんがない ，ib白の1' 1' ，'，，'，

のなかでも俊れたものの一つであろ

つ。

また i lYJ 治工業火J R . t 築ねによる

と，三占託銀行 "(JII 戸文1，1;1乙| 刻して 「設，i!

:ず;は 設i I ーについて一袋 会社の顧問 なる

夫人 ジェ ー ・コンドノレのもE議を幾分移

れたる山なり」とある 。

のち 11円相17 年 - Ｘ Ｑ Ｑ にかけて ｲ￭ Ｚ ｾ 長宅

の拡燥がー去を地所1制 : ? 綿認の設 11' ，'1
1

r  

Ｇ ＱＧ 工 ｾ ｉ ， ｉ［ の胞工で ｪｩ なわれ，内部 ＧＺＺ｜ Ｇ 業

主は tLl :t"1大 きな己主変がなされた

また i政火によ って ー師寺以上が炎焼 し

ており，戦後の l W11二lンjEで11-' 観にみら

86 

4 内 部 柱 列

れるペ デメントが失なわれ，パラ ペ，

トのパラスタ ーが除かれた。

施工・設備について

施工， 設( l Hi などの訪山、に ついて， 校

工 当時の神 j i 新聞 (1明治3311": 11) J  5  1-1  

先行 ， W 969 り) Iζ 要望u+，ある 百己つトが悩

，1まされているため，それを引 JTJ する 3

三 宅 の大 生 ｮ 喰 今 より Ｓ Ｐ 年の ＱＴ ｾ にセってら神ｽ Ｇ

市- 干のffl 物 と件せるべ き 抱 " を以て "を，: 1せら れ

しとの附あ る 現{ t ft 会れの大ffl 唱は L J HJ!り IC

て唆工 ， 一川口は IdJ 会社と取引 スは村故ある人々

をW1与して従覧 IC (J ¥せり ， その 1: ')iI ζ Hては J 、長

節祭r ; のヰ:慨に世しくにす所 ありし か， 尚 hi 人的

lζ 見し ま 、を約介せん。 当日は世間;{E尚 (i より成

れる この輪失たる 他 物の e江市の 1M側 ( 他の IJ ，j仰は

人五に 持せり ) には人i 1 I を弔 きて 1l ' : 米う人の 11を

むけ り， 'j<治川の } j ICIi<j ひ1..- 1<1") を人れは 11: 

1(11の突 当りか ') f t賀市 にてそ の仰lζ 文山 長当くあり ，

此処へはｦＡｬｉ ￮ ， ｪ ある 人 の ｬ 江健にＯＱ Ｑ 人 するを ＱＡＩ るＺＺＮｾ I  

耳'lic 入 n を白 Eけある ')i l ¥' (雑巴 ， ＡＡｆ正和 ｉｊￆ なとにｾ

〈見る所の (11 1..- ， ...... .)1務引の傍i >f¥l O引‘ 肢はかり

の全 I.jl あ り， 虫色日の 間企(4がすり I(なれ とも V!Iζ 2

がiの全I oj ( あり 件、，J!i Sj! ，lI: i市のス チ ム

nをI f l い てl砲を取るの 仕掛あり .C  地よきは際政

の大PR引を JII ひしと 便所の i' N潔なる '11なり ， 似所

はJJ: も苦i J : なら ね ど， 点はー; どの時nnごとに 11 円

に水の流出てて洗ひ 去るものと 悦所を IJI する時 Iこ

軒目を引けは J より棋の流 住 し来る 仕掛にて， 大下

水の なき干1: pl !) i  rji などにてはそ の捌け 11 に JI' Ｇｩ ［ｾＧ な

るf(11倒を 裂す。 合A 宅は色の配' i ' TJ ニ光州を噂〈点

5. 階 段 親 柱 ( 鋳 鉄 製)

には多少の遺憾 ある惇なるら 汗 I，'.L . 宅'，' . しにて

';{f 本の挺 もて 可' 内 'Zの問 )j を村健 したる続慌の哨

情なる 他IC比百1なかるべし 。

窓の / ' はスチ - 1レ ( ? ) 別 iζ て 窓 のよ :' ?;へ干{:み

込まる、 賠に なり 1，'; るなど野;んと II lJ 烈 す る 所 な

く， Ｎｦｾ 同 は自由 か ｬ 生紙巴の大銀行に比するらｩｅ色な

かるべし 。 その( ，付の J 泌を hil ーにし汗 jffi は 2 ft.j 

以 l 継ぎて1' 1る部分など も 1例の { i b て1' 1れる守

ＭＮ Ｑ は ＱＱ に付 かぬ処に ｾＱＧＱｩ ， の ｭ ｬｊと ｬｩＮ｛Ｇ 、を Ｑ せる

は1"1会社にあ るされは i定はさる j肝なるべし

む す び

一占託銀行神J ，'1)4文1，1;は tllj :T! J  内に別

-rr する 明治建築の なかで， 11 広人の:ill

築家のずになるものとしては ，年1 ¥: .  

規 ｦ ｾ Ｎ 総工ｾ .  h也工技術なとで 代表的な

!立1;"': を，Ji める ものである が，そ の-lI ｬ ［ ｾＧ＠

l乙胞工形態が( I !(  Ｇｾ Ｚ＠ ¥' でありながら， 各ト.[!

:CfJ(l C  TII 戸のli 決}j の主主JJII がn なわれて

いて， 明治以; K神戸にお ける洋風建築

技 術の ｻ［｟ｾ ｉ ｬ ｬｴ が 」ン メ ｩ 茎ｩｩＢ Ｑ ニ ， ｊ［くの役 Ｇ ， ｉ［ ｉ ｊ

りをｾｾしている乙とを ｻ Ｂｪ ｾ 、うる の で あ

る。

今 1"1の調査にあ た って - 菱銀 fj 神

戸文1，1; のJ I'. 上}.J 大氏の1H切なご配泌を

11抗った。あつくお 礼111 し上げる。

( 坂 本 勝 比 古記)



(2)  

沿 革

主 主記主 ｒｾ ｃ ｪ 大阪支 ｉ ， ｬ［ は ， IYJifi28i l'-l 0  

) j， 三袋合資会社大阪支院として西

区長期内ｾＮｩｩｬｬ ｬζＡｪ 日業し ， 41壬|三K. ，lii) 大

阪支出銀行郎を設立した 。fJ!. {Eの三

占託銀行大阪文広ーのｾ物はーよ話合資

会社大阪支 ｉ ， ｉｾ として ， 明治 ＴＰ Ｑ Ｑ 二 Ｕ Ｉ J  

21  rllζ 起工し ，ＴＳ ｩｬｾ Ｑ Ｒ ｮ＠ 20 rI IC竣 工

したものである 。 乙うして ，ＴＴ ｩｬｾ＠ 2  

)j 1 日l乙，.新社屋 IC移転した。王 占託

銀行λ 阪文J占となって ，銀 行 部 が1虫

、7ーしたのは，大正 8 i ド10)J である 。

この主主物は ，11/3有 127{l ol乙治改築が行

なわれているが， 111規は ，ほとんど

残されている 。 当初の設計者は ，建

築啄i出] f ' ( t で也捕迷 = 氏，媛trJ 雇l'l II¥J ・

ｾＮｾ防火 ぺ氏 ， 建築技師 ・ 保問 Ｑｭ 也氏

が ＱＱ ＱＮ当している 。 Ｈ地下室の ｉｾｾ 録版

fれによる)

概 況

乙の泌物は ，北浜の今崎通と 心街

附 ｭｩ の交ＮＱ• Ｑλ にあり，敷地 ＹＵＱＱ ＢＩＧＮ ， ｾ＠

1' 1'856.41、ド ，ｾ Ｒ ， ＴＷＲＱ ＧＱＧＭの ｴ ［ｬ Ｈ ｊｩｊ￻ で耐

火 i呂IC lfii しては ， ./E樹 石 の 化 粧tJU

で ，パロ ック}'li¥のオ ーダーで飾 って

いる 。また他の Ini は主lζ 化相1H; l ( 瓦で、

ある 。正 I(IIIC凶i階建の円形'I Lloiの熔

j長が主主ち ，その下部が主玄関で( ' デ

μ 1 )  ，別 ｉｃ ィ ｾｩｴ ・Ｈ 雨Ｉ IC副玄| 児が

ある 。尾似は手ilNスレ ー トi ) で，おu

1L 1 みはすべて銅版である 。

、lι 的11 断は ，' : 戸; 業室を小心 lζ ，ち:

H11ロビ ー， ｊＮ じ談室，金 ｊｬＡｴ ｾＩ で Ｒ 併

は ，ＧｴｾＺ［ 菜室の上部を Ｑ ｟ｩｘ抜 ｋ して ， {也

は ι 任務関係宝である 。

地階内日 ｾｉ は ， i l色 の 化 粧N( 瓦 の壁

で， ( このような子法は ，J.li;; {  LI S.b! 

本山地下 lζ も見られる 。) 1 ， 2 階

l. . l 、は鉄骨の )1ーダーをかけ ，その上

波形鉄似を 1:" ｉｾ いて， 1ジJ 火床を形成し

ている 。

ｬ 階存 ｩ ｩｦＡ の部分は ， も っ とも Ｑ 主ｾ Ｎ ｬＨｬ ｾ＠

で ，床は大政石で ， カクンタ ーのrH

:.t iおよび ;];1 日おも すべて大限引を用

いている 。 (写J' :!; 2  )  

ＭＺ［ｾＮ業宝の 後方の支 Ｑ ＮＵ 長室との聞

は ， 大 ｽｾｊ Ａ むの三述ア ーチを 用い ， 欄

菱 主艮 行 大 阪 支 庖

1 外 観

2. 1 階 客 溜

87 



三 菱 銀 行 大 阪 支 庖 旧 館 プ ラ ン

ｾ Ｎ検査室

5 小 屋 組

88 

3. 主 階 段

間はステインドグラスをはめ，金j，F去の人円もま

た. パロ ック風のペデイメントを大1
'
11:7 iでイ午り ，こ

れらは 1 師寺のつ石川を ，版めて家 i在lζ 見せている。

主 ｉｬ｜寺Ａ受は ＨＢ ｦｾ 3 )  ， 4  7ドの飾り J1J 十J : . を師寺段宅

'1' 火lζ おき ，I付， ｲＡ ，の Ｒ 大は Ｒ 併で ｰｾ 形ド ー リ ッ

クれとな っ ており ， 階段の ｾｭｪ ｘＺ ， 防 ｩ 込似 ｈｾｴ ｈｩ 大

J ' 1¥1' ，である しかし ， Tt 門 jヘは 灼 泌 を 川 い て お

り， もl ' 1tfj: のとくり形の I(Jil'j 味はがj えている

2 併の検計三i は ，JJI4rlmsがすべて円れを飾りペ

デイメントは，制11い去丈l ' i i をも った，サラセ γ アー

チに作られている また 暗も すべてサラセ Y 紋線

を i-r 彫にしていたそうであるが，いまは惜しくも

傾りかえられてしまった ぐ'ft 'j 4 )  

小 I- i { 組は欽竹トラスを*11み ，pJli¥はリベットで

だ1んでいる ＨＧＷＮ よ ＧｾＵ )  

む す び

ｉＦ ｴ ｩ｜Ｎ 青白 ｾｪ 迷ベＨＱ ＸＵＲＭｊＹＳＷ Ｉ は ，ム ｬｾｓ 火予Ｈ耳 ｬ

人:) のi主' 役、Y科第一同卒業生で ，コシドノレの弟子

である 。 そのため ， コジドノレの［忍千ｾｾを多く 受け ，

このｾ物の所々にみられるすラセ ｙ モチ ーフ など

も，その一 つの表れである また彼は ， ｉ り ｪ 治 ＲＵ ｩｾ

mよりご必 l乙人り ，東点の 三必i;!! 瓦1Nがれ々と ili

られている傍ら ，三菱関係の設，:1 も1j ない ，乙の

大阪支出は ，j(主の壮il-WI の約ーとして ii ・" されるも

のである

なお本調fj ( r. I>Bし ，三二; 占託銀行大阪文:1，1;1則係省の

ど ｴｾｾ }J を1
1

.}. た ζ とを ，ｊＧｩｾ く感謝いたしま す

( 林 野 全孝記)



伊奈製陶械式曾髄

本社 ・工 場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面1新L l I 沼市滑 Ｗ ∞ ＨｦｾＩ

市 j;l Ｇ ｊｾ 務 ｦｦｬ mJ;r 郎中央区凶八丁品目 2 - 8  n; (551)  6371 ( 代〕

大阪'1' 務所 大 阪 市 西 区 新 町 向 通 1- 23 !u @  5  4  8  4  ( 代)

、
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本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 ノ 5 電話大阪 @ 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀 川 区御幣 ｽ ｾ ｉ ｪ 凶 Ｓ ノ ＹＹ 電話大阪 ｀ 0 4 2 6  

汁IJ I ンヲJ ItJ.'1J島製造株式会担

東 京 支 底 並 工 場 均i : . IHゆk rl i 大 ' j<城 崎 1 G  2  () ・lt Ｇ ｾ ，ｾ＠ flk :  

名 古 庄 支 底 r， ，'i h{  ｲ ｬｩ ｴＡＮ 付 ｉｾ ｾｴ＠ ｾ＿Ｚｪ 曲 Ｘ 1"1 16  .，0: ，:，r;刷1 1

主 応 、 出 張 所 八崎町山 Ｑｾ ＱＧＨ倍品 一 ｊｦｩ . j士 山 延 問 ';; '111' ) ・出品川崎



守，

フパトリーヒンデ

ピォ ｾｾ トヒンデ

ピポットヒンヂ

市言ー

• 

日本ドp- 手工ック製這株式会ii

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本社工場大阪市生野区 ｾｬｩ 矢柄町 ＲＲＲ 地路大阪 ＨＷ Ｑ Ｖ Ｉ 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 主 l吉 東 京 都 千 代 間 区 神 田 錦 町 l T 1 3 2 3 地 開l I ! J ;( ( 291)  1  9  2 υ ・ 4 9 2 0  

ｴ ，Ｎｾ＠ I滋l 山 知 所 制 関 市 舟 部 町 1 砂 地 電 開 制 lおJ ( 74 )  l : l  7  2  .  :1 ｾ＠ I ど

名山1 <1山 根pJi" 昌吉品宮市中 I電 下 l剥回r I 丁 目 5 I昨地 司! J ! ; ｾ片山 一 Ｑ＼Ｇ (2: 1) 7  :l 1; I  

ル ， ｾ ｜歩む
保科タけνν

1  すぺらない

2. 摩粍1[. 強く 、長もち する

3  他のヒ・ニ ーノレタイノレlζ 比べ、

;此が目だたない

4. 衛生的且つ経済的であ る

5  施工が存易でfl: r. がx しい

6. f中び絡みがない

ｾ白ＮＮＮ手ヨー， τＮＱ
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n  ゆる周防: から永久に漏水の心配を根絶する

来久に気容を係持する

廉{ 直で 耐 久性. のある ゴーキンズ剤

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

(現 場 渡)

( 現 場 渡 )

之ぷ二よ 美 しく ，磨粍せず，滑らず，かつ耐7]( tl: 中 川

床，廊下，階段，ロビー， パノレコニ ー，ガソリンスタ ン ド等美 しい色彩と耐謄耗性を必裂と す

る場所や，防水力が あるので戸外K も使用出来る。

フカ

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ ェ ロ コ ン 工

コンクリ ー ト床 の金属性硬化材で，

果をあげる 。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡( そ努他

7，080円

5，880円

(坪当り￥ 1，180)  

(  1 / ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

プエロコンの施工に よって床 は恰も鋼板を張っ たような 効

現場渡{ 色 物

l ナチュー

6，200円

5，400円

コk f 二二上 近 代 人 の 部 屋 l乙 は 疲 れ を い や い〉らいら を 取 る 壁 材

合成ゴ ムと コルクから製造されたコノレクν ー トで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7mm

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレ タ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る e

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7 7  

T E L  (581) 1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大 阪市西区京町堀通 1- 18 Ｈ 京 ｾ ｉ ｝ 会 館 ピ ノレ〕

T E L  (44)  39  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3
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恒常竺三j

27日 1 時半一一 2 時半 於会館集会室

出席者尾崎会長外12名 早川監事

議 事 ( 1  ) 昭和35年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和35年度決算報告承認の件

( 3  ) 昭和36年度収支予算承認の件

l 定 時 評 議 員 会 1

27日 1 時一一 1 時半 於会館集会室

出席者五十嵐議長外 11名 委 任 状 出 席66名

計 78名 理事 5 名 早川監事

議 事 ( 1  ) 昭和35年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和35年度決算報告承認の件

( 3 ) 理事 1 名補欠選任の件

| 理 事 会 |

14日 3 時一一 5 時 於会館会議室

出席者東畑副会長外 12理 事 井 手 京 都 支 部 長

早川監事

議 事 ( 1  ) 昭和35年度決算報告の件

( 2 ) 定時評議員会開催の件

( 3 ) 通常総会開催の件

( 4 ) 工業高校に設備工事の科目新設要望の件

( 5  ) 工業高校生設計コンクール実施の件

( 6 ) 第・ 2 回海外視察団募集l L 関する件

( 7 ) 日本建築学生会議の事業後援の件

( 8 )  i毎日建築講座」後援の件

( 竹 中 国 支 部決算ならびに予算承認の件

( 10)  45周年記念事業実施に関する件

( 11 ) 事務局職員上期: i ' l : 与支給の件

く険 ペ イ ｾｄ

ビニ ー ｊ レｾ塗料

( 6 月 分)

( 12) その他

( イ) 日本建築学会卒業設計展示会後援の件

( ロ) 会館築防潮堤工事』ζ 伴う排水工事肢の件

( ハ) 互j切実習生指導要領配付の件

( 13) 入退会者承認の件

( 14) 報告事項

( イ) 五日会外より会館基金え寄附の件

( ロ) 現場実務講習会の件

( ハ) 会計報告

( ニ) 事業報告

| 会 長 副 会 長 協議 会 |

5日 5 時半一一 7 時 於会館会議室

出席者尾崎会長，東畑，竹中両副会長

45周年記念事業案に関し協議。

| 事 業 委 ー]

小委員会 ( 若い会員の集い〉

2 日 5 時半一一 7 時 於会館会議室

出席者滝本主査外 2 委員

「プレジデン ト・クリ ーブ ランド」号見学会の件協議

小委員会 ( 懇親会)

6 日 正午一一 1 時半 於会館会議室

出席者 山本( 義) 主査外 4 委員

互の会員懇親会実施案について協議

幹 事 会

10日 3 時半一- 5 時 於会館会議室

出席者岩崎委員長外 4 小委員会主査

日 本 交 通 公 社 小川所長

第 2 回欧米建築事情視察団募集について協議

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋

福 岡 ・ 広 島 ・ 金 沢

新 潟 ・ 仙 台 ・ 札 幌

89 



特綜防災シヤーッター全般

Ｍｈｉｾ 五・

建築材料の選び方使い方の専門誌

建築技術者 と材料業者の必読書

建 築

雑 誌
材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日 発 行

B 5 ￥150干共

全国笹庖で発売

本社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電話 (921) 2739

支 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀1- 5 四ツ橋ピル 電話⑧92∞

喜@北四 大調E格区木反会社奥株式

l E』Z  
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量
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.  

施 防
竪

四i 悉i也 Jー占』

こ仁
三日包

牢
- 御骨骨|切

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ y ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ ッ ター

Ｚｾｉ ｊｬ 俣製ｻ作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・ 持 者 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町

争完

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井 池筋) 旭洋ビノレ 3 階

電話 (202) 3233 ・3234

岨

帽

酔

肘

2

F

-

z

= 寝 許 =

気光n遜風冨塁

ヲE
事

ｅ 掃討 ｂ 司奄昭ｾｾ⑥ｾ

2j ! 事

大阪市西区江戸掘下通2- 17

田辺工業株式会社

包話土佐堀@7437- 9

7
n

Ory勺d ぢ，k塗 料 /

.巴ニー11-- ・セメント・ぺイシト

ヲ ［ＢＮＰ ・句勺今ｾ，，｟

プレり乾?七12; 処多少水谷ペイント
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委 員 会

14日 5 時半一一 7 1時半 於会館集会室

出席者 岩崎委員長外 13委員

議 事 ( 1)  7 月 8 月の事業企画について

( 2 ) 不燃化建築協会企画の設備講習会の件

( 3 ) 第 2 回欧米建築事情視祭図募集の件

( 4 ) 創立45周年記念事業に関する件

小 委 員 会 ( 各種説明会)

20日 正午一一 1 時半 於会館会議室

出席者 井上主査外 3 委員

「これから のパ ーキング施設」 説明会開催κ 関し協議

懇 談 会 ( 展示会〕

28日 正午- - 2 時 於会館会議室

出席者 三品小委員会主査外 2 委員

家具関係者 依田勇夫氏外 3 氏

1団地アパート における家具の在り方」展示会開催lζ

鳴 し懇談

| 教 育 委 員 会 |

打 合 会 ( 工高生デザインコンクール〕

2 日 正午一一 2 時 於会館集会室

出席者 杉 本小委員会主査外 2 委員

審査員西島委員長外 6 審査員

「工高生デザインコンク - ) レ」募集規定作成のため打

合せ協議

委 員 会

9 日 3 時一一- 5 時半 於会館集会室

出席者 中原委員長外 10委員

議 事 ( 1  ) 第 5 回現場実務講習会に 関する件

(  2  ) 設備技術者を対象と した教育に関す る件

( 3 ) 工高の施工教育に関する件

( 4 ) 工高生デザ.インコンク ーJ レlζ 関する件

小 委 員 会 ( 工高生デザインコンクール)

16日 正午一一 1 時半 於会館集会室

出席者 杉 本 主 査 外 3 委員

募集規定の字句の修正な らびに入選者に対する日品，

d 念品などについて協議

30日 正午一一 1 時 於会館会議室

出席者 杉 本 主 査外 2 委員

入選者lこ対する賞牌lζ 関 し協議

| 編 集 委 員 会 |

委 員 会

9 日 4 時一一 7 時 於会館会議室

出席者 上林副委員長外 7 委員

議 事 ( 1)  7 月 「第 8 回青年建築家特集」号経過報告

( 2 )  8 月 「建築と規絡特集」号経過報告

( 3 )  9 月「 リクリ エー ションと建築特集」号企

画審議

( 4 )  10月「建設産業構造特集」号について

(  5 )  11月 「材料特集」号について

室議会

事

館

幹

会

2

於

外
長員

半

委

時

副

2

正

一

一

服

半時

森

門

4

会

者

自

席

事

刊

出

幹

29日 4 時一- 6 時半 於会館会議室

出席者 森 ， 上林正副委員長外 4 幹 事

10月「建設産業構造特集J 号企画について協議

! 住 宅 委 員 会 |

小 委 員 会 ( 婦人部〉

13日 2 時半一一 4 時 於会館会議室

出席者 下河内幹事外 2 委員

住宅関係文献資料整備の件な らびに「個人住宅の最近

の傾向J IC関す る座談会企画について協議

委 員 会

22日 Ｓ 時半 一一 ｾ Ｕ Ｑ 侍 於会館集会室

出席者 海上委員長外 5 委員

議事 ( 1 )  36年事業企画実施 IC関す る件

( 2 ) 報告事項

( 3 ) 座談会「個人住宅の最近 の傾向」実施に 関

する件

| 出 版 委 員 会 |

鉄骨鉄筋コンクリート構造実例集編集委員会

15日 5 時半一- 8 時半 於会館会議室

出席者 石 崎 主 査 外 7 委員

* の定価ならびK 宣伝 K. 関 して協議

| 近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

15日 4 時一- 5 時半 於会館集会室

出席者 滝沢委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 鹿児島異人館調査報告に関する件

( 2 ) 大阪の明治建築見学会の件報告

91 



( 3 ) 鹿児島ザピエル持者鹿記念堂外 1 件の件

( 4 ) 菱産スレート KK社長より来輸に関する件

( 5 ) 北野猿移築に関するす る件報告

( 6 )  7 月号発表建物 の件

( 7 ) 神戸市長宛礼状の件

( 8 )  r東京大学その百年J の紹介

{王 子 玉l

第 5 回現場実務講習会

会 期 6 月12 日一- 26 日 日曜を除く 13日間

時 間 午 前lt駐二!灘

会 場 大 阪 建 設 会 館 6 階

聴講生 183名

自8 時半 自10時半

12 日 建築工事の着工から竣効までの業

務総論

大 阪 府 営 繕 諜 板 垣 精 治 郎氏

12日 労務管理と安全管理

13 日 鹿島建設は 岸 田 成 計 氏

13日 仮設物と仮設材料

14 日 松 村 組 政 悶 基 次 氏

14 日 現場lζ 関する諸法規とその手続

大成建設KK 大 久 保 登 氏

15 日 材料の検収とその管理

鴻 池 組 横 山 裕 氏

15 日 工事機械と工器具類

16日 大 林 組 依 田 潔氏

16日 施工計画

17 口 大成建設KK 松 岡 照 夫 氏

17 日 現場製図

浅 沼 組 篠 崎 一 郎 氏

19 白 地下工法

竹 中 工 務 庖 北 山 二 十 三 氏

19 日 鉄筋コンクリート工事，鉄骨工事

型枠工事

20 日 清水建設KK 鬼 頭 寿 郎 氏

20 日 土工事，基礎工事，排水工事

211:3 間 組 渡 辺 男氏

21白 木工事，屋綴工事，金属工' 1J ，

雑工事

22 U  鹿島建設KK 岩 下 久 哉 氏

22fヨ 石工事，タイル工事，ブロック 工

事

23 臼 藤木工務 底 矢 野 豊 作氏

23日 防水工事，左官工事，塗装工事

24 日 銭 高 組 武 藤 諮 吉氏

24日 設備工事

26日 竹 中 工 務 庖 石 黒 次 郎 氏

92 

現場見学 大阪神 ヒツレ基礎工事 19 日午後

終議式 26 日11s寺 尾 崎 会 長 よ り 終了証書交付

同 副

昭和]38年度に新設される大阪府下の工業高等学校に

設備工事の専問学科新設方を要望のため，大阪府包・工

事業協同組合石田理事長，大阪府電気工事工業協同組

合山本理事長，大阪建設業協会久米事務局長，本会手

鳥事務局長の 4 名は，相川本会教育委員の案内により

6 月 2 日大阪府教育長を訪問し，設備工事関係技術者

不足の実状とその教育施設の整備の緊急性( ( 関して陳

情した。

同一色ゐ集い|

「プレジデント・クリ ーブランド号」を見 る会

8 日 1 時半- 5 時

神戸港に碇泊中の同船を見学。参加者 270 名に上 った

ため，午後 1 時半， 3 時の 2 固にわかれて実施

ｉ Ｗ 子 ｾ ｉ
音量宮見学会

桂商l E 宮 B 日 延 16名

学修院再l E宮 8 日 20名

関西ペイン卜株式会社尼崎工場見学会

22日 l  時半一一 5 時 参 加 者 40名

関西ペイント株式会社ど提供の貸切パス( ( よって知i f ! I

淀屋橋勧銀 ピル見学会

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

24日 1 1時半一一 3 時 参 加 者 140名

大阪府建築士会と共催

興銀 ビル見学会

設計監理 山下寿郎設計事務所

施 工 大 林 組

27日 3 11.寺一- 5 1時 参 加 者 50 ?"

大阪府建築士会と共依降雨のため少数

| 後 援 し た 会 i

日本建築学会卒業詰 十展示会

1. 名 称 全国大学卒業設計展示会

1.主 催 日本建築学会

1 会 期 6 月16 日， 17 日

1. 会 場 大阪工業大学建築学教室



52tt 大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

婿楠橋議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 京 区 野 江 米 之 II1I 4 の 1 0 4 @ 3679 ・4481 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・! 河 川 市 ・広 ぬ

田中式
ヌカイライト ・ベンチレーター

ヌチ ーJ I，サ ・ν シュ ・ドア ー

スチールシャ・νター・ オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 郷ー 工 場 東 京 m居 間 氏 飾 品 町 1 - 25 

東 京 第二 工 場 東 京 郁 鹿 田 区 川 崎 町 東 4 - 122 

4、 倉 工 場 開 岡 県小 倉 市 赤 紙 上 の 術37

川 崎 工 地 神宮芦 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43  

札 脱 出 e ， a 所 北 海 辺 札 眺 市 北 U 晶東 4 J i J  4  

盛岡代理臨岩 手 県鴎岡 市木 Ｑ ＮＱ＼ ＴＹ ・ 東 ｾｴ ￭ｬＡ ｾ ｬｬＺ ( は }

名 古 原 代 J'I!. 広 愛 知 県 名 古 風-m丙 区 西 嫡 井 町2- 12 問 問 喧 村 K K

米 子 代 J ' I!.臨 .o.1ll11M. 米 子 市祇 園 町 2 - 93 ・古 田 工 務 底

長 崎 代 理 鹿 島 崎 県 民 崎 ， 11事 町 I I ・関 西 工 業 ( 有 )

S朱 式

会 jE

T E L 大 i刷。1)63 41 (代 長) ・(40)6342

T E L 東 忠 (623 ) 代 表0106ι 0108 ，(622 Ｉ ＰＷＹｾ＠
T E I . 東京 (611 ) 2118 - 9

T E I . 小倉0653 ・2833

T  E  1. JI 同 音 @ 4540  

T  E  L  *L •. 昆c i ) 6762 ・ 0515

T E I. 借 問 7642

T E I . 名古回 (&3 ) 01 21 ・2057

T E I . 米子 4683

T E I . 品崎 ② 60刊

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 Ｈ ＳＴ Ｉ ＲＰＷ ｾ Ｘ ・ ＴＸＳＶ ｾ Ｗ
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

工施計
fiJ_!' 

IV ζ  

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神間駿河台 4 丁目 2 番地本

A

一
品
会

株 式

会社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 的 番地

m 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575( 代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸@5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出張

睡冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 魁 前 丸 ビ ノレ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市ー西 区 土 佐 期 通 大 同 ヒソレ714号

電 話 大 阪 @15 6 8 ・1569 ・2 5 94

札 幌 ・北 四 ・酒 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁目千代

田ピノレ522号 包 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

水道 ・術生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフ ドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

腐

名 古 屋 庖

庖

后

株式

会社

東 京

阪

幌

大

キL

三

コ

4
崎

a

n
b

に

d

=

=

ド

抑

制

m

昨
日
市

館

②

弁

②

』

乙

号

沢

喜

松

司

J

地

番

ロ

金

有

高

宙
開
内

番

ぺ

仲

諾

諾

諾

f

J

四

n
h

u

8

電

電

電

キ

人

四

m
m

ノ

E

い

〕

目

4

2

間

五

O

九

剖

制

丁

8

内

~

三

一

「

会

忠

弘

町

刊
f

f

h

町

H

H

区

局

悶

橋

二

一
口

町

民

表

因

。)

高

之

一

-

楊

順

代

代

却

市

城

市

動

蕗

千

瓶

沢

村

松

一

1

4

市

大

都

電

金

福

高

ヨ

阪

話

京

元

大

電

東

所

所

所

ベ

イ

J

業

張

張

広

明

営

出

出

・

3

沢

井

松

金

福

高

底本

m 

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設

霞 針 路 工

社

大阪市西区土佐堀通 1丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話( 431) 代表71

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 785

京都市下京区烏丸通俗原下ノレ電話⑧1989・225

神戸市生田区北長狭通・2 丁目包話③代表 510

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表 473

. 6.  

' %s;  式株業エ賀

東 京 支 庖

名古屋支底

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

須

媛冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 風 栂 三 丁 目 一 番 地 電 話 (202) 代 3 0 7 1  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 布 型 軽 町 一 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出張所 名古屋 ・視岡 ・札幌・広島・仙台・金沢・富山・高松

工 場 ・鶴 見 ・六 郷 ・高 槻

空気調和装置・熱風乾燥装置

設 計 施 工

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株式

会 社

社

支 盾

材

大

大阪市北区中ノ島 二丁目( 新朝日ピル 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目一

阪

建
西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通4- 44 T  E  L  @3415( 代表)

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451) 5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ピノレ

株式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

2 ・
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市 北 区富田町一六 ｾ ＷＰ Ｓ Ｑ ⑧ ＶＷＹＳ
東京都中央区宝町二 ・六(村幸ピル2階 )( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー①1820

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 15崎

松江 市東本町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 ・ 町 二 二 ④1158

暖

温

生

置

株式会社

本 社

出張所

所張

M

M

出

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 一・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ (代 表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 o 1  7  7  8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1ー 6 電 話 @ω 6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② I 3 7 5

株式会社

暖 冷 房 L 水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一番地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生聞区下山手通八丁 目三三 増結元町@ 30お番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通 三 条 下 ル 電 話 上 ③お69番

青 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 - m訴 大 三 沢36番

営業所

4 企』

Z 玄

株式会社

日E

本

支

神戸出強所

京郡出頭E時

三沢出強所

温湿度調盤・暖冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑥ 

京都市中京区両替町通 リ姉小路上J レ

電話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間等用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8 8  2  9  

四日市市浜田商末広町電話7503・3槌 5

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社

大 阪 営 難 所

四日市営業所

湾 営 難 所

本

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市 北 区富 由町 ＳＰ 電話大阪ｾ !o読まJmL。
本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3 3 2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8 9 3  

仙 台 支 庖

名古屋出張所

社

大

京• 

。暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 10

. 話 @ 代 5 1  7  1 - 3 ・3 6  4  3  

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 間 和 泉 町 1

電 話 ( 部6) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4

名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 @  4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営難所・出強所下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

名古屋支庖

出強1f f

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 日IJ 1  (大 ヒソレ)

電 大 阪 代 (44) 8  6  2  1 悉

東 京 都 北 区 神 谷 3 の .10 の 3

電 東 京 代 ( 901) 3'1 9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同 ヒソレ)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 悉

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 盤 装

設 計 施 工

朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜総開J 2- 7 1K (431) 7 3 4 1  - 5  

北 海 道 支 后 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・@5374' 5969

仙 台 支 庖 仙台市元寺小路t五城 ピノレ〉電② 8061・③ 9261

名 古 屋 支 庖 名古屋市中区東防関IJ 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 支 底 広 島 市 大 手 町 8 ー155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 支 庖 福 岡 市 業 研 町 3 m @ 0788・@ O296

媛 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 事 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪速ピノレ六階

電 話 犬 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) Ｙｾ ＮＵ ＱＭＹ ・ ＹＹＵＱＭＹ
東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2 .  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

理 研

大阪営業所

本社・工渇

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁目 4 6 番 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

3  

所

*  

営



一一特命又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 . 施 工

浅 海 電 気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5451 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 1316 ・2536'・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

ふ

宮株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 PIJ 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8  9  1- 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

ココE式株

ｾ＠

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所i'Ji 業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ枝町二五若手地

位話大阪代表 ｾ Ｘ Ｑ Ｓ Ｑｾ Ｔ ｾ ＷＲＶＳ ・ ＲＱＴＴ

営業所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム
「
，取締役社長

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

大阪 rlT北区永楽PIJ 8 務地( 日産生命館)

電話大阪｀代表 ＱＲＳＴｾ Ｙ

支 社 東京都港区芝浜必Ul J ( 大門 ヒソレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

. 6.  
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j京来
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電話大阪 Ｈ Ｓ ｾ 代 Ｓ 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京( 5 41)7464 

大阪南 ・北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福山・福岡

気電トマヤ株式会社

龍本山取締役社長

社

東京営業所
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電 気 工 事 設 計 施 工

株

ｾぉ←ＮＮＮＮＮＮＮ .1.当L

ヌL 予f ' エ・ 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 防

包 括 大 阪 局 @ 9  5  3  1  (大 代 表)

. . 所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出彊所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 田 町 六 番 地

m 脂 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

社

施

電陽朝

社

. 6.  

:zx 式機電宝

取 締 役 社 畏

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50 (堂ビ J レ3 階)

電 話 。I?J U .7 ! i代) - 5  

大 阪 市 大 淀 区 im江 北 2 丁目 51

屯 話 的，) 5  1  4  8 ・ G 6 4 6  

東京 都中央区西八丁編 4 丁目 10番地

f査閲ピル 3 階) ｦ ｕ ｾ ［Ｕ＠ (551 )  5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 i尼江 田T 2 ノ l

m ｾ＠ ｾ＠ 7  1 4 6  

庫

底

本

倉

支

営業所

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

S

A

 

式株気電本中
社

. 6.  

:zx 式株

ｾ＠

ヌL電

明

大 阪 市 城 東 区 lb'f' 江 東 之 町 三 丁 目一 五

電 話 @5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西之町 三 丁目一一 =

沿 話 @ 2  1  9  3  

機器工場

資材倉庫

L; 町

東j工

正本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

IG 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

点 京 都 新 街 区 淀 橋 5 3 3

包 括 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・lぶ 砧

本

4  



電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ( 94) 筋 31 ( 代) - 5  

支 唐 名 古 屋

出強所 東 京 ・ 岡 山 ・ 門 司

青写真とマイクロフィルム

株式会社
内 外 写 真

製図 ・ト レース・ 複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E L ⑧ 9055 (代表)

大 和 洋 瓦

発 売 元

雨 風 lζ 強 く緩勾配 i乙最 適

超軽 量荷重 ( 坪当37貫)

和型 より安い

組 大 仏 瓦 各 種 和 洋 瓦

美術タイ j !， ・工事繍負

京都市東山区今熊野池田町九 ⑥ お55

大 阪 市 東 区内淡路町一丁 目 8  975 

名古鹿市瑠偉区堀田通一丁 目 @  2703 

大 仏

本 広

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

PAI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庄 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川 区里子里町1231 阪神国道 野星電停前

製造 元 東京サン ヒッ ト商 会 電 大 阪@0417・4091

電 気 工 事 設 計 施 工

メ株 式 会 社 三 輿

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡S 50 ( 堂 ヒソレ 7 階)

f電 話 ⑧ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 務地

話 @ l 1 4 7 8 ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

社

エ レ ベ ー タ ー ・ コ ンベヤ ー・リ フト

エ ス カ レ ー タ ー・ ホイスト ・クレ ー γ

N ・T . E型オ ー トパ ー キ ン グ ス テ ー ν ョン

設 計 ・ 製 作

日本エレベータ工業株式会社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 繍 筋 6 (天六阪急 ピル〉

包 括 (35) ＳＸＱＲ ・ ｾ ＹＸＷ ・侭 ＳＹ ・ ＷＰ Ｗ Ｑ
J I ! 京営業所東京 都 台 東 区 仲 御 徒 町 1 - 66

電 話 ( 831) 7  9  ｾ＠ 9  

東 淀 川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 ψ 松 中 通 5 - 6  - 2  

包 括 (38) 0  3  6  3  

揚巻・錬五 .t ューム苦

ベン千t- '1ー'v.シ京寸し

曾

昨

日

商

即

日

幸

一
一
一
一

城

電 話 大 阪 3  1  4  5  

' I i 窃民・犬家耗
各種瓦主主工事請負業

皇室 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京橋前之町 2 ( 市泣京阪東口停前)

話 ｾ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 ・1 5 2 8 番

⑪会主 1U! ま窯業商1 &

5  



(  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア l  

+  . 6.  

' : J X 商アタ木鈴社会式株

電 話 @∞98 ・5837 ・8729 ・6810大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

③ 1  0 8 6  話

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

大田 中 風 呂 事 長 低 成

阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑橋電停前 電話@5313 ・8128

電金 沢 市 三 構 町 7 - 1 7  北陸営業所

シヤνヲー

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 (64) 5750 ・8444

東 京都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741)0160 ・1733

社
. 6.  

' :Z:I; 式株業エ和平

ｅ ヨヨ ｾｈｾ ミヨ

具

売

建

販

製

作

鋼

製
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⑩ 
社式

電 話 城 東 @ 8261- 3番

営業所・ 広 島 ・長 崎

株業

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2

支 庖 ・ 福 岡

鋼進栄

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ シ トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

リグノイド床・床材料

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

製 造 ・販 売 ・施 工

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽 根崎新地西入〉 電話大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ

支后・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南掲江上通一丁目 三一

旬 話 大 阪 @ I 3 4 2 6 - 7

庖本

6  



( いろは I1慎)建 材 信 和 会

式 会 社

舞

昔からの建材庖ゆるがぬ信用

岩

見御中暑

大阪市東成区東今里町四丁目 1
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園

町

⑧

園

新区西市阪大

6  - 1  醤雄台民岩長ネ土他のそ

社
ム
一
品式材工新日

⑤ 印 J レーフイシグ・フエノレト

⑤ 印 砂 付 ) 11 ー フ イ y グ

⑤ 印 石 綿 ク エ J レドル} フイ y グ

陸展椴 ・地下車防水且耐厳工事 責 任 施 工

衛 生 陶 器 ・ 同 附 属 器 具

2  7  @  信電績場井長社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋5 . - 32 

和 電 話 @ 45- 18 - 9・1424

東 洋 陶 器 22 大 阪 営 業 所
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施 工

フ ェ ザ ー グ ラ ス の 主 な 特 長

1. 保 温 ・保 冷 な ど 断 熱 初 と し て 効 果 が 大 き い こ

と

2. 吸 音 効 果 が す ぐ れ て い る と と

3. 非 常 に 怒 量 で あ る と と

4. 不 燃 性 で あ る とと

5. カ ピ が 生 え た り く さ っ た り せ ず

耐 久 力 が あ る と と

6. 水 ハ グ が よ く 吸 湿 性 が 少 な い こ と

7. 還 繊 切断 加 工 取付 が か ん た ん で

も 早 く で き る とと

8. 敵 鍋 が 少 な く ムグ が 殆 ど な い こ と

9. 事事力性があり 突 きつけ昔日分がピシグリ合う

ので熱ロスが完工いこと

窃…ーましょう

l  kラマヲ〉ト稲子

下記へと［ｲＮｾ求. 資料趨皇・ ::$:tl 志名をど記入の上

く だ さ い

パ ラ マ ウ ン ト 硝 子 工 業 株 式 会 社

東 京 ・ 中 央 区 ・ 八 璽 州 6 ー 1

8  
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kk J _] - l 本建材社…. . . ・ H ・...... ・H ・.22

kk 油脂化工社…. . . ・ H ・...・ H ・- 表3

kk 吉田芳雄商庖. . . ・ H ・. ....・ H ・.. 19

吉野石膏kk … … H ・H ・.. ...・ H ・.. .15

kk 寄木商会…. . . ・ H ・...・ H ・.. .... .18

ラ J l I ! 研鋼機kk ...・ H ・..… ... ・H ・.. … 3

有国タイルkk ・H ・H ・. . …… 11. 15

旭硝子kk ・H ・H ・- … … … … … 3.11

東海興業kk … ・………・・……… 12

愛知kk ...・ H ・....・ H ・-…....・ H ・... 13

kk 増岡組・・… ...・ H ・....・ H ・.. … 14

kk 三晃 商 会 - … … … … … … 15

三菱 ν イヨシ kk ・・ H ・H ・- …会告哀
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. 新 防 火 規 格 難 燃 材 料 試 験 に 合 格

寸法 ( 9 m m厚 ・303m mX 3 0 3m m)  

( 9  m m厚 ・4 5 5 mmX 4 5 5m m  )  

味 の 素 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 宝 町 1 の 7

包 括 ( 59 1) 11 31 ・ 8781

大 阪 市 北 区 樋 上 回T 1  0  

電 話 ( 34) 0  6  3  1  

ク ス 床 材 の 決 定 版 /

ｔｌ 宅ザ干 ＡＱｊ ＮＷ 日・ｾＩグ

ぷ ｦｾ 込〆 ｔｌ 苦ザ ＱＱ ＧＱ・ ＷＢＰ ‘ Ｇｙ Ｇｉ
甲骨フローリシグ はランバーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が出来 ま す 寸 法 が一 定 していますか ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は寄 木 の M位 の格安です

* ブロック は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着 剤で簡 単 に安価に 豪 華 な寄 木 張 の床 が 出 来 ま す 。

.( 各々 樹 種 は な ら、さく らがござ います )

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理臨 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区愉 楓 6 丁目 2 1  包 括 大 阪 ③ 1 0 2 5 ・5 1  2 7  



回一ァーー一一一日一沼田哩哩彊画面画団四量量圏睡圏直園田園軍曹薗題画盟睡
F  一 一 一 一 一 一一一一ーー' 司曹

. 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の 良 否 は 建

築 物 の 死 命 を 制 す る と 言っ て も 過言 で は ない 。

外 部 に 見 え な い と 言う 理 由 で 成 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 組 雑 な 工 事 に 趨 り 設 は 一

部 に 防 水 工 事 は L 、くらでも安く出来ると云う概念すらあることは極

め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上 を 阻害 す る こ と 甚 し い も の で あ る 。

アスフ アル ト 防 水 工 事 は 今 更 こ と 新 し く 言 う ま で も な く 適 切 な 材

料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か も そ れ は 明確 な 責

任を伴うものでなければならない。

斯 界 激讃 の 冊 子

一 一 ア ス フ ァ ノ レ 卜 防 水 工 事 一 一

・年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 ・￥4 0 0 干 6 0

建築家に限り 2 割 引

何 よ り も 安 心 で き る 年 限 仕 様

ω  
主童2宣省阪建 22号un可

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  T  E L ⑬代表5951 夜 間 管 理 人 室 用 @ 9910  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田 島 応 用 内 ) T  E  L  (866) 代 表 6 1  0  1  

ぶ:. ｾＺ＠ ｾ＠ｾ＠ ｾＮ＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ i  ｾ＠I  ｾＩ＠ ｾＺ＠ ｾ＠ ｾ＠ｾ＠ｾ＠ ｾＺ＠ｾＮ Ｚ Ｚ Ｎ Ｎ Ｇ＠ ｾ＠ .  ｾ＠ ｾＺＺ＠ ｻｾｾ＠
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ｱｾ 亨最高のロ

Ｍ］ｲ［ヨ・ ｅ 司・ｾＭｊＱ圏直

角 形 鋼 管

角 形鋼管 は断菌 性能 が箸し〈 す ぐれて H りま すの で、

形鋼 を組み合わせ て 溶 絡 した角形鋼 な どに〈らべ ると、

溶接の必要 が な く、鈎質で信頼度に7 :cみ 、 軽 量 で取主郎 、が

たやす 〈なり、そ の 上経 済的で あ るなど有利な特徴 を もっ

て封ります 。

。

住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話{大代A )大阪 (2(Yl ) 2却 l

支 社 東京都千代図区丸ノ内 1T 目8ノ6( 続住友ピ ル) 電話{ 大代表} 車京 (211) 2211

幅 岡 肯 . 所 福 岡 市 天 樽 町 5 8 書 ( 王神ピル 8 冊) 電齢福岡関 51叩 お昌

広 島 哲 畠所 広 島 市 眠 魁 町 8 暑 地 { 広電ピル内} 電話広 1112)7471 . 7S時

名古属官轟所 名古島市東区久殿町S 9 (住宜繭車名 古島ピル} 電話 名古島開14曲 ・血盟

仙 台 世 量所 仙 台 市 東 l 昏・f 1 1 東 I Il T ピル 内 電話抽 出 羽 田1. (5凶 43

IL 輯 骨 量晴 札雄市北大通商4T U 6( 住友生命札帳ピル内) 電笛 札幌t剖 0 3 7 8

- 新じい建築資材

田村式〆タルシーリン/ プ

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ボードサッシュ

ノンヌリ・ップ・白土也涛

コーナービード.J  ¥0ンチンゲ

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 田村商奮連材部

12 



- . .  心I軒当半三己記丘半年三11

7 7 1 - ( 7' ポ・ド

(  ｾ 査定不調自紛 ・ Ｇ重量石舗耐火Ｎ＾

完全耐火性

経量・断ｾ性 ・ 吸音

変形は全〈ない

木材と同僚の加工が出来る

'J打ち 'lil 引き・孔あ It 等

トh レ' vl l X
( 吹 付 石 綿 ・ 資 径 路 工 )
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刊
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名

九

札

e、、

怒さ方烹? 三てで三rτ 三- おぶうl l I I I 1 泌111・- 仰 - 九 ¥ 山 い か 日 -

小野図バーライトの特性を活かした軽食 ・断熱 ・耐火 ・ぬ音

防＿ｾの諸点が特 に 卓れた強 化 気泡 コ ンク リート 板
塗袋によって 人造大理石が簡易にで きる特殊着色セ メン ト

⑩本jF?! 智伊そ容の

御 問 合 せ は 最 寄 り 工 場 へ

東 京 工 場 東京都江東区深川盟十H I の !

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 町 3

名古屋工場 名 古屋 市 港区 丸池町 i の l
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」 三 こ 三 こ 己 竺 竺 竺 竺 三

( アイク エオ IIiID

( 301) 6437 ・6438

(66)  ＸＸＶＱｾＲ＠

(97)  44ω ・8288

(44)  5951 

(47)  ＳＱＳＱｾＲ＠

八尾 (029) お08 ・3039

(39)  ＰＹＲＴ ｾＵ ・ ＲＰＴＵ

(53)  ＵＲＸＱｾＳ＠

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 日 島 野 6 丁目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 丁 目 7 4  

大阪市西淀川f g : 姫島I l IJ 1 6 9 0  

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 郷 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 辺 1 丁 目 1 8

k. k.  

社

社

大阪出張所

難 k. k.

業 k. k.

k. k.  大阪営業所

大 阪 営 業 所

割量

英

盛

k

エ

k

キオ

工

エ

エ

エ 黛

k. k.  

4 製 造 業 社

箇 和 i !

k. k. 工

k. k. エ

田 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

( 23)  1731代 ・2931代

(45)  ＷＶＰ ＱｾＵ＠

( 312)  ＰＸＷＱｾＸ＠

( 39)  2080 ・2207 ・0238

Ｈ ＳＶ Ｉ 認 ＵＸｾＹ ・回 ＵＰ

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  ＵＱＹＵｾＶ＠

(23)  ＲＷＷＱ ｾ Ｒ＠

(44)  5224 

(73)  2514 

(44)  0255代・ 5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル )

大阪市稲島区満州本通 1 丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁 目28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 掲 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 位 進 田IJ 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5 O( 堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 rli 西 区 江 戸 姻 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁 目 1 3
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K
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(37)  ＶＵＵＵｾＷ＠

(44)  3520 ・4時 4 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3679・“ 81 ・8471

(35) お45

(35)  2922 

(94)  ＵＵＶＱｾＲ＠

(44)  5 ω8 ・5486

(34)  ＰＲＰＷｾＸ ・必 ＳＶｾＷ

( 34)  1105 ・お40

(37)  ＰＲＵＱ ｾＳ＠

( 26)  7195代

高槻 ( 5 ) ＱＶＴＶｾＷ＠

(63)  ＶＲ Ｒ ＱｾＴ＠

京都 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・ω9 7

(64)  ＳＴＳＴ ｾＶ＠

( 54)  ＳＷＸ ＵｾＶ＠

(34)  1804 

(45) ω8 9  

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  23ω ・2030

( 35)  2150 ・2030

(94)  ＸＱＲＵｾＸ＠

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4) 5総 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 27ω

広 島 ( 2 ) ＲＸＸＱｾＲ＠

高松 (3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁 目31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 4 丁目 104

大 板 市 北 区 間 心 町 1丁 目 3 3  

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 .P 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 梅 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4  6  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 l町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北4 丁 目 2 4

大阪市東淀川区木川西/ 町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 半 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 様 筋 2 ー 1

大 阪 市 東 区 高 麗 織 諾 田IJ 2  1  

神 戸 市 兵 隊 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 事 長 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄ピノレ

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 道 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 首 町 2 丁 目 g 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 難 k .k.

k. k. 井 よ 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 磁 エ 耳 障 所

大 島 応 用 化 学 工 事 院 k. k.

大 野 & 1瞳 k. k.

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 目 棋 連 膏 エ . k. k.  

k. k. 木 下 値 三 商 庖

k，k. 久 保 商 腐

坂 口 興 鎌 k. k.

清 水 興 業 k. k.

k .k. 新 光 高 広

関 本 建 材 k. k.

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k. k.

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 難 k . k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 涯 膏 工 業 k. k. 犬 阪 支 庖

フ タ パ 興 業 所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 書E 膏 工 . k. k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス エ . k. k.  

丸 藤 商 底

k. k. 明 正 社

石 井 建 材 有 隈 会 社

k. k. 中 出 荷 会

三 倍 工 業 所

中 村 湿 育 工 業 株 式 会 社

日 建 渥 膏 工 業 k. k.

有 限 会 社 小 聖 子 甚 商 庖

k. k. 浜 原 聾 商 腐

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

k .k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 善
(27)  1251  ( 代)

ト 士山 人 ア ス フ ? 一 同 業 会 関 西 支 部 - 川 山 内 |  

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目k. k.  ifIl 石
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凶i師翠星野温

製 品 製 造 発 売 元

+ム

4

A

1

 

会

ω

u

式

の
1

朱

九

-
a
a伺

唱

・

凶

m

F

i

，

-

E

幸

:

・
本

語

合

間

串

蜜

阪

T

応

大

⑥ 

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野宿膏ス阪支庖

本

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネジート

外壁シリコン防水

製 造。 販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区田辺東之町 3- 109 電大阪 @J 9 0 8 6

大 阪 市 東 住 吉区駒川; 町 3- 54 電大阪 @ 4370 ・7660

広 品 市 比 治 山 本 田J 1  1  8  0 電広島 @ 4  9  6  7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 電東京(351) 5298 ・5264

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

包 話 @ l 7 4 1 8 ・6 0 9 .τ 6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 清 水古堂町 53

fU 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

7E 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

禍 岡営蝶所社

出強所

軽

設

大阪市東住吉区桑湾問i J 3T目59

電 話 大 阪 ⑬ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 ③0298 ・9435

骨

エ

鉄

施

量

計

ヨド

東邦商会

本 社

営業所

出張所

出張所
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仮 梓 工 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式含枇

東 京 ・ 大 阪

党11 破事迫力号ス

咳笠霊賞品

ポリ エステ J レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電話 大阪 @3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 機 3- 6 電 話(281)6 9  2  6  - .8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 J 二 アスファノレ ト防水 工事堅

選 ← ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイノレ工事 ミ

議耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 臣 会 Z 業 A

大阪市北区浮田 町82番地 電話大阪@1333番

N.  G. イン シュラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

16 

阻 . G. C式

ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会誌

脇 山 静 夫

22222ZZZEEZ二三二電話@3¥4- 6



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 底

名古屋支庖

福岡出張所

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番地( 衆幡ピノレ 3 階)

電 話 @ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商 ピノレ) ④ 2578- 9

福岡市橋口町15番地の 1 ( サシ ピノレ3階) @8825  

ブ ロ ン ズ

-
-

-

r

・
・

'
・
・
ー
‘•. 

.  .  .  .  

.  .  

.・

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

電 話 大 阪 67 - 6751  ( 代表) - 4 ・1590

m工 場 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

Z古 跡 ① 1 2  1  3 ③ 1  3 2 2  

出 張 所 福 岡 徳 島

-，_.. 6'" ｾ＠ ..._ ..・- -・・ . ....・・.. ...・ 1・. ・. -・.，.:.. ;......-.':.・、: .. ... .，:......・て.・ :・ :. ":  :  ｾ＠ .- . ・て--・・.-.! ..:. ..・.・・ 1 - ・・.. ｾ＠ ，....・J ・..-".. ｾ・ＺＭＮＮＭｾ Ｎ ＭＮｾ・・・ＧＮＢ ｾ・ .  

化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパυャ
耐 熱 耐 酸 耐油 耐アルカリ

ポリエステル系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ， 1 - フ ア 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

Asbesto. Barri ev 

( 硬質石綿板)

現 場 責 任 施 工

設計 ・施工には是非弊社で

御相談願います

建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室

発電所: 配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ー ト墜などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

耐酸化学工業株式会社 大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

電 話 ⑧ 3 4 4 2 ・4 0 7 8  

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

電 話 大 阪 ⑧ 178 ( 代表) 4161 ｾ＠ 4957- 8 
( 呈カ タログ)

17 



ｾ＠

.圃.

ｾ田タイル

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 電 動一一 一

ベンチレーター

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 政 適

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大 阪商工ピル ) T  E  L  (44 )  3983 

工 場 大阪市 城東 区 天 王 田 町 1 の141 T E L  (98)  1149 

岩 元 式

i ヌカイライト並努摂lべシチレE 夕刊

カタログ進呈

.  
/  

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工
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ｾＺｾ＠ 寄 木 高

.o.. 

: A'  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 猫 6- 49

電 話 @ 3 7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1
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陸事正玉置白羽
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大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 品 町 7 - 6 9

大 阪 301- 0 7  3  7  ( 代表〉

雨 水 浸 入 剥 落 防 止
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ヘ・λ 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円抑] ー0 一七制測却問入警前

電話 ( 53)  4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - Y  

ｦｾ＠

地質

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 1日総本建築設計 々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきが ら町 3 の2 電話 (671) 臼 43 ・7007 ・7062

株式会社
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扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 閉 が 軽 快 ・

ビ端吻ト邑: : ，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

-
も

.
白
‘
.

s  

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 一 五 一 番手 地

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716) 0188 番

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コ ン ク ソ ー ト パ イ ル ・ コ ン ク ソ ー ト フ ロ ッ ク

助管・煉瓦・ヒュー&管・衛生南署

税 制 裁ia"l 守・スマ吋・各種コシヴリート製品 吠

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町三一 電 話 制) 2420 ・8217

浪建式

アルミサ・νシュ・ドアー

スチールサＮｾシュ・ドＷＧﾭ
シャ'Vヲー・ it ベレーター

lト加の幼処理I場繊

4 ，一製造販売ー

k E出止】h

場建 靭

浪速建枚Z業株式会誌

自粛3例 I

全国線代理屈 I  
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I、

新 日 志 望

パピロ‘

I  

ω ＮｾＧ かベＧ
新 ω｣ｴｾ 力、ぺ

事目

製 造 発 売 元 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 電 話 大 阪 ⑪ 5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 福 岡 市 西 唐 人 田T 1 番 地 電 話 福 岡 ⑮ 7 3  7  3  

- 黄綬褒章受賞

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｑｉ ＮｾＱ ミー陣取事
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

21 



- アルマイト吸音板

・ ス ギ メ ラ ス

・ 木 毛 セ メ ン ト

特 殊 板

- メラミン樹脂製品

. ボ ー ド 特 殊 合 板

・プラスチック製品

- ス ロ ー ル 天 井 板

・ 吸 音 ボ ー ド

. ス ロ ー ル 断 熱 仮

30メーカー代理広

大 阪 ・ 四 ツ 橘

23thtp，建梓従

，、、

ー

ヌ合ベ支子第ド

大 建 の

局 白 冨 争 ゆ

、

，、

⑧ 

. 錆びないスチールサッシは

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付 塗 装 ラ イ ン に 依 る

大建の 2重焼付塗装で

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 薗部材 で l 回、成品で l 回

22 



セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

蕊 ド

)...... 

抹式会祉日本セメント防水剤製造所

社 兵庫 県 宝 塚 市高 台 上 の池 北28- 1 電 お 宝 坂 (079) 2  1  5 3  

阪 事 務 所 大 阪 市 東 氏 船 越 町 2 - 31 ( 船起ピル) 電 訴 ⑧ 2626 ( i 直通)

張 所 旬 結 束 京 (431) 0  8  7  4 ・ 名 占 屋 @ 1 3 3 1  

ウキータイト式防水[ ' ) T 仙 台 ③ 0 7 2 1 ・札 帆 ⑤ 7 1  7  1  

代 行 前 電 お 大 有 工 X c i ! " : ・1松G! 8 6 9 7 安 藤 工 事 稲 陪l ③ 5 7 6 5

重 量 永 建 材 広 Ｎ￧Ｎｾ ④ ＳＵＶ Ｗ
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E藷司置盟国盟理費調責 任 ・ 施 工 ・ 請 負 E E蓋 ， 蓮 軍 週

八幡メタルホーム K K 推奨品 言2

25油 脂 化 工 社本 社 東 京 郡 山 二 葉 町 1- 441 i'1! J ，f ; 東京附 1715

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営業所 大阪市東成区西今里町 2 - 48 電おi @ 4765 ・00635

............1111111111111111111111111181111111111111111111111". 圃 園 田 園 園 田 園 園 田 ー ー ー 一 一 ー

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ パ ラ ン ス

代 行 販 売 底

畿日本シャッター製住所

Ｈ呈カｾログ・ 資 料Ｉ

中 博 光 商 "'， 札縄市I Jt; U長通.ITUC" ，川通} ・E絹 代 必 '4'0 2. 8 1 .  

理 研 圃 蔵 総 式 会 付 小 嶋 市 色 内 町 . ，・ . " . . ‘ 以 '2咽 π 2・ 騎 百 回 .
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